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第一話　人生のよき友




「あーあ、何だか釈然としないわ」

　と大きな声でぼやいたのはレナータだった。

　彼女は酒場で麦酒をなみなみと注いだグラスをかたむけ、ぐいっと冷えた酒を流し込む。

「そう言わないの」

　彼女をなだめるのは『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』の仲間たちだった。

「私たちはあくまでも冒険者、本当に重要な戦力としては計算されない立場」

「それは分かっているの！」

　とレナータが力強く言ったことで、仲間たちは互いの顔を見合わせる。

　彼女たちのリーダーは酒に強いので麦酒を数杯飲んだ程度では酔わない。

「それなのに面倒くさいのは」

「それだけうっ憤ぷんがたまっていたということかしら」

「酒癖、悪くないはずだしね」

　仲間たちはひそひそと小声で話し合う。

「何がそんなに不満なの？」

　代表してサーラが本題に切り込む。

「バルトロメウス様に会えなかったじゃない！」

　レナータが力強く言うと、仲間たちは再び顔を見合わせる。

「あなた、バルトロメウス様ファンだったっけ？」

　サーラが首をひねるとレナータは彼女にすわった目を向けた。

「バルトロメウス様とヴィルヘミーナ様の揃そろい踏ぶみこそ最高、常識でしょうが！」

「そんな常識、今初めて聞いたわよ」

　彼女の熱さについていけないと、仲間たちは白けた視線を浴びせる。

「たしかにヴィルヘミーナ様はカッコよかったけど」

　と一人が言った。

　そこに酔った男たちがやって来る。

「おい姉ちゃん、女だらけで寂しい思いしてねえで俺たちと一緒に飲まないか？」

「？？」

『夜空の月桂樹』の面メン子ツは全員不思議そうな顔で、彼らを見つめた。

　帝都の二等エリアの酒場で、彼女たちのことを知らない冒険者がいるとはにわかに信じられなかったのだ。

「もしかして私たちに言ってるの？」

　レナータが聞くと、男たちはムッとする。

「そうだぞ」

「いい女揃ぞろいだから声をかけてやったんだ。感謝しろ」

　男たちは酔っているらしく頬ほおが赤い。

「何様？」

「あんたらみたいに程度の低い男はお断りだよ。永遠にね」

『夜空の月桂樹』の面子は冷ややかな態度で応じる。

　ナンパ慣れしている彼女たちだが、それだけに横暴な相手には冷淡だった。

「あ？　顔がいいからって調子に乗るなよ」

　男たちは不機嫌そうに恫どう喝かつする。

「この手の連中、まだ生息してたのね」

「帝都なら絶滅危惧種だと思ってたのにねえ」

『夜空の月桂樹』はそう言いながら立ち上がった。

「何だ、やるのか？」

　男たちは自分たちに全然怯おびえないどころか、立ち向かうつもりらしい女性陣に面食らったような表情になる。

「喧けん嘩かを売ったのはそっちでしょ？　買ってあげるわよ」

　レナータは柔らかい笑顔で言う。

「この女！」

　男たちが掴つかみかかろうとした瞬間、彼らの手足が石の拘束具で封じられてしまった。

「な、なに？」

　男たちはいきなり手足の自由を奪われ、バランスを崩して転倒してしまう。

　そこを『夜空の月桂樹』のメンバーたちは容赦なく一撃を入れ、あるいは冷たい水をかけてやった。

「や、やめろ」

「やめてくれ」

　形勢が不利を通り越して絶望的になったと理解した男たちは、情けなく助けを求めはじめて彼女たちを呆あきれさせる。

「さっきまでの威勢はどうしたの？」

「こういう手合いは女が助けを求めても、やめたりしないわよね」

　レナータに限らず男たちに対して怒りを抱いていたのだ。

「そうね。地獄を見せてあげましょう」

「そこまでにしてもらおう」

　と声が彼女たちを制止する。

　まだ酔っていなかった彼女たちは、聞き覚えのある声にふり向く。

「あら、バルさん」

　レナータはうれしそうな顔になったが、一瞬で真顔に戻る。

「いくらあなたでも邪魔しないでほしいわね」

「バルさん今来たところで知らないのかもしれないけど、私たちは不ふ埒らちな男たちを制裁しているところなの」

　女性たちは真剣な顔で事情を話す。

「なるほど、そういうことだったのか」

　バルは納得したが、再び彼女たちを制止した。

「なら改めて止めよう」

　そう言って男たちと彼女たちの間に立つ。

「……どうして？」

　レナータは不満を顔に出しながらも理由を問いかける。

　彼女はまだ理性を失なくしたわけではなかったのだ。

「私的制裁を禁止する法律があったはずだから。これ以上やると、君たちは犯罪者になってしまう。俺はそれを止めたいんだよ。君たちのためにね」

　バルが『夜空の月桂樹』の味方だという姿勢を見せつつ優しく諭す。

「それは……」

　彼女たちはやや冷静さを取り戻した。

「ここは俺に任せてくれないか。悪いようにはしない」

　バルは彼女たち一人一人の顔を見ながら話す。

「……まあバルさんがそう言うなら」

　彼女たちの間で彼への信頼が勝った。

「ありがとう」

　バルはそう言って姿を消したが、ほどなくして一人の女性を連れて戻ってくる。

「ヴィ、ヴィ、ヴィルヘミーナ様!?」

　女性の顔を見たレナータが素すっ頓とん狂きような声を出したのも無理はない。

　二等エリアにいるはずがない存在だったからだ。

「ど、どうしてヴィルヘミーナ様がここに？」

「バルさんとどういう関係で？」

　当然の疑問が彼女たちの口から飛び出す。

「前の仕事で知り合う機会があってね」

　バルはしれっとした顔で説明する。

「こういうことを許さない、権力のある女性を探そうと思っていたら偶然遭遇したから、事情を話してきてもらったんだ」

「話は聞いた」

　とミーナは真冬の吹雪ふぶきを思わせる声を発した。

　男たちはもちろん、何も悪くない『夜空の月桂樹』の面子ですら背中が寒くなったほど、静かな迫力がある。

「こんな愚物がまだいたとはな」

　ミーナの視線が男たちを鋭く射い貫ぬく。

　男たちは言い訳の言葉すら出てこず、凍りついている。

「私が連れていき、罰を受けさせよう」

　とミーナが言うと男たちの体が勝手に浮く。
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「浮遊魔術……嘘うそ、発動瞬間が感知できない」

　レナータはその魔術の技術の高さに目をみはった。

　ミーナが男たちを連れて立ち去ると、『夜空の月桂樹』たちはいっせいに息を吐き出した。

　味方のはずなのに緊張してしまう存在感が女性エルフにあったのだ。

「すごい迫力だったわね。以前はもう少し柔らかい印象だったけど」

　冷や汗をぬぐいながらレナータがつぶやく。

「それだけあの手の輩やからが嫌いってことかもしれないね」

　とバルが言う。

　彼はつき合いの長さゆえにミーナの性格を知っている。

　ああいう輩に加減をすることなんて絶対にありえないことも。

「ヴィルヘミーナ様が連行するなら、言いわけできないよね」

　サーラが言ってバルがうなずく。

「私たちがやるより、上手うまく収めてくださるでしょう」

　レナータは冷静さを取り戻して言った。

　相手が相手だけに、獲物を横取りされた怒りはない。

　むしろ手を煩わずらわせて申し訳ないという思いさえある。

「ヴィルヘミーナ様なら」

　他の面子もうなずいた。

「じゃあ俺はここで」

「あらバルさん、どこ行くの？」

　立ち去ろうとしたバルをレナータが呼び止める。

「たまたま通りがかっただけだから、帰ろうかと」

　というバルの手を彼女はとった。

　その周囲を『夜空の月桂樹』の面子が囲う。

「時間があるならいいじゃない。私たちと一緒に飲みましょうよ」

　サーラが誘ってくる。

「機転を利かせてくれたんだから奢おごるわよ」

　とレナータが言った。

　落ち着けばバルが自分たちのために配慮してくれたのだと理解したのである。

「……じゃあごちそうになるか」

　逃げる理由も特にないバルは彼女たちの案内に従い、彼女たちが飲んでいた酒場へと連れて行かれた。

「おや、戻ってきたね。一人増やして」

　女性スタッフが彼女たちに声をかける。

「何だ、バルさんか」

「やあ」

　バルは面識があったので軽くあいさつする。

「バルさん、知り合いなの？」

「ほんと顔が広いわね」

　レナータたちはバルとスタッフの顔を見比べながら、感心した。

「席、まだとってあるから戻っていいですよ」

「ありがとう」

『夜空の月桂樹』たちは喜ぶ。

「顔が売れている有名人の特権だな」

　とバルは笑う。

　全員が店の外に出ても食い逃げ扱いされず、席を確保されているのは一般人では望めないことだ。

「ありがたいことよね」

　レナータは恐縮した様子で言う。

「特権を当然と受け止めないところが君たちのいいところだ」

　とバルは褒める。

「ありがとうございます」

　レナータは笑顔で答えて、自分の右隣を彼に勧めた。

「バルさん、どうぞこちらの席に」

　ところが仲間たちは反発する。

「あら、バルさんは他の席だっていいはずでしょ」

「リーダーの権利、使わないでよね」

「そうそう。私の隣なんてどう？」

　まさかのバルの隣の席争奪戦に、本人は頭を抱えたくなった。

「相変わらず人気者だね」

　やってきた女性スタッフはバルを見て笑うだけである。

「面白がっているだけだろう」

　バルが抗議したが、彼女はニヤニヤしながら去ってしまった。

「注文を取りに来たんじゃないのか……」

　あるいは揉もめているのを見て、注文どころじゃないと判断したのかもしれない。

「あら、バルさんは私の隣がいいはずよ」

　ムキになったレナータに、他のメンバーは負けていない。

「君がそう思ってるだけだろう？　バルさんに決めてもらおうじゃないか」

　とサーラが言ったことで全員の視線がバルに集中する。

「そういう時意見を聞かれるのも変わらないね、バルさん」

　離れた位置から見ていた女性スタッフが、バルをからかった。

「レナータの隣に座らせてもらおう」

　バルが答えるとレナータだけが喜ぶ。

「やった！　大勝利！」

「その後、順番に移っていこうじゃないか」

　とバルが続けて言うと、彼女は愕がく然ぜんとする。

「やったね！」

「名判決！」

　レナータ以外が彼の言葉に喜ぶ番だった。

「大おお袈げ裟さだな」

　バルは苦笑する。

　するしかないという状況がこれだった。

　レナータの隣に座るとすぐに女性スタッフが、彼の前に空のグラスを置く。

「みんなは何を飲んでるんだい？」

「私は林りん檎ご酒」

　とレナータが言い、

「私は蜂蜜酒」

　とサーラが続く。

「林檎酒と蜂蜜酒が半々かしらね」

　女性スタッフが口を挟む。

「バルさんはどうする？」

　彼女の問いにレナータが口を開く。

「林檎酒よね、バルさん」

「蜂蜜酒だよね、バルさん」

「いちいち張り合わなくていい」

　バルは笑みを消して少し厳しめに注意する。

「は、はい」

「ごめんなさい」

『夜空の月桂樹』たちは反省してしゅんとなる。

「この面子をひと声でたしなめられるのはさすが」

　女性スタッフはうなった。

「俺は麦酒をもらおうかな」

　バルは注文を出す。

「あいよ。食べ物は？」

　問われて彼はテーブルの上に乗せられている料理をちらりと見る。

　揚げ物と肉が中心の冒険者らしい並びだった。

「野菜サラダとスープを頼む」

「了解。相変わらずだね」

　スタッフは笑って下がる。

「バルさん、野菜好きなの？」

「ああ。エルフの研究だと野菜を毎日ある程度食べるのは、健康にいいんじゃないかという説があってね」

　バルはレナータに話す。

　本当はミーナが言っている事なのだが、それは伏せておく。

「へえ、そうなんだ？」

『夜空の月桂樹』たちは感心する。

「風か邪ぜの予防にもいいらしいよ。聞いた話だけどね」

　バルが言うと、

「そうなんだ！」

　彼女たちは目を輝かす。

「そう言えばバルさん、全然病気しないってニエベさんも言ってるものね」

　レナータがハッとなった。

　そしてバルの秘密を一つ気づいてうれしそうに微笑ほほえむ。

「もしかして、野菜のおかげなの？」

「野菜がすべてだとは思わないけどね」

　バルは一部訂正する。

「まだ分かっていないことが多いから」

「そっかあ」

　彼に言われて『夜空の月桂樹』たちは少し興奮が落ち着く。

　新しい知識を仕入れたと浮き立つ気持ちを、すぐに抑えることができるのは彼女たちの長所だと言えるだろう。

「それでもエルフはさすがの着眼点ね」

　とレナータが感心する。

「不老長寿でなおかつ自然と共生しているしね。私たちとは違う視点を持っていても不思議じゃないけど、立派なものだわ」

　サーラも同調した。

「他人を素直に認められるのが君たちの長所だな」

　バルは彼女たちを褒める。

「ありがとうございます」

　レナータはにこりとした。

「バルさんだってそうじゃないですか？」

　サーラが聞き返す。

「おっと、その返しは想定してなかった」

　バルが笑うとつられたように女性陣も笑った。

「はいよー、麦酒ね。つまみは適当に用意したよ」

「ありがとう」

　バルは麦酒が注がれたグラスと、つまみの塩ゆでソーセージとキャベツが乗せられた皿を受け取る。

「よかったらみんなで食べないか。君たちの奢りならなおさら」

「ありがとうございます」

　バルの提案にレナータは笑顔で応じ、キャベツをひと切れひょいとつまんで食べた。

　上品そうに見えても冒険者として揉まれてきた女性だけに、粗野な動作も様になる。

「んー、塩加減がたまらないわねえ」

　レナータは満足そうに頬をゆるめる。

「仕事の帰りには食べたくなる味だな」

　バルはそう言って自分もキャベツを食べた。

「バルさん、今日はどんなお仕事だったの？」

「石運びだよ。建設現場の手伝いだ」

　サーラの問いに彼は答える。

「それはお疲れさまでした」

　レナータが労をねぎらう。

「力仕事は男の人って感じですねえ」

　とエイミが言う。

「実は魔術を使えば女性もできるけどね」

　レナータがぼそっと言ったのを、全員が聞こえなかったふりをする。

　女性に不人気どころか、そもそも魔術を使える者全体に人気がないのが単純な肉体労働というものだ。

「魔術を使える者は全体から見れば少数派だからね」

　バルは苦笑する。

　帝国は魔力の素養がある者の発掘と育成に力を入れているし、徴兵制度はその一環なのだが、素養がない者の比率を変えることはできない。

　魔術省の研究テーマの一つだと彼は知っているが、八神輝レーヴアテインとしての知識なのでここで口にするわけにはいかなかった。

「その区分ちょっとやなんですけどね。仕方ないことだと言っても」

　とレナータが言う。

「そうなのか」

　バルはグラスを片手に彼女を見つめる。

　元々自分の才能を鼻にかけるタイプではないと思っていたのだが、さらに進んだ感情があるとは思っていなかった。

「区分は仕方ないとしても、それで上下関係と格差が生まれて、しかも当然のことだと言われるとさすがに」

　レナータは視線を持っているグラスに落とす。

「つらいか」

「ええ」

　バルの言葉に彼女はうなずいた。

「バルさんみたいに屈託なく強く生きられる人ばかりじゃないので」

　苦労をうかがわせるレナータの前に、彼はそっと麦酒を差し出す。

「せっかくの酒の場を変な空気にしてすまないね」

　と言って彼は謝った。

「とんでもない！」

　レナータは大あわてで否定し、首を横に振る。

「私こそごめんなさい。せっかくなんだから、楽しく飲みましょ！」

「そうそう、いやなことなんて忘れちゃおう！」

「おー！」

『夜空の月桂樹』の面子は力強く盛り上がった。

　半ば意識的だったが、バルはそれに乗っかる。

「そうだな。美味うまい酒と肴さかなは人生のよき友だ。上手に付き合おう」

「ですね！」

　サーラが笑顔で応じたが、レナータが意外そうな顔になった。

「バルさん、酒好きみたいなことを言うのね」

「俺は酒好きだよ」

　バルは笑って答える。

「知らなかった……」

　驚いたのはレナータだけではない。

「バルさん、大人で何でもソツなくこなす印象が強かったから」

　サーラもそうだ。

「たしかに酒場よりはレストランが似合いそう」

　とエイミも言う。

「いくら何でも買いかぶりすぎじゃないか？」

　バルとしては苦笑を通り越して呆れたくなる気分だった。

　未熟な『野を駆けるリス』の三人娘ならいざ知らず、彼女たちは成熟した大人であるはずだが。

「えへへ」

　彼女たちは笑って言及を避けたので、バルも踏み込むのは止やめた。

　美味い酒と美味い肴と、気の合う仲間。

　それがあればいいのだと自分の言葉を実践する。







第二話　姉妹の語らい




「おねえちゃん！」

　リリは久しぶりにアリアと会えたうれしさでいっぱいなのか、満面の笑顔で姉に抱き着く。

　二人がいるのは帝国がミーナのために用意した住居のリビングだった。

『闇の手』は滅びたと言えるが、アリアに対する帝国民の感情はまだ複雑である。

　余計なトラブルを避けるために、ミーナの住居が選ばれたのだった。

「久しぶりね。元気だった？」

　最愛の妹に会えた喜びを押し殺しながら、アリアはしゃがんで視線を妹と合わせる。

「うん！　とってもげんきだよ！」

　とリリは満面の笑みで応じる。

「とりあえず座ったらどうだ？」

　ミーナが淡々とした声で姉妹に声をかけた。

「そうだな。座ってゆっくりと話すがいい」
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　と言ったのはバルである。

　建前上、何があっても大丈夫なようにと彼らがお目付け役として二人につけられていた。

「あ、はい」

　二人に言われてアリアがリリの手をとり、四人掛けのテーブルに移動する。

「失礼します」

　彼女が小さく言ったのは、家の主であるミーナに対する萎縮からだ。

「俺たちは席を外せたらいいんだが」

　とバルは申し訳なさそうに言った。

　形式だけの立ち合いとは言え、譲れない一線というものが存在している。

　それはバルと言えども例外ではなく、むしろ彼だからこそ率先して守ったほうがいいものでもあった。

「いえ、こうして会えるだけでも幸せです」

「うん！」

　姉妹は嫌がらず、素直に感謝している。

　そして二人見つめ合った。

「ちゃんとご飯食べてるの？」

　とアリアがたずねる。

「うん、ご飯をしっかり食べたらお菓子ももらえるの！」

　リリは笑顔で報告したが、

「そ、そうなんだ」

　アリアとしては複雑だった。

「それだけ帝国は豊かなんだと思ってもらえると助かる」

　バルが横から口を挟む。

「そうですね」

　アリアはひもじい思いをさせるよりはよっぽどマシだと考えることにした。

「まじゅつもおぼえたよ。簡単なものだけど」

「えっ、もう!?」

　妹の報告に彼女は目を丸くする。

「魔術ってそんな簡単に会得できるものなんですか？」

　思わずミーナに問いかけた。

「素質次第で初級相当ならいけるだろう」

　彼女はバルをちらっと見てから答える。

「それじゃ、この子には才能があるのですか？」

　と問いかけるアリアの声には期待が込められていた。

　魔術師として成功すれば、安定した生活が手に入る。

　帝国なら上流階級の暮らしだって夢でなくなるだろう。

　妹がそんな成功の道を歩けるなら、彼女にとってこの上なく喜ばしいことだ。

「まだ分からない。初級魔法を覚えた程度では、判断材料に乏しすぎる」

　ミーナは冷淡に現実を突きつける。

　身内の欲目から冷静な判断を失ってしまう者を、彼女は多く見て来たのだった。

「そ、そうですか」

　冷静な意見をぶつけられたアリアは我に返り、次いで落胆する。

「簡単な魔術を使えるだけでも有利になるのは違いないぞ」

　バルが優しく彼女を慰めた。

　あまり肩入れするのはよくないかもしれないが、リリのような幼い少女となると話は違ってくる。

「おねえちゃん、リリがんばるから」

　姉の想おもいを感じ取ったのか、リリは健けな気げに言った。

「いいのよ。元気でいてくれたら」

　アリアはハッとして、身勝手な願いを抱いた己を恥じる。

　最も大事なのはリリの幸福ではないか。

　アリアは自分をそう戒いましめる。

「妹は強いがお前は弱いな」

　ミーナが冷たく言い放つ。

「……はい」

　アリアは悔しく思いながらうなずいた。

「おねえちゃんにいじわるしないで」

　リリはムッとしてミーナに言い返す。

「ご、ごめんなさい！」

　アリアは妹を抱きかかえながら代わりに謝る。

　相手は八神輝レーヴアテインのミーナで、その気になれば自分たちを抹殺するくらい造作もない。

「早合点だな」

　バルは優しく言って、しゃがんでリリに話しかける。

「このお姉さんは君のお姉さんを励ましただけで、意地悪を言ったわけじゃないんだよ」

「……そうなの？」

　リリはびっくりして、ミーナを見つめた。

　アリアは妹を抱きかかえたまま身動きしなかったが、本音を言えば同じ疑問で頭がいっぱいだった。

　ミーナにそんな思いやりがあるのだろうか。

「その方のおっしゃる通りだ」

　とミーナは認める。

「善処します」

　アリアは彼女の内心に驚き、とっさに言葉が出て来た自分自身にもびっくりした。

「ふん」

　ミーナは鼻を鳴らす。

　言いたいことはまだあるが、バルの手前黙ったのだった。

「えっと、おねえちゃんはどうなの？　おしごと」

　リリはちらりとミーナを見た後、姉に問いかける。

「覚えることがいっぱいあって大変だけど、楽しいわよ。今のお仕事は誰かの生活のためになるんだから」

　アリアは誇らしげに語った。

　後ろ暗いことだらけだった過去の自分とは違う。

　そんな思いはリリにも伝わる。

「よかったね、おねえちゃん」

「ええ」

　姉妹の久しぶりの語らいは続き、そして面会時間は終わりを迎える。

「はーっ」

　アリアはため息をつき、家主に礼を言う。

「ありがとうございました、ヴィルヘミーナ様」

「礼はいらない。どうしても感謝したいというのなら、バルトロメウス様にすることだな。私はお前たちの将来など、どうでもいい」

　ミーナは鼻を鳴らして答える。

　彼女らしい冷淡な対応だと思いながら、アリアはふと思う。

（もしかしたらこの方なりの照れ隠しなのでは？）

　何の根拠もないただの直感だった。

　だが、『闇の手』という組織で信用を勝ち取るに至った洞察力と直感には、多少の自信がある。

　本当に優れているなら帝国の強大さに気づいていたはずなので、そこまで大した代物ではないという自覚もあるのだが。

「何だ？」

　ミーナの声の冷たさが一段と増す。

　内面を推し量ろうとしたことに気づかれたのだとアリアは直感する。

（これ以上は危険ね）

　バルが彼女の立場を理解し、庇ひ護ごするつもりでいるから自分と妹は無事でいられると理解していた。

　踏み込みすぎると直接的な危害は加えられないにせよ、言葉という形のない氷刃で精神を痛めつけるくらいはされるかもしれない。

「何でもありません。失礼しました」

　ここは逃げの一手だ。

　うかつにバルに助けを求めると、竜の逆げき鱗りんに触れてしまう予感がひしひしとしている。

「ふん」

　アリアの手が悪くなかったのか、ミーナから放たれる圧力がやわらいだ。

「身のほどをわきまえているならいい」

　と彼女はアリアに言い放つ。

「バルトロメウス様以外、貴様らの味方がいると思うなよ」

　厳密には彼以外にも味方と言える人たちはいるはずだった。

　だが、有事の際にアリアたちを守れる力があるのはバルだけである。

　ミーナが言いたいのはそういうことだとアリアは何とか理解した。

（嫌いや味みを言われているように聞こえるのだけど、忠告してもらっているようにも受け取れるのよね）

　ツンツンしていてとてもとっつきにくいような性格だが、実はそれだけではなさそうだと思う。

「貴様を送る必要はないだろう。気をつけて帰れ」

　ミーナは突き放すように言うが、リリに対するわずかな優しさを感じ取ったアリアは頭を下げる。

「妹をよろしくお願いします」

「貴様に言われるまでもない」

　ミーナの答えは素っ気なかった。

「おねえちゃん、またね」

　名な残ごり惜おしそうに手を振るリリに、アリアは手を振り返しながら見送る。

「みーなさま」

　とリリが歩きながら話しかけた。

「何だ？」

「リリがもうちょっと大きくなったら、おねえちゃんとくらせる？」

　リリの問いは無邪気だが、鋭いものを秘めている。

　ミーナは敏感に察して真剣に答えた。

「バルトロメウス様はそのおつもりのようだが、うるさい奴やつらは反対する」

　彼女の言葉に軽蔑が入ったのは、対象が貴族だからだ。

　貴族だけなら黙らせること自体は難しくないのだが、元敵だった者たちの扱いに慎重を期すのは有力な味方たちも同じ考えである。

「そっか」

　リリはうつむく。

　たった一人の肉親と離れて暮らす寂しさを、彼女は我慢しているし姉には見せないよう気丈にふるまっていたのだ。

「お前のほうがよほど見どころがある」

　ミーナは少しだけ優しい声で言う。

　誰と比べてなのかをあいまいなままにしたのはわざとだ。

「みーなさまのちゃんとしたでしになるほうほう、おしえて」

　リリは真剣な顔でお願いをする。

「正式な弟子、か。たしかにお前は才能がありそうだが」

「だめ？」

　リリは不安そうに彼女を見上げた。

　ミーナは少し考えてから答える。

「ダメではないが、基礎をしっかり身に着けてからだな」

「きそ、がんばる」

　リリはぎゅっと拳を握って決意を表明した。

　彼女の肩にそっと手を置いた後、二等エリアにあるバルの家に顔を出す。




「バル様」

「どうした？」

　突然の転移にも動じず、バルは彼女に問う。

「リリという少女の件なのですが」

　彼女とのやり取りをミーナは打ち明ける。

　バルはうなずいた。

「お前の正式な弟子になるということか」

「お前の弟子か……弟子を育てた経験は？」

「ありません」

　ミーナはきっぱり答えた。

「才能はありそうなので、もっと違うルートを見つけたほうがよいと思うのですが」

　彼女は自分ではそのルートが思いつかなかったので、バルに相談したのである。

　そのことを察したバルは、

「そうだな。私には一応心当たりはある」

　と言う。

「恐れ入ります」

　ミーナは彼の手をわずらわせることを詫わびた。

「気にするな。あの子たちを助けたいと言ったのは、そもそも私だ。私が骨を折るのは当然だろう」

　バルは微笑ほほえむ。

「たとえばですが、心当たりをうかがってもよいですか？」

　ミーナは珍しく好奇心を見せる。

「ああ。シドーニエだな」

　バルは快く教えた。

「彼女は指導も上手いはずだよ」

「あの女ですか」

　ミーナは百分の一秒だけ悔しそうな表情になる。

「他にもわが師ユルゲンの知人など、心当たりはある」

　バルはそう答えてから、

「もっともあの子の師匠を変えたほうがいいと分かってからでいいはずだ。まだあせる段階じゃない」

　と付け足した。

「御意。幼おさな子ごでは無理もないのでしょうが」

　ミーナの言葉にバルはうなずき、

「心の配慮をもっとしたほうがいいかもしれないな」

　と言った。

　ミーナは反対せず、自分の意見を出す。

「あの子の姉と一緒に暮らすことを認める、というのはいかがでしょう？　『闇の手』を潰つぶした今、あの二人を直接的に狙う輩やからはいないでしょう」

「いい意見だ」

　とバルは同意する。

「ただ、雑音を封じるためにはアリアかリリのどちらかに、何らかの功績を期待したいところだな」

　そして自身の見解を話し、ため息をついた。

「もしかしたらリリがお前の正式な弟子になりたいと言ったのは、そうなれば問題を突破できると思ったのかもしれないな」

「……私の弟子になって庇ひ護ご下に入れば、というわけですか」

　ミーナはなるほどなと思う。

　姉妹が彼女の庇護下、もしくは監視下にあるという建前を用意できれば、姉妹で暮らすことに異を唱える者は消えるだろう。

「バル様は反対なのですか？」

　ミーナは彼女にとって最も大切なことを聞く。

「お前さえよければ引き受けてもらいたい」

　バルは彼女を見つめながら言った。

「表向きは何かあればお前が処分する、という条件があったほうがいいだろう」

「私に異存はありません」

　ミーナは答えながら微笑する。

「あなたが背負う荷物、半分は私が持つという約束、覚えていますよね？」

「……そうだったな」

　バルはうなずいた。

「あの二人はなかなか賢いようですし、大して荷物にはならないでしょう」

　とミーナは言う。

　彼の心に配慮しているが、嘘うそというわけでもない。

「じゃあ頼む」

「任されました」

　ミーナはにこりとして答える。

「ところでちょうどいいところに来たから、他の話をしたいんだが」

　とバルは切り出す。

「はい、いかがなさいましたか」

　ミーナが答えると、

「陛下と宰さい相しようから内々に連絡があってな。人材の発掘と育成を目的とした、新しい教育機関を設立したいそうだ」

　彼はそう打ち明けた。

「教育機関ですか？」

　彼女は首をかしげる。

「読み書き計算を学べるかどうかは、基本的に集落の大人たち次第というのが現状だからな。実のところ徴兵制は国民たちが受けられる教育格差を、多少なりとも是正する狙いもあったようなんだが」

　とバルの言葉に彼女はうなずいた。

「そんなことだろうと思っていましたが、このタイミングでですか？」

『闇の手』は滅び、帝国が抱えていた大きな課題の一つが解決した。

　しかし、今すぐ着手することだろうかとミーナは疑問に思う。

「そうだ。皇太子殿下の主導で行われる予定になるようだ」

　とバルが言えば、

「ああ、実績作りですか」

　ミーナは納得した。

　アドリアンが皇位を継ぐことは決定したものの、政治的基盤はまだまだ強くない。

　成功を経験させることではずみとしたいのだろうと彼女は察する。

「そうなる。当然、私たちも協力する」

　バルの言葉に彼女は再び首をかしげる。

「協力するのはやぶさかではないのですが、私が必要になるような展開はありえるのでしょうか？」

　ミーナは魔術師として世界最高峰だろうが、指導者としての育成能力については未知数だ。

　そんな彼女が必要になるのかという疑問が出るのは当然だろう。

「分からない。少しずつ詰めていく予定だそうだから」

　とバルは答えた。

　そして少し間を置いてから言う。

「私の師匠も招しよう聘へいされるという計画が出ているんだ」

「バル様の？」

　ミーナは目をみはる。

　バルトロメウスの師ユルゲンは先代八神輝レーヴアテインであり、いまだに八神輝レーヴアテインに名を連ねることが可能な実力者だ。

「皇帝は何を考えているのでしょう？」

　ミーナは疑問を抱く。

　後進を育てるにしては過剰に豪華な面子メンツを揃えるつもりなのか。

「陛下より宰相かな。『闇の手』に主導権を握られっぱなしだったことが、かなりストレスだったようだ」

　バルは苦笑する。

　相手が相手だけにやむを得なかったと彼は思うのだが、宰相はまったく違う考えだ。

「なるほど」

　ミーナは人間の面子かと推測する。

「役立たずが多かったのは否定できませんね」

　彼女は辛しん辣らつな評価をはっきりと言う。

「私たちも含めてな」

　バルの切り返しに彼女はうなずく。

　自分だけは役に立っていたと思わないのが彼女らしい。

「となると情報収集部隊の育成ですか？」

　ミーナが聞いたのは、帝国で最も弱いと思われる部署だからだ。

「まだ詰めている最中だよ」

　そこでバルは笑う。

　自分もだが、ミーナも少し先走りすぎたという思いだった。

「失礼しました」

　ミーナはそう言って引き下がる。

「呼ばれたら前向きに考えてほしいというのが、本題なんだよ」

　とバルは言った。

「はい」

　彼女は返事をしてから、宰相に頼まれたのだろうなと思う。

「これは推測だが」

　とバルは前置きをしてから言った。

「有力者を集めることで、皇太子殿下の声望を内外にアピールしたいという考えがあるんだろう」

　陛下か宰相か、どちらの考えかまでは分からないが。

「同感です」

　ミーナは同意する。

「ひとまず明日の会議に参加しよう」

「バル様もいらっしゃるのですね」

　彼の言葉を聞いて彼女は確認した。

「ああ。参加したほうがよさそうだ」

　大事な議題がないと判断した場合、バルは欠席してミーナに任せることが多い。

　今回は重要度が高いと考えているということだ。

「皇太子がどこまでできるのか、見きわめることになりそうですね」

　とミーナは言う。

　バルが支持している以上は支えるつもりだが、能力や人柄をしっかり把握する必要がある。







第三話　会議




　その日、帝城の会議室に集まったのは皇帝、宰さい相しよう、皇太子、八神輝レーヴアテイン、魔術省長官、帝国軍の将軍、それに宮廷書記官だった。

　もっとも最後の面メン子ツは会議の記録を文章に残すのが仕事で、発言権があるわけではない。

「では会議をはじめよう」

　大きな円卓の前で皇帝の左に座った宰相が口火を切る。

「本日の議題は事前に通達したように、アカデミーの創設だ。存念を思うがままに話してもらいたい」

　そのためにこの面子だ、という部分を彼は言わなかったが、出席者全員が理解していることだった。

「このタイミングなのはなぜだ？」

　と聞いたのはマヌエルである。

「皇太子に経験を積ませるためだ」

　答えたのは皇帝だった。

「世代交代に必要な一手というわけですね」

　そう話したのはクロード、そして無言でうなずいたのはシドーニエだ。

　二人は貴族の生まれだけに権力の交代について理解がある。

「俺たちが守もり立たてていけばいいだけじゃねえの？」

　マヌエルは疑問を率直にぶつけた。

　皇太子アドリアンは苦笑したが、自分で発言することをためらう。

　代わりに皇帝が口を開く。

「余がいれば皇太子も多少の失敗は経験として積めよう。余が亡き後では傷が無駄に広がるおそれもある」

「おっしゃる通り」

　マヌエルは納得した。

「他に疑問は？」

　宰相の問いに誰も答えない。

「では話を進めよう。目的は皇太子殿下に経験を積んでいただくためだが、同時に国内の体制を見直し、組織を強化する狙いもある」

　と彼は説明する。

「『闇の手』相手には後手に回りっぱなしで、いいようにやられていたもんな」

　マヌエルが皮肉を込めて言う。

　彼とミーナ、シドーニエが割と毒を吐くタイプだった。

「同感だ」

　とミーナが言う。

「お、珍しいじゃねえか。お前さんが俺に賛成するなんて」

　マヌエルが眉を動かして話しかける。

「非常に不本意だ」

　ミーナは無表情で言い返し、彼はムッとした。

「お前、それどういう意味だ？」

「やめろ」

　バルが間に入ったことで二人は互いに目をそらす。

「どうぞ」

　バルが言ったことで宰相は咳せきばらいをする。

「マヌエルが指摘したように、主に国外からの攻勢に対する防御体制、そして情報収集の問題が発覚した」

　と言った。

「世界は広いので、世界のどこから攻撃されていると言われても、すぐには探し出せないのはやむを得ないのだが」

　と言ったのはイングウェイだ。

「いちいち話の腰を折らずに黙って聞いたらどうだ？」

　バルが呆あきれて口を出すと彼は気まずそうに黙り、ミーナは恐縮し、マヌエルは舌打ちする。

　宰相は目で彼に礼を言って話を再開した。

「そこで一人一人の能力向上を図りつつ、新しい在野の才能を発掘するためのプロジェクトを立ち上げる」

　彼はそこで言葉を止め、参加者全員の顔を見回す。

「ここまではいいな」

「ああ」

　バルが最初にうなずく。

「反対する理由はない」

　続いてクロードが言い、残りの面子も賛成する。

「この面子を集めた理由なのだが、指導要員として手を借りたいからだ」

「指導要員ねえ」

　とマヌエルがうさんくさそうに言う。

「当然そうなるか」

　理解を示したのはクロードだった。

「私たちの本分は国土防衛と国民の護衛でしょう？　誰かを教え鍛え育てるのは、専門外でしてよ」

　シドーニエは否定的な態度を示す。

「はっ、たしかに人に教えを乞うたこともないし、教えた経験もねえな」

　マヌエルが粗野に笑いながら彼女に同意する。

「指導者層すら不足しているというのは、少し問題があるとは言えませんか」

　ヴィリーがひかえめに指摘した。

「分かっている」

　宰相はうなずいて、彼らに衝撃を与える発言を放り込む。

「だから元八神輝レーヴアテインに召集をかけた」

「なっ!?」

　叫びがあちこちから起こる。

　事前に聞かされていたバル、彼の話から予想していたミーナ以外が書記官を含めて大いに驚く。

　ミーナは知らなくても驚かなかっただろうから、彼らの視線はバルに向く。

「その反応からすると、バルトロメウスは知っていたのか？」

　と問いかけたのはクロードだった。

「ある程度はな。私のほうからも頼んでほしいとのことだ」

「なるほど」

　クロードは引き下がる。

「元八神輝レーヴアテインってクロードとバルトロメウスしか知らないんじゃないか？」

　マヌエルが疑問を浮かべると、シドーニエが答える。

「私は知っているわよ。ユルゲン様、ゼルギウス様、オルドヴィーン様のお三方だけですけど」

「召集することになったのは奇くしくもその三人だ」

　と宰相が言う。

「《破壊神》ユルゲン、《水神》ゼルギウス、《暴風帝》オルドヴィーンか。楽しみになってきたじゃねえか」

　マヌエルが戦士の顔になって笑う。

「お前たちと戦うことはないのだが」

　宰相が困惑すると、今まで黙っていたアドリアンが口を開く。

「いや、いいかもしれない。新旧の八神輝レーヴアテインの顔合わせと手合わせというのは、イベントにできるだろう」

「殿下。私たちの力は見み世せ物ものではごさいませんよ」

　彼のアイデアに対してシドーニエが顔をしかめる。

「うむ……」

　アドリアンはあっさりひるむ。

　深く考えていたわけではないのか、賛成してもらえると信じて疑っていなかったのか。

　バルは助け船を出すことにする。

「私は賛成する。何なら私がイベントに出てもかまわない」

　アドリアンはホッとし、八神輝レーヴアテインたちの視線が再び彼に集まった。

「あん？　どういう風の吹き回しだ？」

　マヌエルが最初に疑問をぶつける。

「あなたが賛成するとは思いませんでしたけど」

　シドーニエは少しすねた顔で話しかける。

「我々はいわば最後の砦とりでだ。多くの者にとっては、最後の砦がどれくらい頼りになるのか知っておきたいと思うのは当然じゃないかと思うんだ」

　バルはゆっくりと答えた。

「私も同意します」

　とミーナが言ったが、彼女はバルの意見なら何でも賛成しそうだと思われているので、誰も驚かない。

「国家機密はどうするんだよ」

　とマヌエルは呆れる。

「我々の手の内が漏れるのは、問題になるのでは？」

　ヴィリーも慎重な態度を示す。

「はっ」

　彼らの懸念をミーナが冷ややかに笑う。

「手の内が知れると困る弱者は大変だな」

「言ってくれるじゃねえか」

　マヌエルはムッとして彼女をにらむ。

「手の内を知られて困るのはあなたも同じじゃなくて？」

　シドーニエが指摘すると、

「バルトロメウス様以外に私の手札を見たことがある者はいないぞ？」

　ミーナは冷笑で返す。

「ミーナ」

　バルがきつめに名前を呼んだので、彼女は表情を消して黙った。

「たしかに手の内を知られた時どうするか、という点が甘いのは否定できないかもしれないな」

　クロードがそうつぶやく。

「俺らは俺らでさらに高みを目指せってか？」

　と言ったマヌエルの顔から怒りが消える。

「そういう発想はありですわね」

　シドーニエも理解する表情になった。

「そういうことならまあ……」

　八神輝レーヴアテインの反対が消えたことで、アドリアンは内心胸を撫なでおろす。

　いい経験になっただろうと思いながら皇帝が口を開く。

「賛成を得られたのなら、お前たちの戦いを見せる方向で話をまとめたい」

「次の議題だが、やはり国防戦力だ」

　と宰相が言う。

「八神輝レーヴアテインが頼りになるのはいいのだが、八神輝レーヴアテインに頼りすぎている状況だというのは否定できない」

「それが悪いことか？」

　クロードが疑問を口にする。

「本来、他の戦力は我々が駆けつけるまでの間、持ちこたえるためのものだろう？」

「その通りなのだが」

　宰相はうなずいてから顔に苦みを広げた。

「八神輝レーヴアテインに頼りすぎた結果、それすらできなくなってしまうのではないかと懸念が浮かんできたのだ」

「ではどう対策する？」

　とヴァインベルガー将軍が聞く。

　彼の手腕を疑う意見だと解釈できるが、彼は平静だった。

「先代のウーヴェを呼ぶ」

　皇帝の答えに、一瞬ヴァインベルガーの全身に緊張が走る。

「ウーヴェ様を？」

　クロードも唾を飲み込む。

　ミーナ、マヌエル、シドーニエといった面子は怪け訝げんそうになる。

「たしかに今の帝国軍には必要かもしれない」

　とバルは認めた。

「それほどの人物なのですか？」

　ミーナが小さめの声で彼に問いかける。

「ああ。厳格という言葉を人間にしたらウーヴェ様になると言っても、過言じゃないと言える」

「へえ」

　バルの答えを聞いたミーナは興味を持つ。

「帝国に厳しさが足りないと思っていましたが、そんな者もいたのですね」

「ああ。教官という意味では最もふさわしい方と言えるだろう」

　とバルは言う。

「今回のプロジェクトの本気度がうかがえた」

　クロードは息を吐き出して言った。

「他に決まっていることは？」

　とミーナが宰相に聞く。

「アカデミー設立場所だな。一等エリアにある空き地を予定している」

　宰相が答える。

「空き地ならいくつかあったと思うが」

　イングウェイが彼にたずねた。

「二等エリア付近の区画だ。隣接区域を所有者から買い取り、移転してもらってから工事ははじまる」

　宰相はよどみなく返事をする。

「工事になって仕事も作れるわけか」

　とマヌエルが言い、皇帝と宰相がうなずく。

「まあいいんじゃね？　仕事がねえとはじまらないもんな」

　彼の言葉は八神輝レーヴアテインの意思を代弁したような形になる。

「話はこれで終わりなのか？」

　とミーナが問いかけた。

「そうだな。何かいいアイデアがあれば出してほしいと思っているんだが、どうだろうか？」

　宰相はそう言って一同を見る。

「今すぐは思いつかないな」

　クロードがそう答えた。

「バルトロメウスが補助している、救護院の運営。どうせならあれを国規模で広げたらいかがです？」

　とシドーニエが提案する。

「あの手の施設の子どもは徴兵制度の対象外になっていることもあるのでしょう？」

　彼女の問いに宰相はうなずいた。

「そもそも国がすべて把握しているわけじゃないからな。施設が報告してくれればいいんだが、そんなところばかりじゃない」

　苦い顔で言う。

「国が知らないところに才能のある子どもがいるかもしれないのか」

　とアドリアンがつぶやいた。

「ええ。アリアの妹のリリ、かなりの才能がありそうですよ」

　バルが言えば「ほう」という声が複数生まれる。

「意外な拾い物だったか」

　宰相が言った。

「生まれを問わずに才能豊かな子どもたちを集めることができるなら、たしかに前進には違いない」

　と皇帝もうなずく。

「いい前例とするため、姉と一緒に暮らすことを許してもらえませんか」

　バルはそう皇帝に申し出る。

「『闇の手』が倒れた以上、危険は少ないだろうが」

　皇帝は渋い顔をして即答を避けた。

「アリアとやらはまだ帝国に対して貢献度が少ない。今すぐというわけにはいかんな」

　宰相が横から自分の意見を言う。

「やはりですか」

　皇帝が難色を示し、宰相が反対するなら現状不可能だ。

「私がリリの後見となってもか？」

　話を聞いていたミーナが切り込む。

　皇帝と宰相は虚きよを突かれて息を飲む。

「後見だと？　意味を分かっているのか？」

　宰相が彼女の端整な顔を見つめる。

「リリが何かやった場合、私に責任が発生するのだろう」

　ミーナの答えに彼はうなずいた。

「細かく言えばまだあるが、おおむねそんなところだ」

「リリ一人ならかまわない。姉については知らない」

　ミーナが言うと皇帝は苦笑する。

「姉のほうは私が引き受けましょう」

　バルが言った。

「いいのか？　たしかにそなたなら資格は充分だが」

　皇帝の問いかけに彼はうなずく。

「幼い未来を守るためなら」

「分かった。宰相、手続きを」

　皇帝は決断して命令する。

「はっ」

「バルトロメウスが後見ねえ」

　マヌエルのつぶやきにミーナがじろりと見る。

「何か文句でも？」

「意外な気がしただけだ」

　マヌエルは肩をすくめ、彼女に応戦しなかった。

　宰相が咳ばらいを三回くり返す。

「話は終わりだ。何かあればまた召集するので、参加してもらいたい」

　バルとミーナが彼の言葉に黙ってうなずき、会議は解散となる。

　ヴィリー、イングウェイ、マヌエルと退出していくなか、バルがシドーニエに声をかけた。

「シドーニエ、少しいいか？」

「あら、どうしたの？」

　シドーニエは立ち止まって怪訝そうにバル、次いでミーナの顔に視線を走らせる。

「さっき話題に出たリリという子なんだが、新しく師匠を探してみようかと思っているんだ」

　というバルの言葉にシドーニエは不思議そうに眉を動かす。

「師匠ならすでにいるのでしょう？　何か問題でも？」

「問題と言うか、リリが想像以上に大器の可能性が高くなってきたんだ」

　とバルは言う。

「今の師匠の力量はなかなかだが、お前やミーナと比べたら大きく見劣りしてしまう」

　彼は心苦しそうに表情をゆがめる。

「まあそんな容易たやすく我々に匹敵する存在がいられても、困るのですけど」

　シドーニエは微笑したがすぐに真顔になった。

「それでなぜ私ですの？」

「ミーナの指導者としての能力には疑問がある」

　バルは指を一本折ってみせる。

　シドーニエはうなずいた。

「他に女性魔術師となるとお前くらいしか心当たりがない」

　バルはもう一本の指を折ってみせる。

「……まあ女の子でしたら、女性のほうがいいでしょうね」

　シドーニエは意外と単純な理由だなと思いながら同意した。

「ところで私は知らないのですが、復帰される方の性別は？」

「全員男だぞ。それも私の父か祖父くらい年が離れている」

「なるほど」

　シドーニエはため息をつき、自分に依頼が来た理由に納得する。

「時機を見て引き合わせてくださる？」

「任せてくれ」

　バルと彼女はうなずきあって別れた。







第四話　アルトマイアー家




　バルとミーナがリリの師のところに行き、事情を話すと理解してもらえた。

「二対一は少しまずかったかな？」

　二等エリアに戻ってきたところでバルは首をひねる。

　彼とミーナが一緒で要請を断れる者はほとんどいないだろう。

　意図したことではないが、圧力をかけたと思われたかもしれない。

「バルトロメウス様お一人でも結果は同じだと思いますよ」

　ミーナは笑う。

　彼は自分の力を過小評価している時がある。

「……そうだな」

　彼女の指摘で彼も思い当たった。

「いずれにせよ、リリにとっていい結果になることを祈ろう」

「シドーニエがよい師匠になればいいのですが」

　とミーナは言う。

　事務的だが、懸念は正しい。

「まあ確認は必要だな」

　バルもそう応じる。

「ところでユルゲン師に会う機会があるとすれば、来るか？」

　そして彼はミーナに聞く。

「はい」

　彼女は返事をしてから首をひねる。

「そんな機会があるのでしょうか？」

「ああ。ユルゲン師はアカデミーの参加に乗り気でね。今の八神輝レーヴアテインと一度会ってみたいとおっしゃっていた」

　つまりバルとは連絡がとれるということだ。

　理解したミーナは口を開く。

「先方の都合の良い日でもうかがえれば」

「向こうにはそう伝えておこう」

　バルは答える。

「相変わらずミーナは話が早いな」

「恐れ入ります」

　バルが笑うと彼女は小さくお辞儀した。

　突然の話でも一気にまとまってしまうのは、彼女のよいところだ。

「ユルゲン師の気性からすると、たぶんお前と戦ってみたいとおっしゃると思うが」

　バルは少しためらった後、彼女に予想を伝える。

「かまいませんが、どれくらいお強いのでしょう？」

　ミーナは首をかしげた。

　バルの師匠で元八神輝レーヴアテインなのだから、弱いはずがない。

　だが、八神輝レーヴアテインと言ってもバル、ミーナとギーゼルヘールとでは力の差は大きく開いている。

　誰くらいを想定すればよいのかと彼女は思うのだ。

「衰える前はクロードよりも強かったぞ、あの方は。今でもマヌエルくらいには強いんじゃないのか？」

　バルは半分疑問を混ぜて答える。

「昔はクロード以上、今でもマヌエル並みですか。相当な猛も者さですね」

　ミーナは目を丸くした。

　彼女は彼女なりにクロードのことを認めている。

　だからこそ、それを超えるとバルが話すユルゲンに驚いた。

「ゼルギウス様とオルドヴィーン様も相当だった」

　とバルが話すと、ミーナは再度首をかしげた。

「ひょっとして今の顔触れよりも強かったのではないですか？　先代の面子は」

「どうだろうな……」

　バルは言葉を濁す。

　彼女はそれ以上聞かなかった。

「先方の都合がつき次第、私がお邪魔しますね」

　もう一度くり返す。

「ああ。ユルゲン師は隠居の身だから時間はあるだろうけど、同居中の家族の予定があるからな」

　バルは新情報を告げる。

「かしこまりました」

　とミーナは言う。

　そこでバルが持っている通信用魔術具が震える。

「うん？」

「どうぞ」

　ミーナが勧めたのでバルは応答した。

『バルか。儂わしだ』

『おや、師匠』

　連絡してきたのはユルゲンで、バルは目を丸くする。

　ミーナは眉を動かし、彼の様子を見守る。

『ヴィルヘミーナと顔合わせをという話だっただろう。明日ならちょうどいいということになったのだが、お前たちの都合はどうだ？』

　ユルゲンはいきなり切り出す。

『明日ですか!?』

　いくら何でも急だろうとバルは呆れる。

「私はかまいませんが」

　とミーナは言った。

『私もミーナも問題ないのですが、いきなりは止やめてください』

　バルは抗議をする。

『はは、すまんすまん』

　ユルゲンは謝るが反省していないとバルは知っていた。

　何しろ二十年以上のつき合いなのだから。

『では明日、昼前で頼む。一緒に飯を食おう』

　ユルゲンはそう言って通信を終える。

「師匠……相変わらずすぎる」

　バルは苦笑した。

「ずいぶんと型破りな方のようですね」

　彼が振り回されている雰囲気に驚きながらミーナが言う。

「うん。慣れてしまったが」

　バルの顔に浮かぶのは親しみと家族愛だと彼女は見て取る。

「お会いするのが楽しみになりました」

　とミーナは言った。

「手合わせになっても過熱しないように自制してくれ。ユルゲン師はその辺頼りにならないからお前に言っておく」

　バルは注文を付ける。

「かしこまりました」

　ミーナはうなずいた。

「分かっているだろうが、お前とユルゲン師が本気でぶつかったら大きな被害が出る」

「承知しております」

　ミーナは頭を下げる。

「ユルゲン師もお前くらい理解があって配慮ができたなら……」

　バルは小さくぼやき、彼女は珍しいなと感じた。

　ミーナ自身、彼が関係しないかぎりは物分かりがよいほうではないのだが。

　バルは我に返って咳せき払ばらいをする。

「ではよろしくな」

「はい。昼前に一度迎えにあがります」

　バルとミーナはそう言って別れた。




　翌日、ミーナは言葉通りやってくる。

　彼女はいつも通りのようでいて少し違うとバルは見抜く。

「若干高ぶっているようだな」

「ええ。楽しみでいつもより眠れませんでした」

　ミーナは微笑みながら答えてバルを驚かせる。

「まさかそんなに楽しみとは」

「ふふ、冗談です」

　意外感を押し出したバルに、ミーナはくすっと笑う。

「やられた」

　彼は憮ぶ然ぜんとする。

「ふふ、やりました」

　ミーナは上機嫌で言う。

　彼から一本取ったことを喜ぶ性格ではないので、単純に機嫌がいいのだろうと彼は思う。

「では行こう」

　彼の言葉に彼女は首をかしげる。

「普段着のままのようですが、よろしいのですか？」

　もう少し気張った服装を用意しなくていいのか。

　彼女の聞きたいことに気づいたバルは答える。

「かまわないさ。何しろ相手は私を子どもの頃から知っている人たちだからね」

　と言ってから苦笑した。

「子どもたちはともかく、大人たちは誰も私を一人の人間として扱うよ」

「ユルゲン様という存在があるからかもしれませんね」

　とミーナは言った。

　身内に八神輝レーヴアテインがいるおかげで、バルが八神輝レーヴアテインになっても特別扱いされずにすんだのではないか、と彼女は思ったのだ。

「それはあっただろうな」

　バルは同意する。

　そして目で合図を送った。

　ミーナはまず姿を隠いんぺいする魔術を使い、それから空の上に自分たちの体を転移させる。

「ああ、そうか。ユルゲン様の家をお前は知らなかったか」

　何をしたいのか察したバルは空中で言った。

「ええ。さすがに行ったことがない場所に移動できる魔術は会得していないので」

　ミーナは答えて飛行魔術を発動させる。

　元八神輝レーヴアテインのユルゲンは貴族である。

　ヴェストハーレン州を治めるアルトマイアー家の三男坊として生まれ、本名はユルゲン・フォン・アルトマイアーという。

　帝国では本来ならば三男が貴族の証あかしである「フォン」を名乗ることは許されないのだが、彼は八神輝レーヴアテインとなったことで特例で名乗ることが許された。

　八神輝レーヴアテインを輩出するのは貴族にとって名誉だったからである。

　そのユルゲンは兄の長男であり、現アルトマイアー家の当主のオットー・ヴェストハーレン・アルトマイアーに呼び出され、彼の書斎に足を運んでいた。

「ようこそいらっしゃいました、叔お父じ上うえ」

　オットーは二十五歳上の叔父に対して、異例とも言える拝礼をおこなう。

　貴族の当主が拝礼すべき相手は他の貴族の当主と八神輝レーヴアテインくらいである。

　ただの叔父であれば現当主は最低限の礼儀を守るだけでよく、何も拝礼をする必要はない。

　だが、ユルゲンはアルトマイアー家の名前を国の内外に轟とどろかせた生きた伝説だ。

　オットー自身、大いに憧れて尊敬している。

「この老骨に何の用かな、オットー殿」

　ユルゲンもまた現当主の甥おいに対して拝礼を返し、敬称をつけて名前を呼ぶ。

　彼は今年で六十になるため、老骨と言ってもうそにはならないものの、外見は若々しくて五十前後にしか見えない。

　茶色の髪にはまだつやがあり、水色の瞳には活力が富んでいる。

「帝都への出発はいつになりそうですか？」

　オットーは回りくどいあいさつを飛ばして、単刀直入に聞く。

　彼は立場上、ユルゲンが国に召集されることを知っていた。

「まだ分からないな。何しろ、肝心の受験者を集めるところから始めなければならないようで」

　ユルゲンはため息をつき、両手を上げながら皮肉な言い方をする。

　皇帝主導の事業にこのような言い方をできるのは、彼だからこそだ。

　オットー自身は恐れ多いと思う反面、許される特権を持つ叔父に対して敬意を強くする。

「壮行会を開きたいので、分かり次第教えていただけますか」

「壮行会などという柄がらでも年でもないぞ、オットー殿」

　叔父の新しい門出を盛大に祝いたいと語るオットーに対し、ユルゲンは苦笑した。

「陛下の肝いりで始まる新事業、それも国家の中核を担っていく若手を育てるアカデミーの一員となられるのですから、当然です」

　というのは何もオットーだけが思っていることではない。

　淡白なユルゲンのほうが貴族としては異端である。

　もっとも、叔父の性格をオットーもよく知っているため、今さら驚きもせず「叔父上らしい」と思うだけであった。

「ふむ」

　ユルゲンもまた甥の性格を理解しているから、これ以上否定しようとはしない。

　話を変えようとある件を口にする。

「そう言えばバルトロメウスの奴やつがあいさつに来たいという連絡があった。どうする、オットー殿？」

「ば、バルトロメウス様ですか？」

　叔父の突然の発言にオットーは立派な椅子の上で腰を抜かしそうになった。

《光の戦せん神しん》バルトロメウスの名はもちろん知っているし、彼が叔父のたったひとりの弟子であることも知っている。

「うむ。最近連絡をよこしもしなかったけしからんあやつのことだ」

　ユルゲンは字面とは裏腹に、うれしさを隠し切れない表情で話した。

　彼が唯一の弟子を可愛かわいく思っていることは、オットーもよく知っている。

　年があまり離れていなかったせいか、お互いが何者でもなかった子どものころに一緒に遊んだ記憶もあった。

「叔父上がマメに連絡を送られるのを嫌がる不精な性格であることくらい、バルトロメウス様はよくご存ぞん知じでしょうからね」

　オットーはそう叔父に呆れた顔を見せる。

　叔父甥の気安さがなければ《破壊神》ユルゲンに向かってとても言えないことだ。

　そのユルゲンは痛いところを突かれたという表情で沈黙を守る。

　オットーは笑いながら彼に言った。

「バルトロメウス様はいついらっしゃるのですか？　おひとりですか？　それとも他の八神輝レーヴアテインと一緒なのでしょうか？」

「ヴィルヘミーナを連れてくると申しておったな」

　ユルゲンの返答でオットーから笑顔が消える。

「ヴィルヘミーナ様ですか……」

　女性エルフのヴィルヘミーナは非常に強力だが、非常に難物だという情報は彼の耳にも届いていた。

　オットーによりにもよってという思いがないと言えばうそになる。

「嫌なら反対しておくぞ」

　ユルゲンは甥の心情を察してそう言った。

　自分が言えばバルは逆らわないと信じて疑わない態度である。

　彼とバルの関係を知っているオットーは傲ごう慢まんだと思わなかったが、叔父の提案を受ける気もなかった。

「あ、いえ、バルトロメウス様がご一緒ならば問題はないでしょうし、そこまでしていただかなくとも大丈夫です。それにチャンスでもあります。八神輝レーヴアテインが二名も我が家に来ていただけるとは」

「他の貴族どもはうらやましがるだろうな」

　八神輝レーヴアテインは最大戦力であり、いくつかの特権を持っている。

　貴族たちにしてみれば顔をつなぎ、できるだけ誼よしみを結んでおきたい存在だった。

　中には嫌な顔をする者たちもいるのだが、彼らの中では矛盾していないのである。

「アルトマイアー家は伯爵ですからまだマシです。子爵だったら外圧が大変でしたな」

　オットーは割り切った笑顔を見せながら言う。

「ところでいらっしゃる日にちはいつごろでしょう？　おふたりがいらっしゃるならば、もてなしの準備が必要ですが」

「こちらの都合のいい日でかまわないそうだ。それにそんな大層なものはしなくてよいとバルトロメウスも言っている。ささやかな宴うたげ程度でよいだろう」

「は、はあ」

　ユルゲンの回答に彼はそんな馬鹿なと思いかけたが、バルはユルゲンの弟子だったと思いなおす。

　派手なものを嫌う性格も受け継いだと考えれば納得できる。

「ではそのように話を進めましょう」

　オットーはそう言った。

　こうしてバルとミーナが迎えられる準備が整えられたのだった。

　予定通りにアルトマイアー家にやってきたバルとミーナを門の前で出迎えたのは、ユルゲン本人であった。

　白いシャツにヴェストハーレン州で採れる上質な生地「トレピーラ」を使った青ジャケットとパンツといういで立ちを見たバルは、怪け訝げんそうな顔になる。

　彼もミーナも安物の生地を使ったシャツとパンツといういで立ちだった。

　彼が師匠の性格をよく知っているからこそだったのだが、どうやら裏目に出てしまったらしい。

　師匠の意図を尋ねる前にまずバルは右手を左胸に当てて、うやうやしく頭を下げた。

「ご尊顔を拝する機会をまた得られて、不肖の弟子は喜びを禁じえません。お久しぶりです、師匠」

「ああ。久しぶりだな、バルトロメウスよ」

　彼の拝礼に対してユルゲンはおなざりに答えただけである。

　師匠と弟子という関係上、適切なものだ。

　ミーナとしては不満だったものの、バルが最大の敬意を払う恩師相手にぶつけるわけにもいかず、黙って拝礼だけおこなう。

「そっちのエルフがヴィルヘミーナか」

「はい。ヴィルヘミーナと申します。初めて拝する機会を賜たまわり光栄です、グロースヘルト・ユルゲン」

　彼女の呼び方にユルゲンはぴくりと茶色の眉を動かす。

　グロースヘルトというのは彼が持つ称号のひとつだ。

「英雄称号」という帝国に多大な貢献をした者に贈られる名誉で、バルもすでに同じ称号を贈られている。

　ミーナが持っていないのは、八神輝レーヴアテインならば誰でも得られるようなものではないからだ。

「儂は英雄称号で呼ばれるのは好かないのだ。バルトロメウスの奴から聞いていないのか？」
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「何も言っておりません」

　彼女ではなくバルが答えて、ニヤリと笑う。

「こいつめ。変わらんな」

　ユルゲンは声を立てて笑い出す。

　このようなやりとりこそがバルとユルゲンの常だった。

「師匠もお変わりがないようで安心しました」

　バルの発言は心より出たものだったが、言われたほうはフンと鼻を鳴らして皮肉を言う。

「変わらないのは失敗だったかもしれんな。この年になってまた仕事を押し付けられるとは」

「災難ですな」

　彼は師匠をいさめるどころか、同情してみせる。

「全くだ」

　ユルゲンは真顔でうなずく。

　息の合った彼らの会話のテンポにミーナはついていくことができなかった。

　そのおかげでバルとユルゲンの関係性がうっすらと分かったため、彼女自身は満足する。

「さあ、そろそろ入ってくれ。甥のオットーがお前たちをもてなしたいと言って聞かなくてな」

　ユルゲンは残念そうに言い、バルも仕方ないという顔で応じた。

「オットーも今やアルトマイアー家の当主ですからね。昔のようにはいかないのでしょう」

　武装した私兵が立つ門をくぐり、白い石できちんと舗装された庭園の道をユルゲン、バル、ミーナという順で歩く。

　ユルゲンは不意に声を低めてバルに話しかける。

「自分がないがしろにされるより、お前のことに腹を立てるとは、気位の高いエルフがまるで忠犬のようだな」

　師匠の口の悪さを知っている彼は今さら怒ることもなく、いさめることもなく微苦笑を返す。

「ミーナはいい子ですよ」

「お前限定での話だろう」

　彼のフォローをユルゲンは一蹴する。

　バルは否定せず黙って肩をすくめた。

「ノロケ話にしか聞こえんぞ、馬鹿者め」

「そんなつもりはないんですけどね」

　ユルゲンの言葉に彼は困った顔をして腕を組む。

　これを見てユルゲンは初めてミーナに同情する気になった。

　そこへバルが師匠に問いかける。

「ところで師匠、今日はやけにまともな服装ですね。安物じゃないと肩が凝るというのは、現役の時の話だったのですか？」

「今も変わらんぞ。甥おいの頼みを聞いて仕方なくこのような服装をしておるのだ」

　ユルゲンは本当にうんざりしたような声を出した。

　ヴァインベルガー以上に貴族らしくない性格は、全く変わっていない。

　バルにしてみれば懐かしい一面だったが、疑問は消えなかった。

「なるほど、そうでしたか。来る家を間違えたかと一瞬思いましたよ」

　彼の言葉にユルゲンは皮肉交じりに応じる。

「残念ながらあっておる。お前たちは後で服を着替えろよ」

「やっぱりダメですか」

　バルは大きく天をあおいだ。

　アルトマイアー家であれば、有事の際に備えて貸し出し用の服も常備してあると彼は知っている。

「できれば避けたかったのですが」

「お前もか。儂もだ」

　ユルゲンは苦笑した。

　似た者同士の師弟だとよくわかる瞬間だった。

　そのようなものを必要な場がこれからあるとなれば、厄介でも師匠とオットーの面子を潰すことなど彼にはできない。

「仕方ない。覚悟しようか、ミーナ」

「はい」

　ミーナはバルほど窮屈ではないはずだが、律儀に返事をする。

「それはそうとして、師匠は嫌がると思って何も贈り物は持って来なかったのですが」

「正しい判断だ」

　弟子の確認にユルゲンは満足そうな顔で答えた。







第五話　ユルゲンとミーナ




　アルトマイアー家の本拠は純白の壁と赤い三角屋根が印象的な城である。

　五百を超す私兵が住む兵舎、使用人たちが住む別棟、一族の者たちが住む本棟の三つの区画に分かれていて、バルたちが通されたのは中央の本棟にある貴賓室であった。

　彼らがたっぷり三十平方メートルはある貴賓室の茶色の高級ソファーに腰を下ろすと、すぐに若いメイドが現れて紅茶を三人分出してくれる。

　そしてほとんど入れ違いでオットーがやってきた。

「叔お父じ上うえ、ありがとうございます。そしてバルトロメウス様、お久しぶりでございます」

　彼は人なつっこい笑みを浮かべながら両手を広げ、客人の来訪を歓迎する意を表現した。

「当主交代の儀式以来だから、数年ぶりだな、オットー」

　バルのほうも両手を広げて応え、彼らは軽く抱ほう擁ようする。

　両者とも拝礼を省略したところから、ミーナにも彼らの親しさがうかがえた。

　バルが仮面を持ってこなかったのも、そういう理由からだろう。

　離れてからオットーの視線は彼女へ向けられた。

「初めまして、あなたがヴィルヘミーナ様ですね」

「ええ」

　とミーナは無愛想に応じる。

「オットー・ヴェストハーレン・アルトマイアーです。よしなに」

　拝礼を行ったのは彼女が八神輝レーヴアテインだからだろう。

「ヴィルヘミーナです」

　彼女は無愛想ながらも拝礼を返す。

　アルトマイアー家の当主にではなく、バルの知ち己きに対する礼儀である。

「今日は当家の宴うたげに参加していただけるとのことで、大変光栄です。お手数ですがお召し物を着替えていただくことになります」

「分かっている。ミーナもいいな？」

「はい」

　バルに問われてミーナは返事した。

「バルトロメウス様とは旧交を温めたいところですが、何分仕事に追われる身でして」

　オットーは本当に心苦しそうに弁明をする。

　貴族の当主本人がこうして出迎えることがどれだけ異例なのか、バルはよく知っていた。

「承知している」

　と言ってから彼は微笑ほほえむ。

「何しろ、子どものころに何度も遊びに来たのだからな。私たちにかまわないでけっこう」

「バルトロメウス様ならそうおっしゃると承知しておりますが、そういうわけにもまいりません」

　バルの発言に対してオットーはいっそう苦しそうな表情になる。

　八神輝レーヴアテインをふたり、もてなしもせずに放置するなどまともな神経の持ち主ではできないことだ。

「では私が相手をしていよう。それでいいだろう」

　ユルゲンの申し出を聞いたオットーは複雑そうな顔へ変わる。

　ユルゲンは今回の催しの主役で、本来ならばもてなす側になってはいけない人物だ。

　しかし、この場合はやむを得ないだろう。

「叔父上、お願いします。妻と子どももじきによこしますから」

　オットーは何度も礼をして名な残ごり惜おしそうに去っていく。

「大変そうですね、あいつも」

　バルは子どものころの友達の現状を見て、そう評した。

「貴族の当主となれば様々な役目があり、しがらみも増えるからな。同情するならたまには顔を出してやれ」

「そうしましょう」

　ユルゲンの言葉に彼は素直にうなずく。

　そんな弟子にユルゲンは防音魔術を展開して気になっていたことを尋ねる。

「ところで魔界元げん帥すいと遭遇して倒したそうだな。どれくらいの強さだった？」

「リミッターをふたつ壊されました。強さとしてはマヌエル、シドーニエ級とみてよさそうです」

　バルは正直に打ち明けた。

「そいつらは確か八神輝レーヴアテインの中で四番手争いをするくらいだったか。元帥がその強さであれば、上に位置するという魔王や四公爵がどの程度なのかが気がかりだな」

　元帥が八神輝レーヴアテインでも中堅クラスの強さしかないと喜ばないあたりが、ユルゲンの冷静さであろうか。

「まあ同じ元帥の中でも強さに差はあるでしょうから、安心しないほうがいいと思いますが」

「その通りだ。上層部は誰も浮かれていないようで何よりだ」

　と言ったユルゲンに対し、ミーナが遠慮がちに話しかける。

「バル様がリミッターふたつとなるとイングウェイら下位三名では難しい相手ですからね。当然、八神輝レーヴアテイン以外では勝算はほぼゼロです」

「元帥八名が全員マヌエル、シドーニエ級だと仮定すると、魔界の戦力は低く見ても帝国に匹敵するのではないかと思いますね」

　バルが己の予想を師匠に伝えた。

「魔界の戦力が思ったほどではないように感じるのは、我らが発展し強くなったということか……？」

　ユルゲンは少しも楽観していない顔でつぶやく。

『インヴァズィオーン』が終結してから千年以上の時が流れている。

　その時間は地上界を飛躍的に成長させた反面、魔界を進歩させなかったのだろうか。

「ただ、帝国並みの戦力を持っているのであれば、帝国以外の国はまともに抵抗できるか危ういな」

　ユルゲンの言葉にミーナが同意を示す。

「はい。それに死体を利用するネクロマンシーの使い手でもいれば、敵の戦力は飛躍的に増します」

「ネクロマンシーだと」

　ユルゲンが顔を曇らせる。

　死者を生ける屍しかばねとして蘇よみがえらせるという禁忌の魔術だ。

　人間ならいざ知らず、魔界の民に使えるものを使うなというほうが無理だろう。

「帝国以外の国をまず叩たたき潰つぶし、対帝国用の戦力を充実させられると、かなり厄介なことになるでしょう」

　彼女のどこか他人ひと事ごとのような発言にユルゲンはうなった。

「ネクロマンシーの使い手なんぞいるはずがないと言いたいが、魔界に地上の常識は通用しないのだろうな」

「決めつけるのは危険でしょうね」

　師匠の嘆きにバルはため息をつきながら答えた。

　沈黙がおとずれたところで、部屋のドアがノックされてオットーが妻子を連れて戻ってきた。

　オットーはふたりの妻を持っている。

　伯爵家当主としては少ないほうなのだが、三人の男児と二人の女児に恵まれたため、三人めの妻をめとらずともよいことになっていた。




「お久しぶりにございます、バルトロメウス様。お初にお目にかかります、ヴィルへミーナ様」

　と先にあいさつをしたのは青いドレスを着た第一妃アルベルタだ。

　彼女はオットーと幼おさな馴な染じみの伯爵令嬢で、子どもの頃のバルを知っている女性である。

「お久しぶりにございます、バルトロメウス様。お初にお目にかかります、ヴィルへミーナ様」

　次にあいさつをしたのが赤いドレスを着た第二妃ゾーニャだ。

　彼女は子爵令嬢であり、バルと初めて会ったのは婚礼の時である。

　彼女たちはそれぞれ自分の子どもたちの手を引いていた。

「久しぶりだな。おふたりとも相変わらずの美しさで、オットーの奴やつがうらやましいよ」

　彼は妻たちの美しさを称たたえたが、本音も混ざっている。

　アルベルタは緑の瞳と赤髪が印象的な女性で、ゾーニャは茶色の髪と青い瞳に左目の下にある泣き黒子ぼくろが特徴の妖よう艶えんな女性だ。

　どちらも子どもがいて三十を過ぎているとは言え、女としての最盛期は今だと言わんばかりに美しい。

「まあお上手ですわね」

　ふたりはバルの言葉を社交辞令と解釈し、礼儀正しく微笑した。

「ヴィルへミーナだ。よろしく」

　ミーナのほうはまたしても無愛想なあいさつだったが、ふたりは気を悪くしたりはしない。

　貴族の女性であれば、エルフという種族についてそれなりの知識を得る機会がある。

　ましてや八神輝レーヴアテインともなれば、伯爵夫人よりもずっと格上とも言うべき存在だ。

「では次に子どもたちを紹介させていただきましょう」

　アルベルタはそう言って、自分の右手を握っている水色の礼服を着た八歳の男子に声をかける。

「長男のヘンリー、それから長女のコリンナ、次男のトーマスです。ごあいさつなさい」

「こ、こんにちは」

「初めまして」

　母に命じられた子どもたちはおどおどとあいさつをした。

　赤い服がコリンナ、黄色の服がトーマスだという。

　どうやら三人とも人見知りをする性格であるらしい。

　次にゾーニャがふたりの子どもを紹介する。

「長女のデボラに長男のクルトです」

「こんにちはー」

　ピンク色の服を着たデボラ、緑色の服を着たクルトのふたりは明るく人懐っこい笑顔を見せた。

　父親は同じなのに、正反対と言えるほど違う性格にバルは興味を持つ。

「ヘンリーたちはずいぶん控えめだな」

　遠慮なく口に出すと、アルベルタは困ったようにため息をつく。

「そうなんですの。次期当主として、今から心配ですわ」

　アルトマイアー家では嫡ちやく子しが家を継ぐというのが一般的だ。

　だからこそ何もなければヘンリーが後継者になるし、彼女が不安に思うのは無理もない。

「クルトが支えるから大丈夫だと言いたいところですが」

　ゾーニャも憂うような顔であった。

　彼女は自分の息子がアルベルタの息子の補佐をすることに納得しているようである。

　お家騒動が起きる可能性がなくて何よりだとバルは思う。

　オットーは古くからの知己であり、彼の子どもたちの間で醜い争いが起こるのはできれば見たくない。

「いざとなれば師匠を頼れば大丈夫だよ」

　バルはそう言ってふたりの夫人を慰める。

　彼女たちは微笑で受け入れたものの、納得いかなかったのはユルゲン本人だった。

「本人に断りなく安請け合いするな。儂わしをどれだけ働かせるつもりだ？」

　怒ったのではなく苦笑したあたり、腹を立てたわけではない。

　バルやミーナは平気だったが、夫人たちはユルゲンが怒らずに安あん堵どした様子である。

「あなたがいるのに私までアルトマイアー家に肩入れすると周囲が思えば、後々やっかいなことになりますよ」

「そうだな」

　バルの指摘をユルゲンは忌いま々いましそうな表情で肯定し、夫人たちも苦い顔をした。

　八神輝レーヴアテインは帝国最大戦力であり、親しかったり伝つ手てがあるというのは貴族の世界で大きな武器になる。

　アルトマイアー家が何もしなくとも、羨うらやんだり妬ねたんだりする者たちは出て来るだろう。

　八神輝レーヴアテインと貴族の関係はかなりデリケートなのである。

　避けられるべき事態は可能なかぎり避けるのが賢明だろう。

「儂らは貴族ども如ごときまとめて返り討ちにもできるが、この子たちはそうもいかんからな」

　ユルゲンの目はまだ幼く、大人たちの会話の意味を理解できていない子どもたちに向けられる。

「おっしゃる通りです」

　バルは認めた。

　彼らが健在なうちはいいが、いなくなった後どのような謀略が張り巡らされるのか。

　どれほど警戒してもしすぎということはないだろう。

「みなさま、準備が整いました」

　執事のひとりが部屋に来て、アルベルタたちに声をかける。

　彼女たちはバルとミーナを向いて笑顔を見せた。

「お待たせいたしました。準備ができたようですので、お召し替えをお願いいたします。今案内いたしますね」

　アルベルタはバルを、ゾーニャはミーナをそれぞれ別の空き部屋へと案内する。

　そこにはきれいにたたまれた服と、執事とメイドが二名ずつ待機していた。

　着替えを手伝うためのメンバーなのは確認するまでもない。

　帝国貴族にとって服とは着せてもらうものだからだ。

　服を着替えた後、バルが外に出ると廊下で待っていたユルゲンと顔を合わせる。

「師匠、先に行かれなかったのですか？」

　宴の主賓が今ここにいてどうするのだろうと彼は思ったのだが、ユルゲンは何食わぬ顔で言い放つ。

「一家しかいない内輪の会だからよかろう」

「そう言えばこういう人だった」

　バルは苦笑する。

　彼らの近くにいる執事は無表情のまま、何も言わずに待機していた。

　彼らもユルゲンの性格はよく知っていて、あきらめているのだろう。

　バルが廊下に出て五分ほど経過してから美しいレース付きの緑のドレスをまとったミーナが出てくる。

　髪は後ろで結い上げられていて、首には立派なダイヤモンドが輝いていた。

　彼女はバルの姿を見ると、大急ぎで頭を下げる。

「お待たせして申し訳ございません、バル様」

　ここでユルゲンの存在に気づいていながら名前を出さないあたりが、実にミーナらしいと言えた。
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「おいミーナ、私の師匠だぞ」

　バルは注意したが、当のユルゲンは愉快そうに笑い声を立てる。

「よいよい。《断罪の女神》はバルトロメウスにしか頭を下げぬという噂うわさは事実なのだからな。皇帝陛下にすら意に介さぬ者が、儂くらい何とも思わぬのは当然だ」

　喜んでさえいそうな師匠を見て、バルは頭を抱えたくなった。

「だから礼儀を守ってほしかったのだ」

　彼は師匠に対する無礼を批判したのではなく、師匠の性格を知っているからこそ注意をうながしたのである。

　事情がよく分かっていないミーナに、彼は説明してやった。

「この人も大概礼儀知らずの問題児なんだ。ある意味、お前といい勝負かもな」

「師匠を捕まえて問題児とは何事だ、バルトロメウスよ」

「事実を指摘されたからって噛かみつくのは止やめてくださいよ」

　不満な顔でとがめてきたユルゲンに対して、バルは呆れた顔で言い返す。

（これがバルトロメウス様の師匠……？）

　ミーナは不思議なものを見る目でユルゲンをながめていた。

　このようなバルの姿は新鮮で、見ることができてとてもうれしいのだが、どことなく釈然としないものも感じる。

「おふたりとも、行かなくてもいいのですか？」

　ミーナは態度には出さず、ふたりのじゃれあいに割って入った。

　控えていた執事たちは安心し、バルとユルゲンのふたりはしまったという表情を一瞬だけ浮かべる。

「では行こうか、バルトロメウスよ」

「ええ、師匠」

　ふたりはいかにもわざとらしい会話をしたものの、誰も指摘は入れなかった。

「こちらにございます」

　にこやかに声をかける執事の姿に、ミーナはプロ根性というものを見た気がする。

　もっともこれくらいでなければ、帝国貴族の執事など務まるわけがない。

　廊下から宴の会場まではたっぷり五分以上歩かされる。

「相変わらずの広さだな」

　バルは小声で言う。

　その声色にはなつかしさがたっぷりとこもっていた。

　彼らが向かった部屋は「朝あさ陽ひの間」で、文字通り朝、東の巨大な窓からは陽ひの光が差し込むように設計されている。

　天井からぶら下がる大きな金のシャンデリア、壁に据え付けられている燭しよく台だい全てに火がつけられていて、絢けん爛らん豪ごう華かな印象を見る者に与えていた。

　料理のほうは横長のテーブルにだいたい並べ終わっていて、メイドたちがグラスのコップや銀の食器を並べている。

　ユルゲンがバルとミーナを連れてやってきたところで、オットーが自分の一族を連れて彼らと対面した。

「バルトロメウス様はだいたいご存じだと思いますが、ヴィルヘミーナ様は初対面でしょう。お耳汚しになりますが、最初に紹介させていただきます」

　オットーは自分の左隣に立つ暗めの礼服に身を包んだ、自分と似た顔立ちの一族の四人の男性たちの名前を呼んでいく。

「まずすぐ隣にいるのが我が叔父ロイです」

「ロイ殿はユルゲン師匠の弟にあたるんだ」

　よく知っているバルがミーナに対して補足の説明をいれる。

「次が私の上の弟アヒム、次が二番めの弟ライナー、最後に末弟のロホスになります」

「バルトロメウス様、お久しぶりでございます。ヴィルヘミーナ様、初めまして。ご尊顔を拝する機会を賜たまわり光栄に存じます」

　ロイもアヒムたちも、似たようなあいさつをくり返す。

　単調で退屈であっても黙って聞いて返礼をするのが礼儀だった。

「次に女性たちを紹介しましょう。ロイの妻バルバラのことはバルトロメウス様はご存じですね」

「まだ小さかったころ、何回か遊んでもらったからね」

　オットーの言葉にバルが応える。

　彼にとって紹介された男性陣とバルバラは懐かしい顔だ。

　まだお互いに何者でもなかったころ、同じ時間を過ごした得がたき思い出を共有する相手である。

　ただし、オットーの弟の夫人たちとは今日が初対面だった。

　自己紹介を終えると、オットーが声をあげる。

「では今から、偉大なる叔父ユルゲンの新たなる出発を祝い、大いに食べて楽しもう」

　長々とした前口上はようやく終わり、宴がはじまるのだ。

　本日の主役ということで上座中央にユルゲンが座り、その左にオットー、右にバルが腰を下ろす。

　オットーの隣にアルベルタ、ゾーニャ、その子どもたちが座っていく。

　バルの右隣にはミーナが腰かけ、その隣にはアヒムが座る。

　ミーナにはよく分からない座り方であったが、バルの隣に座れたため彼女は満足していた。

　出された料理は貝とタマネギのスープ、ザワークラウトと塩ゆでソーセージ、ポテトパンケーキ、そしてキングカスクイールと呼ばれている全長一メートル以上もある大きな白身魚のムニエルである。

「キングカスクイールとは。奮発したなオットー」

　バルはオットーにそう話しかけた。

　キングカスクイールは帝国において慶事に食べることを好む風習があるのだが、漁獲量は多くない上に品質を保つためには魔術具が必要とされる魚であるため、価格はかなり高い。

　今日の宴に出される数をそろえるのは、伯爵家であったとしても容易ではなかったはずだ。

「叔父上が再び国に必要とされるのは、アルトマイアー家にとっても喜びですから」

　オットーはにこりとして応じる。

「儂ばかりが必要とされることに少しは恥じ入れ、未熟者どもめが」

　ユルゲンが辛しん辣らつな言葉を吐いたが、これは照れ隠しであった。

　ミーナと小さな子どもたちを除けば全員が分かったこともあり、和やかな空気は変わらずにすむ。

　大人たちにはワイン、子どもたちにはジュースが注がれたところでオットーがグラスを手に取る。

「叔父上の栄光に。バルトロメウス様とヴィルヘミーナ様の来訪に。我らがアルトマイアー家の明日に乾杯！」

「乾杯！」

　ミーナ以外の大人たちは高らかに、子どもたちははしゃぐように唱和した。

　飲み物をひと口飲んでから全員がスプーンを手に取る。

　帝国は食事の作法に関してあまりうるさい国ではないのだが、このふたつはマナーとされていた。







第六話　似た者同士




　食後のお茶が運ばれて、子どもたちの忍耐が限界を迎えて部屋の外へ遊びに行った後、不意にユルゲンが口を開く。

「不ぶ躾しつけだが、今回の役目についてひとつ懸念がある。儂わしの腕がどれだけ錆さびついているのかという点だ。せっかく来たのだ、バルトロメウスかヴィルへミーナのどちらかに協力してもらいたい」

「叔お父じ上うえ、それはまさか……」

　オットーが仰天したように目を大きく見開いた。

　他の面メン子ツも唖あ然ぜんとしていることから、誰も聞かされていなかった提案なのだということがうかがえる。

「たしかに師匠の今の力は気になりますね。ミーナ、任せた」

「かしこまりました」

　バルから役目をいきなり振られたミーナは、いつものようにクールに承知した。

「《破壊神》ユルゲンの力、楽しみです」

「言いよるわ、小娘が」

　彼女の高慢ともとれる発言に対して、ユルゲンは好戦的な笑みを浮かべる。

　慌てたのはオットーだ。

「ちょっと待って下さい。八神輝レーヴアテイン規模のぶつかり合いとなったら、たとえ小競り合いでも我が家がなくなる程度の被害ではすまないのではないですか？　バルトロメウス様、止めて下さいよ」

　止められるとすればバルしかいないという彼の考えは正しいが、あいにくとバルに止める気はない。

「だから私は戦わないんだ。このふたりのぶつかり合いから周囲を守る必要があるからな」

「あ、そういうことでしたか」

　バルの回答を聞いてオットーはようやく彼の意図を理解し、同時に安心もする。

　話の流れについていけていなかったアルトマイアー家の人々を代表してロイが口を開いた。

「よく分からんが、止めなくても大丈夫なのか、当主殿」

「バルトロメウス様が守ってくださるなら滅めつ多たなことはないですよ、ロイ叔父上」

　オットーはバルが独り立ちするまでの間とは言え、彼の力を見て知っている。

　だからこそ安心することができたのだ。

「そうではない。元とはいえ八神輝レーヴアテイン同士の戦いは帝国で禁じられているのではなかったか？」

　ただ、ロイが懸念していたのは別の点だったらしい。

「儂の錆さび落おとしが目当てなのだから、文句を言われる筋合いはないな。文句があるなら仕事を断ってもよいのだ」

　ユルゲンは強気な返答をする。

　八神輝レーヴアテインは程度の差はあれ、みなこれくらいは許される立場だったのだから自然な反応だ。

「同感ですね」

　バルは師匠の意見を支持する。

　オットーたちは「皇帝陛下はさぞかし苦労していらっしゃるのだろうな」と同情したものの、口に出さない分別があった。

「場所はどこにします？」

　ミーナが問いかけると、オットーがすばやく口を挟む。

「ヴィルヘミーナ様も八神輝レーヴアテインでしたら、空中戦はできますよね？　できれば空中戦でお願いしたいのですが」

　ユルゲンに言わないのは、彼ならばできると知っているからだ。

「地上戦をやると庭が悲惨なことになるだろうからな。私も地面までは守り切れると思えない」

　バルが彼の要求に納得したため、ミーナは受け入れる。

「分かりました」

「相手にとって不足なしというところか」

　ユルゲンはにやりと笑う。

「その前にミーナは着替えろ。借り物のドレスで戦うのはよくないぞ」

　バルの言葉に男性たちはホッとしたような、がっかりしたような顔をする。

　美しいエルフの女性がドレスを着たまま、空中戦を行うとなるとやはり色々と想像してしまうものだ。

　彼らが妄想するようなことなど起こさない自信があったミーナも、彼の言葉には素直に従う。

　オットーの案内でミーナ、ユルゲン、バルの三名が外に向かうと一族の人々も後をついてくる。

「せっかくだから八神輝レーヴアテイン同士の戦いを見てみたいと思っていたが」

「まさかこの目で見られるとはな」

　男性陣は好意的と言うか、楽しみにしている様子なのと対照的に女性たちは冷静だった。

「と言っても私たちが見たところで理解できるのかしらね」

　彼女たちの疑問に答える者はいない。

　案内された庭はたっぷり広さがあり、塀の付近には背の高い木々が青々とした葉をつけている。

　芝生も植えられて手入れが行き届いていることはミーナにはすぐ分かった。

「確かにここで戦うのはよくないですね」

　自然を愛するエルフらしい感想を抱く。

「審判は必要かな？」

　バルがふたりに問いかけると、ユルゲンは笑う。

「別にいらんだろう。儂の錆落としだからな。がっかりさせないでくれよ？」

　そしてミーナを挑発する。

　なかなか好戦的な態度だが、彼女は涼しい顔をして聞き流す。

　軽く圧力をかけてもまるで手応えがないことにユルゲンは楽しくなる。

　圧力や挑発に気づいていないのではなく、きれいに受け流しているのだ。

　同じことができるのはやはり八神輝レーヴアテインくらいで、彼女は確かに素晴らしいと思う。

「錆落としが目当てなら、適当なところで止めますよ」

　バルの言葉に両者はこくりとうなずいた。

「儂の異能について知っているか？」

「ええ。あなたの異能は【破壊シユテールング】。文字通り何でも破壊する。城も要よう塞さいも町も魔術も」

　ユルゲンの問いにミーナはゆっくりと答えた。

　おだやかな会話にしか聞こえないが、彼らの周囲の温度は急速に冷え込み緊迫した空気に変わっている。

「積年の敵国だったゲスターンの城塞都市を十、砦とりでを八、城を五、ひとりで破壊し攻め落としたことで《破壊神》と呼ばれるようになったそうですね」

　ゲスターン王国は滅亡し、その土地はすでに帝国領となって久しい。

　事実上ひとりで一国の歴史を終わらせた男、それが《破壊神》ユルゲンだ。

「よく知っているが、バルトロメウスの奴やつがペラペラしゃべったとは思えん。自分で調べたのか？」

　とユルゲンが聞く。

「ええ。バル様は師匠の名前と自分と同じ異能使いであるとしか教えてくださいませんでした」

　ミーナは答える。

「なるほど。お前に対する認識は若干改めておいたほうがよさそうだ」

「それはどうも」

　ユルゲンの言葉には賞賛が混ざっていたが、応じるミーナは少しもうれしそうではない。

「真剣勝負じゃないんだから、そろそろ始めてくださいよ」

　息苦しいほどの緊迫感を作っているふたりに向かい、バルが緊張感のかけらもない言葉を投げ込む。

「ふっ、その通りだ」

　ユルゲンが小さく笑うと、ふたりは同時に地を蹴った。

　空中でぶつかり合い、数メートルほど離れ、両者ともに空中で静止する。

「師匠が破壊の異能をまとった拳を七発撃ち、ミーナはそれを左手だけで防ぎながら師匠の脇腹を狙って蹴りを三発入れたけど、師匠も防いだわけだ」

　とバルは言う。

　彼はおそらくもうついていけていないだろう見物人たちに、今の攻防を解説してやった。

「い、今の一瞬で……」

　オットーはそう言うのがやっとだったし、他の者はポカンとして見守っている。

「エルフが接近戦もできるとは意外だったな」

　ユルゲンの表情は驚きを隠しきれていない。

　エルフとは一般的に弓や魔術を得意とする種族として知られている。

「たしなみ程度ですよ。それにただ距離を置いて魔術を撃っても、きっとあなたには一撃も届かないでしょう」

　ミーナは彼対策のひとつだと話す。

「ふん、それも知っているか」

　ユルゲンは獰どう猛もうな笑みを作る。

　彼の異能は自分の身を守るのにも有効で、普通に攻撃したところでそれが「破壊」されてしまう。

「今回は儂の錆落としだからな。儂の遠距離戦も見てもらおうか」

　とユルゲンは言う。

　彼の言う遠距離攻撃とは、バルが光弾を撃ち出すように破壊の力がこもった黒い球状の弾を放つことだ。

　普通に防いだだけではその部分を「破壊」して敵を襲う、恐ろしい攻撃である。

「見事防いでみせろ。バルが忙しくならないようにな」

　ミーナが防げなければ地上でふたりを見守るバルが何とかするしかない。

　ユルゲンが両手から放つ黒い光は軽く百を超える。

　ミーナはそれを己の赤い魔力弾で相そう殺さいした。

「ほう。ただの魔力弾で相殺するとは……見事なものだな」

　ユルゲンは驚嘆する。

　ただの魔力弾で彼の破壊を防ごうと思えば、相当な魔力を圧縮して強度を高めなければならない。

　それをただのひと呼吸で、しかも百を超える数を作り出したミーナの技量は驚異的である。

「それでこそ八神輝レーヴアテインだ。では少し真ま面じ目めにやるぞ」

　ユルゲンが撃ち出す黒弾は五百を超え、スピードも鳥よりも速くなった。

　ミーナはそれをこともなげに全て相殺する。

「ほう？　ではもう少し難易度を上げようか」

　楽しそうにユルゲンは千を超す数を作り出し、先ほどの二倍の速度で撃ち出す。

　ミーナはまたしてもきれいに相殺する。

　本人たちには単純極まりない作業のくり返しだが、オットーたちは真っ青になり声も出せないほど苛か烈れつで緊迫した攻防に見えていた。

「あれってどれくらいすごいのでしょう？」

　オットーがやがておそるおそるバルにたずねる。

「うん？　数千の軍くらいなら一蹴できそうな攻撃かな。……だんだんとエスカレートしてきて、帝都が消し飛びかねない攻防になり始めたな。そろそろ止めるか」

　彼は何でもないような言い方をしてオットーを慄りつ然ぜんとさせた。

　そのことに気づきもせず、彼は地を蹴ってミーナとユルゲンの間に割って入る。

　完全に不意をついたのか、左右から彼らの攻撃が飛んできたが、バルはごく普通に全てを無効化した。

「このあたりで止やめておくのが適当でしょう。そろそろ城一つが壊れそうな程度を超え始めていました」

「うむ、そうだな」

　ユルゲンは我に返ったような表情で応じる。

　どうやらいつの間にか熱中していたらしい。

「で？　どうかな？　儂の腕のほうは？」

「今くらいでしたら八神輝レーヴアテイン全員ができそうなレベルですね」

　ミーナは遠慮なく評価する。

「ただ、教官役としては及第の水準に達しているのではないでしょうか？　バル様はいかが思われましたか？」

「教官役で大切なのは実力より、指導能力だと思うんだよな」

　彼女の問いかけにバルは本音を言い、彼女とユルゲンの目を丸くさせた。

「正論だが今になって言うことではないな」

　相変わらずだとユルゲンは弟子を笑う。

「今からでは変更はできないのではありませんか？」

　とミーナはたずねる。

「祈るしかないな」

「同感だ」

　バルの言葉にユルゲンが賛成する。

「似た者同士なのですね」

　ミーナは率直な感想を言った。

「まあな」

「否定できない」

　ユルゲンとバルで反応が分かれる。

　三名が同時に着地すると、息を飲んで見守っていた人たちから歓声が起こった。

「いやあ、見ごたえのある勝負だったな！」

「八神輝レーヴアテイン同士だとやっぱり迫力が違いますね」

　我に返ったアルトマイアー家の男たちは、頬ほおを紅潮させて早口にまくし立てる。

　彼らの目は子どものようにきらきらと輝いていた。

　彼らをよそに着地したユルゲンはバルにたずねる。

「どうだな、バルトロメウスよ。儂の腕は」

　余裕たっぷりの師匠の姿を見て彼は、お手上げと言わんばかりに両手を上げる。

「全然疲れていないようですし、あまり落ちてないようですね。そのお年でまだまだ強さを維持しているとはさすがです。脱帽しますよ」

「ふん」

　ユルゲンは鼻を鳴らしたがまんざらでもなさそうだった。

　少しも疲れていないのはミーナも同様なのだが、彼女の場合は何も驚くに値しない。

「どうだ、師匠の力は？」

「うわさほどではないと感じました」

　バルに聞かれたミーナは空気を読まない返事をし、ユルゲンの肩がぴくりと震える。

「それはここで本気を出すわけにはいかないからな。師匠が本気になったらヴェストハーレン州が崩壊してしまう」

「そうでしょうね」

　バルの言葉を彼女は否定しなかった。

　彼女は愚直な受け答えをしただけと言える。

　しかし、彼は彼女が師匠に対して礼儀を守っても敬意を払うつもりはないという意思表示をしたのだと理解した。

「変なところで頑固だな、お前」

「性分ですので」

　バルには伝わったのがうれしかったのか、彼女は口元をゆるめる。

「なるほど。これがヴィルヘミーナか。陛下が扱いにくそうにしているのがよく分かった」

　ユルゲンは呆れた顔で言った。

「こやつの手綱を握れるのはお前ひとりというわけだ、バルトロメウスよ」

「本当に私は御ぎよせているのか、疑問に思う時があるのですよ、師匠」

　バルは彼が相手だからこそ情けない言い方をする。

「御しておるさ。でなければこの女は帝国に住んでいることすらおかしい」

　ユルゲンは今までの経緯である程度ミーナの性格を把握できたらしく、力強く言い切った。

　ミーナは否定せず静かに彼を見据える。

「ふん、まあよい。この女が帝国に害をなさないのであれば」

「私が生きているかぎり、決してそんなことはさせませんよ」

　師匠にバルが約束した。

「ああ。ところでオルドヴィーンとゼルギウス以外の奴らはどうした？　フーゴとユスティンはまだ存命のはずだろう？」

　ユルゲンの問いに彼は記憶を振り返りながら答える。

「消息不明だそうですよ。国内にいるのかすら分からないとか」

　八神輝レーヴアテインは引退すれば居場所を国に知らせる義務がない。

　それでもきちんと報告していたのがオルドヴィーンで、ゼルギウスとユルゲンは情報を得やすいところで暮らしていただけだ。

　そして三名は死亡が確認されている。

「まあフーゴやユスティンがいても大して役には立たんだろうし、気にする必要はないだろう」

　先代はユルゲンが最強であり、フーゴとユスティンは八番手争いをしていた。

　彼が気にしていないのは仕方ないことかもしれないが、バルたちはそうもいかない。

「とにかく人が足りないから、ひとりでも戦力は欲しいのですが」

「だったら今やるなという話だな」

　ユルゲンは冷淡に答える。

「リソース不足が目に見えているのに始めたところで、上手うまくいくはずがない。時機を待つのも立派な戦略だ」

「それは陛下にお願いしますよ」

　バルは肩をすくめた。

「そうだな。忠告はしておいたほうがいいかもしれん」

　ユルゲンは腕を組み真剣に考え始める。

　彼が帝都で必要とされた祝いの場だったはずなのに、思いがけない方向へ話が転がったため、オットーが慌てて口を出した。

「ご歓談の最中、大変恐れ入りますが、本日の宴うたげはこれにて終了ということでよろしいでしょうか」

　逃げに等しい発言だが、情けないとは言えない。

　八神輝レーヴアテイン同士が国家戦略について論じているところに、伯爵家当主と言え一貴族が口を出せるものではなかった。

「ああ。今日はよく来てくれたな、バルトロメウス、ヴィルヘミーナ」

「私たちはこれで失礼します」

　礼の言葉を述べたユルゲンに拝礼して、バルとミーナはアルトマイアー家を去る。

　ミーナの自宅についたところで、彼女はバルに謝った。

「申し訳ございません。切り上げてしまう形になってしまって」

　彼女はバルがもっと滞在したかったのではないかと気をまわしたのだ。

「かまわないさ。立場上、長期滞在もできないから」

　とバルは苦笑する。

　八神輝レーヴアテインは立場上制約が多いのだ。

　もっと強権を振りかざしても誰も文句は言えないだろうに、そうしようとはしないところがバルの美点だとミーナは知っている。

「ならばよいのですが」

「それにこれから師匠と会う機会は増えるだろう。アカデミーに関して協力なさるつもりのようだから」

　バルはそう言って再び苦笑した。

「あの方は癖が強いからな。陛下や宰さい相しようが胃を痛めそうだ」

　彼の言葉にミーナは遠慮がちにうなずく。

　先代八神輝レーヴアテイン筆頭とは思えない豪快で型破りな性格は、彼女の予想を裏切るものだった。

「オルドヴィーン様も近日中に帝都に到着されるだろう。そこから話が動き出す」

「楽しみですね」

　とミーナは微笑ほほえむ。

「ああ」

　バルはうなずいた。

　もっとも彼らと違い、出迎える側の官僚たちは今頃大変な思いをしているのだろうが。

「そう言えば、ウーヴェという人物について何かご存じですか？」

　ミーナは気になっていたことをたずねる。

「あの方はとても厳格だから、苦手意識を持っている奴が多いんだ。正直、私もあまり得意じゃないな」

　とバルは笑う。

「へえ、そんな者もいるのですね」

　ミーナは意外そうに彼を見つめる。

「ああ。会えばわかる……と言いたいが、お前にとっては屁へでもないだろうな」

　バルは自分の言葉を自分で修正した。

「そういうものですか？」

　ミーナは首をひねったが追及はしない。

　会えばわかるなら会えばいいだろうと思ったからだ。

「オルドヴィーン様の現在地を把握しているなら、お前に迎えに行ってもらうという方法も使えるが」

　バルはそう言った。

「そういう意見、何も聞いていないですからね。私とオルドヴィーンとやらを今会わせるつもりはないのでしょうか」

　とミーナは自分の見解を述べた。

「そうかもしれないな」

　バルは同意する。

　宰相から彼女に頼んでも断るだけだろうが、バルを通じて頼めばよいことくらいわからない男ではない。

　バルを使ってまでやる必要はないと思っているのだろう。

「八神輝レーヴアテインになる者は基本的に我が強い。初対面だと性格的な相性も分からないから、リスクは避けようという判断かな」

　とバルは自分の予想を言う。

「バル様がいらっしゃるなら問題ないのでは？」

　ミーナはきょとんとする。

「私もそう思うが」

　宰相の意見は別なのだろうなとバルは思う。

　立場が変われば感覚は変わるものなのだ。

「あの男が気にしすぎているだけの気がしますが」

「どうだろうな」

　バルはミーナの意見にあいまいな反応をする。

　ゼルギウスならともかく、オルドヴィーンは少し怖いという宰相の気持ちは分からなくもないのだった。







第七話　集まる者




「討伐系依頼が減って採取依頼が増えたね」

　依頼を受けてギルドを出ながらイェニーが言う。

「『闇の手』とかがいなくなったからかもってニエベさん言ってたわ」

　ヘレナがそう答えた。

　世界が変わりつつあるかもしれない……と彼女たちなりに感じていた。

「パーティーを脱退だって？　ふざけるなよ」

　一方彼女たちが出て行ったあと、帝都の冒険者ギルド本部において、一級冒険者パーティー『天てん泣きゆう』が揉もめている。

　怒ったのはリーダーのヨハネスだ。

　なぜならばパーティーの老魔術師クルトがパーティーを抜けたいと言い出したからだ。

　依頼を受ける前に一度言った時もヨハネスが怒り出し、その時は仲間が仲裁に入って依頼を終わってから話しあうことにした。

　そのうち考えが変わるだろうと仲間たちは思ったのだろうが、クルトの考えは変わらなかったのである。

「せめて理由は教えてもらいたいな」

　神官が困ったようにクルトに言った。

「理由は言えない」

「はあっ？」

　クルトの問いにヨハネス以外のメンバーもいらだちを見せる。

　パーティーを抜けたいならば抜けてもよいのだが、せめて理由は明かすというのが暗黙の了解だった。

　それができないと言えば腹を立てるのは当然だろう。

「どこのパーティーに引き抜かれるんだ、クソジジイ？」

　クルトは老年だが、魔術師としての実力は間違いなく一流だ。

　どこのパーティーですら欲しがるというのがヨハネスたちの見立てであり、好条件を提示されて裏切ったと考え始めている。

「いや、他のパーティーに行くわけではない」

　クルトはゆっくりと首を横に振った。

「あん？　じゃあ隠居するのか？　それだったらあんまり無理は言えないが……」

　よそのパーティーに移るわけではないとはっきり言われたせいか、ヨハネスの頭は一気に冷える。

　この三み十そ路じのドワーフは怒りっぽいだけで、そこまで悪い奴ではないのだった。

「隠居するわけでもない」

「ええ？」

　クルトの次の発言で再びパーティーメンバーたちは怒りの火を灯ともす。

　端的でもったいぶっているようで分かりにくい老人の話し方は、これまで個性だと好意的に受け止めてきた。

　しかし、今は逆で怒りを煽あおるような結果になっている。

　その青色の瞳が落ち着き払っているのも、彼らにとっては気に入らない。

　老人に馬鹿にされているような気分になるからである。

「総長、こっちです！」

　その時若い女性の大きな声が聞こえた。

　彼女は受付嬢のひとりであり、事態の仲裁のために建物の最上階にいたギルド総長を呼びに行っていたのである。

　彼女の後ろからぬっとイェレミニアスが登場すると、『天泣』のメンバーは一斉に黙った。

《轟雷の暴虎》の異名は冒険者ならば誰でも知っているし、生きた伝説の一角だと思われている。

「いったい何事だ？」

　その伝説のイェレミニアスが落ち着いた力のある声を投げれば、ヨハネスがふてくされた顔で事情を打ち明けた。

「聞いてくれよ、総長。このクルトのじいさんがパーティーを抜けたいって言い出したんだ」

　リーダーに続いて神官も言う。

「けどよ、詳しい事情は言えないってふざけたことを言うんだ。だから事情を聴いていたんだよ。俺らは何も悪くないだろう？」

「そうだな」

　イェレミニアスは彼の言い分を認める。

　しかし、次の一言はホッとした『天泣』のメンバーにとって意外すぎるものだった。

「だが、今回は特例としてクルトの言い分を認めてくれ。手続きはこちらでする」

「はっ？」

　驚いたのは『天泣』のメンバーばかりではない。

　他の冒険者たちも、ギルド職員たちもだった。

　このような特例を認めてしまえば、悪い前例ができてしまう可能性が高い。

「ふざけるな！　何でだ！　何でだよ！」

　ヨハネスが激高し、ギルド職員たちですら「無理もない」という顔になる。

「仕方ないか」

　イェレミニアスは事情を明かさずにこの場を収めるのは不可能と判断し、話すことにした。

「元八神輝レーヴアテイン、《水神》ゼルギウス様」

「……えっ？」

「……はぁっ？」

　間抜けな声があちらこちらから聞こえる。

《水神》ゼルギウスは水の魔術の達人と知られていて、《破壊神》ユルゲンに次ぐ有名人であった。

　クルトという名前を使って冒険者をやっていたゼルギウスは、悪びれずイェレミニアスに言い返す。

「難しい依頼を請けた。困っている人がたくさんいた。我の力なしでは達成は無理だった。だから後回しにした。八神輝レーヴアテインはもう辞めた身だ。文句を言われる筋合いはないはずだ」

　分かりにくい言い方は同じだったが、発言者が元八神輝レーヴアテインだとなれば違って聞こえる。

「文句を言う気はありませんが、もっと配慮は欲しかったところです」

　イェレミニアスはあきらめ顔でため息をつく。

　そしてヨハネスをじろりと見る。

「理由は分かったか？　クルトの正体は元八神輝レーヴアテインのゼルギウス様。お前たちのパーティーから脱退する理由は、皇帝陛下の召集に応じるからだ。何か不満は？」

「え、あ、いや……」

　ヨハネスたちは間抜けな顔で口をパクパクと開閉させるばかりだった。

「言ってもよかったのか？」

　疑問を浮かべるゼルギウスに対して、イェレミニアスは苦笑する。

「あなたが上手に立ち回って下されば、言わなくても解決できたはずですがね」

「無理だな」

　かつて《水神》と呼ばれていた老魔術師は即答した。

「口下手は相変わらずですか」

　イェレミニアスは苦笑し、今この場にいる者たちに言う。

「あえて他言無用とは言わないが、それでも話す相手は選ぶように」

「口止めしなくともいいのか？」

「どうせそのうち分かりますからね」

　ゼルギウスの問いに彼は肩を竦すくめて答える。




　帝国東部にある墓地にて、オルドヴィーンは花を手た向むけていた。

「すまんな。皇帝陛下の呼び出しだ。しばらく家をあける」

　彼は墓に眠る亡き妻に詫わびて立ち上がる。

　今年で六十二歳になる小柄な老人で、髪とひげは雪のように白かった。

「おや、オルドヴィーンさん。こんにちは」

「はい、こんにちは」

　墓で顔を合わせる人に柔にゆう和わな笑みを浮かべ、緑色の帽子をとってあいさつを返す好こう々こう爺や然とした姿は周囲でも評判である。

　あまりにも穏やかで人当たりがいいため、「元八神輝レーヴアテインと同名の別人」と言っても納得する人たちばかりだった。

　ユルゲンと違って彼は家族たちに召集に応じることに反対された。

　おそらくは貴族と平民の違いがあるのだろう。

　貴族は皇帝に必要とされることを誉ほまれに思い、国のために働くことは義務だと思っている。

　少なくともまっとうな貴族たちはそうだ。

　しかし、平民は違う。

「父さんは今まで陛下のため、国家のために戦ってきたじゃないか！　もう免除されていいはずだ！」

　と息子は言った。

「そうですよ、お義と父うさん。これからはのんびり過ごして下さいな。そのほうが私たちも親孝行できます」

　実の息子とその妻はオルドヴィーンの身を案じてくれたのだろうと、彼は先日を振り返る。

　結局喧けん嘩か別れになってしまったのだが、彼に後悔はない。

　彼がひとり息子と喧嘩してまで召集に応じたのは、当代皇帝の人柄を知っているからだ。

（陛下は約束を反ほ故ごにするお方ではない）

　義理堅いというのもあるが、それ以上に約束を破った悪影響を恐れている節がある。

「臆病者」呼ばわりされている理由のひとつだ。

（それでもあえて我ら三名を召集するとなると、よほどの事態が起こっているのではないか）

　とオルドヴィーンは考えたのである。

　魔物が活発化したり、群害ニーベルが出現して現八神輝レーヴアテインたちに蹴散らされたのは彼も耳にしていた。

　彼らだけでは足りないと判断されたのは相当だろう。

（ほとんどのことはバルトロメウスひとりで片付けられそうなものだがな）

　などと思うのは彼ばかりではあるまい。

　特にバルトロメウスの師匠であるユルゲンはそのはずだが、彼はすでに召集に応じてアカデミーとやらのトップになる予定らしい。

　彼がすぐに帝都に行かなかったのは、何が起こっているのか推測するためだ。

　わざとのんびり帝都までを見て回り、土地の情報を集めていく。

　平民出身とは言え八神輝レーヴアテインになった男だけはあり、八神輝レーヴアテインの感覚はまだ残っていた。

（どうやら、アカデミーとやらのために我らが呼ばれるのか。果たしてそれだけのためにか？）

　オルドヴィーンは首をかしげたくなる。

　だが、帝国を狙って暗躍していた『闇の手』は滅び、平和は回復した。

　もちろん水面下で帝国を狙う謀略はうごめいているだろう。

　帝国だって実行されるかはともかく、似たような戦略は練られているはずなので他国を攻めるのはおかしいのだ。

（なぜ私は呼ばれるのか）

　結局オルドヴィーンは結論を出せなかった。

（『闇の手』とやらが残っていれば、八神輝レーヴアテインを攻勢に出すから我らに防衛を任せるのだと納得できたのだが）

　最大の脅威はすでに排除されたのであれば、戦力過剰にもほどがある。

「考えても分からんか」

　オルドヴィーンは首を振り、宮殿に向かって歩く。

　そして一歩足を踏み入れたところでユルゲンと遭遇する。

「懐かしい気配を感じたから、こうして迎えに来たぞ」

　かつて筆頭だった男は若い頃と変わらない笑みを浮かべた。

「ユルゲンか。老けたな」

「そりゃお互い様だろう」

　オルドヴィーンの遠慮ない憎まれ口を彼は笑い飛ばす。

　そしてオルドヴィーンは笑みを消した。

「我らは二度と会わないと思っていたのだが」

「それはそれで寂しいが」

　おどけるユルゲンを彼は睨にらむ。

「嘘うそをつけ」

「ははは」

　ユルゲンは笑っただけだった。

「いちいち茶ちや化かすな。貴様の悪い癖だぞ」

　オルドヴィーンは真ま面じ目めな話をしようとしているのに、すかそうとされる点が気に入らずむっとする。

「せっかちなのはお前のダメな点だぞ？」

　ユルゲンは笑みを浮かべ忠告した。

「今回はお前が憂慮している事態はない」

「……本当か？」

　オルドヴィーンはなぜ分かるとは聞かなかった。

　知り合ってから五十年近くの付き合いで、お互いの性格や思考パターンは熟知している。

「ああ。儂わしも最初は懸念したんだが」

　ユルゲンはそう言って彼を驚かせた。

「どうやら単純に後進が思ったよりもだらしないから、儂らを呼び寄せて一から鍛えなおしたいだけのようだ」

「……そんなことのために我らは呼ばれたのか？」

　オルドヴィーンは驚き半分、不満半分という面持ちで言う。

「言いたいことは分かるが、陛下も宰さい相しようも本気だぞ。……ウーヴェにも召集がかかっているそうだからな」

　ユルゲンは後半声を低めると、彼はぎょっとなった。

「ウーヴェまでもか？　本気すぎるだろう」

　彼の驚きぶりはユルゲンも賛同できる。

「とりあえず若者たちに同情したぞ」

　と彼が言えば、

「たしかにな。我らが今更必要とされるとは、と𠮟りたい気持ちがどこかに消えてしまったわ」

　オルドヴィーンもうなずく。

「そう言えばゼルギウスはすでに到着したぞ？」

　ユルゲンは思い出したように言う。

「意外だな」

　オルドヴィーンは軽く目をみはった。

「奴やつのことだからあちらこちらで人助けをして、私よりも遅れているのではないかと思ったのだが」

　同じく付き合いの長いゼルギウスの行動パターンを、オルドヴィーンは読み違えてしまったかと首をひねる。

「単にタイミングが良かっただけだ」

　ユルゲンは笑って事情を明かす。

「日頃の行いは大事。色んな時に表れる」

　と言ってゼルギウスが姿を見せる。

　先代八神輝レーヴアテインで三強と呼ばれていた男たちが再び集結したのだ。

「揃そろったか。揃ってしまったと言うべきか」

　オルドヴィーンは憎まれ口を叩たたく。

「そう言うな。儂も今日のことは予想していなかった」

　ユルゲンはため息をついた。

「我もだ。バルトロメウスは強い。あいつがいれば大丈夫だと思っていた」

　ゼルギウスの言葉に彼は重々しく、オルドヴィーンは少しいやそうな顔をしてうなずく。

「強いだけでは解決できない問題もあるということです。昔、あなた方に教わったと記憶していますが」

　そこにバルがやってきて三人に話しかける。

「出たな、バルトロメウス」

　とオルドヴィーンが獰どう猛もうな笑みを向けた。

「我らを隠居させてほしかったものだ」

　彼の言葉にバルはにやりと笑みを返す。

「後進の育成という点に関しては、あなたがたも人のことをとやかくは言えないでしょう？　わが師ユルゲン以外は育てた人数がゼロなのですから」

「それを言われると耳が痛い」

　ゼルギウスは素直に反省する。

「ふん」

　オルドヴィーンはバツが悪そうな顔で鼻を鳴らす。

「つまり儂が一番偉大だということだな」

　ユルゲンが笑うが、もちろん二人へのいやみだ。

「相変わらず」

　ゼルギウスはそっぽを向く。

「年を取ったら丸くなったかと思いきや、ダメな点が濃くなったか。バルトロメウス、少しは反省しろ」

　オルドヴィーンはバルに抗議をする。

「師匠の言動について私は責任がない立場なのですが」

　バルは苦笑した。

　彼はユルゲンに拾われて育てられた身なので、その人格形成に関して責任があるはずもない。

「分かっている。だから言うのだ、何とかしろと」

　オルドヴィーンの舌ぜつ鋒ぽうは変わらなかった。

「無理ですね。今更修正は不可能だと諦めましょう」

　バルは苦笑して肩を竦すくめる。

「お前もわりと遠慮ないよな、バルトロメウス」

　とユルゲンに睨まれるが、彼は少しも怖くない。

「遠慮されるほうがおいやでしょう？」

「もちろんだが」

　バルの切り返しを釈然としない顔でユルゲンは肯定する。

「はは、いい気味だ。まんまとやられてやがる」

　オルドヴィーンは愉快そうに笑う。

「いい度胸だ。表に出ろ」

　ユルゲンがすごむと、バルが二人の間に割って入る。

「やめてくださいよ。いい年して若い頃とそのままって、少しは落ち着いてください」

　そう言った彼は完全に呆あきれていた。

　何しろ彼が子どもの頃、初めてオルドヴィーンやゼルギウスと会った時と今では、何も変わっていないと言っても過言ではない。

「バルトロメウスがいると止めなくて楽だな」

　黙って見ていたゼルギウスが楽しそうに微笑ほほえむ。

「ゼルギウス様、勘弁してください」

　バルは苦笑する。

　ゼルギウスは悪意の人ではないのだが、案外したたかと言うか計算を用いる一面がある。

「無理だ。二人の衝突は我では止めきれない」

　とゼルギウスは申告する。

　嘘ではないのだろうが、最初から協力する気がないのは困りものだ。

「どうせならお二人は久々に手合わせしてみればいかがです？」

　と彼は提案してみる。

（言うつもりはなかったのだが）

　あまりうれしくないことに彼らは老いてもまだまだ血気盛んだった。

「儂らに年とし甲が斐いもなくやれというのか？」

　ユルゲンは少し不満そうだった。

「なら、年甲斐もない言い争いをまずやめてください」

　バルは怯ひるまず言い返す。

「ぐむ」

　さすがに自覚はあったらしく、ユルゲンとオルドヴィーンは言葉に詰まる。

「一本取られたね」

　ゼルギウスが愉快そうに笑う。

　遠巻きに彼らを見ていた宮廷人たちはみな胸をなでおろす。

　離れたところから見ていれば、一触即発にも感じられたのだ。

「さすがバルトロメウス様だ」

　それを見事におさめたバルに彼らは感謝し、尊敬の念を一層深くした。

「相変わらず人気があるな、お前は」

　とユルゲンが弟子に感心する。

「恐れ入ります」

　バルは驕おごったところなく答えた。

「あの強さで人気があるのは信じられんな」

　オルドヴィーンが言う。

「オルドヴィーン様は暴れん坊だったからでは？」

　バルは苦笑しながら指摘する。

「ぬう」

　オルドヴィーンはうなるが反論しなかった。

「いつまでも立ち話できませんし、そろそろ懐かしい陛下と宰相に会いに行きませんか？」

　とバルは提案する。

「陛下はともかく宰相は懐かしくないな」

　ユルゲンは憎まれ口を叩く。

「そもそも我らが若い頃、あいつ宰相じゃなくて宮廷書記官だったしな」

　とオルドヴィーンは細かい点にこだわりを見せる。

「でしょうね。私が八神輝レーヴアテインになった時、すでに宰相でしたが」

　バルはいやな顔をせずに答え、宮殿に向かって歩き出す。

「やれやれ」

　ユルゲンは言いながら彼の後に続き、オルドヴィーンとゼルギウスも倣ならう。

「バルトロメウス様と一緒なのは？」

　宮廷人がささやく。

　今となってはユルゲンたちの顔を知らない者が大半だった。

「知らない顔ばかりか」

「そりゃ引退して十年以上経たったからな。顔ぶれも変わるだろう」

　ゼルギウスにオルドヴィーンが答える。

「十年なら半数くらいは残っているでしょう。地方に異動になった者を含めれば、もう少し多いかと」

　とバルが前を歩きながら言った。

「ああ、異動組もいるのだったな」

　ユルゲンは忘れていたとつぶやく。

「年ではないのか」

　とオルドヴィーンはからかう。

「ぬかせ」

　ユルゲンは答え、バルは先が思いやられるなと苦笑する。







第八話　皇女の興味




　バルは元八神輝レーヴアテインの三名を送り届けた後に帰ろうとしたところで、ベアーテつきの侍女に声をかけられた。

「恐れ入りますが、姫様がお会いしたいとおっしゃっていまして」

　とても恐縮している。

　バルなら拒否しても問題にならないだろうし、ベアーテの気性からして彼女が責任を問われることもないだろう。

「分かった」

　だが、バルは招待に応じる。

　型破りな皇女が何を考えているのか、把握しておきたいからだ。

　お忍びで街に連れ出してくれ、くらいは平気で言いそうな性格だけに、気にかけておいたほうがいい。

「ありがとうございます」

　侍女は心の底から安あん堵どしていた。

　任務を達成できた喜びより、多少なりとも皇女を御ぎよせる人物が来てくれる安堵が上回っているようである。

（いつものことだと言えばそれまでだが）

　バルは苦笑してから侍女の後をついて、皇女が待つ場所へと足を運ぶ。

　いつもの庭にベアーテは座って優雅にお茶を飲んでいた。

　そして彼を見て微笑ほほえむ。

「呼んでごめんなさいね、バルトロメウス。わたくしから出向いてもいいのだけれど、それだとあなたに迷惑だとみんなが反対するものだから」

　彼女の言葉にそばに控えている侍女が全員同時に大きくうなずいた。

「よくぞ止めてくれた」

　とバルは侍女たちに感謝する。

　ベアーテが自分から足を運ぶ相手は、親兄弟のみ。

　それ以外、それも男性となるといらぬ噂うわさが立つことが目に見えている。

「恐れ入ります」

　侍女長が恭うやうやしく一礼する。

「私どものほうこそバルトロメウス様のお力添え、大変ありがたく存じます」

　ベアーテに手を焼いているだろう彼女が言えば説得力は大きかった。

「お互い大変だな」

　バルは同じ苦労を分かち合う同盟者を見る目を向けつつ、彼女と他の侍女たちをねぎらった。

「何やら釈然としませんが」

　ベアーテがむすっとして抗議する。

「自覚がないのですか」

　バルが侍女長をチラッと見ると、彼女は頭を抱えていた。

　努力がまったく報われていないと確定したからだろう。

　彼は心の底から同情しながら、皇女の前の椅子に座る。

「まあ来てくれたからよしとしましょう」

　ベアーテは機嫌を直して微笑む。

「本日はどのようなご用件ですか？」

　とバルが聞くと彼女は口を尖とがらせる。

「いきなり本題に入るのは無粋よ？」

「これは失礼」

　バルが謝ると、ベアーテはすぐに笑顔が戻る。

「バルトロメウスだから許してあげる」

　きわどい発言だったが、侍女たちは全員聞かなかったことにした。

　そして何食わぬ顔でバルのためにお茶を淹いれる。

「ありがとう」

　たとえ侍女でも礼儀を忘れない彼はひそかに人気があった。

　侍女もうれしさをしっかり押し殺しながら一礼して距離をとる。

「バルトロメウスって平民的よね」

　とベアーテが言い、侍女たちは凍り付いた。

　からかわれただけだと理解しているバルは笑う。

「私は平民ですから」

　そう答えてから疑問を投げる。

「何か不都合でもございますか？」

「いいえ」

　ベアーテは笑って首を横に振った。

「身に着けてほしい礼儀作法は問題ないもの。恐れ入るわ」

「さんざん仕込まれましたから。師に」

　とバルは答える。

「あなたの師はユルゲンだったわね」

　ベアーテの言葉に侍女たちの体が少し緊張する。

《破壊神》ユルゲンの威名は、彼女たちにも伝わっているようだ。

「ええ。あの人は貴族出身なのですよ」

　だから礼儀作法にも明るかったのだとバルは話す。

「そうだったわね」

　とベアーテはうなずく。

　ユルゲンが活躍したのは彼女が生まれる前で、彼女が幼少の頃に引退した。

　知らないことが多くても不思議ではない。

「わたくしが呼んだらユルゲンは来るかしら？」

　皇女はそうバルに聞く。

「来ると思いますよ」

　バルは答えてから苦笑する。

「殿下に呼ばれて来ないのは、ミーナくらいなものですよ」

　そのミーナも顔を見せていると彼は知っていた。

　ベアーテは皇女として型破りだが、人望のようなものはあるのかもしれない。

「ヴィルヘミーナは意外と話しやすいわよ？」

　とベアーテはにこやかに言う。

「私以外にそう思っているのは、おそらく殿下だけですね」

　バルは彼女を褒ほめ称たたえる狙いで答える。

　彼も言っているのだが、ミーナの態度は改まらない。

「そんなものかしら」

　ベアーテは不思議そうだった。

　ミーナの話は埒らちが明かないと考え、バルは話題を戻す。

「師を呼びたいとお考えですか？」

「いいえ。興味本位で聞いてみただけ」

　ベアーテは微笑む。

「そうでしたか」

　バルは単に人柄を知りたいだけだったかと納得する。

　ただ、一応たしかめておこうと思って話した。

「ご存じかもしれませんが、今わが師ユルゲン、オルドヴィーン様、そしてゼルギウス様が陛下に拝謁しているころです」

　ベアーテはお茶を飲もうとした手をぴたりと止める。

「話は聞いていたけど、今日だったのね」

　どうやら詳細は聞かされていなかったらしい。

「人をやれば会うことは可能かと思いますが」

　とバルは言う。

　ユルゲンたちは癖が強いが、皇族を軽んじるような人物ではない。

　ベアーテの呼び出しには応じるだろう。

「まあいいわ。別にすぐに会いたいわけじゃないから」

　と彼女は言った。

「そうですか」

　単に話のタネとして出したかっただけかとバルは解釈する。

「ところでアカデミーだけど、バルトロメウスは参加するの？」

　ベアーテは興味ありそうにたずねた。

「たぶん参加することになると思いますが、具体的なことはまだわかっていませんね」

　バルは正直に答える。

　アドリアンの影響力強化のためなら、おそらく彼は呼ばれるだろう。

　八神輝レーヴアテイン最強と言われている男が協力しないとなると、皇太子の功績に瑕か疵しを残すことになりかねないからだ。

「お兄様が持てあまさなければいいのだけど」

　ベアーテが言うが、これは皮肉ではない。

　彼女なりに兄を心配しているのだ。

　それに対してバルは沈黙を守る。

（器量に不安はないと言えば嘘うそになるが）

　一方で経験を積めば、よい君主になってくれるだろうという期待もあった。

「バルトロメウスにお願いできる？」

　ベアーテは真剣な面持ちで聞く。

「ええ」

　バルは答えてから聞き返す。

「純粋に皇太子殿下を心配なさっているわけではないかと思いますが」

　そして彼は探りを入れた。

　兄を心配しているのは本当だろうが、ベアーテはそんな純粋なだけの少女ではない。

「あら、わたくしがそんな女に見える？」

　ベアーテは笑いながらバルを見つめる。

「見えます」

　バルは真顔で即答し、視線を返す。

　彼の中のベアーテ皇女は悪意の人ではないのだが、他人の幸せだけを願うほど健けな気げな少女ではない。

「ふふ、ばれた？」

　彼女は笑っていたずらっぽく舌を出す。

　やはりかとバルは思いながら彼女を見つめる。

「お兄様が失敗したら私が後継者になりかねないでしょう？」

　ベアーテは不満そうに言う。

「殿下は至尊の玉座がほしくないと？」

　バルは一応流れに従って問いかける。

「いらない」

　彼女は即答した。

「迷わずですか」

　バルは予想通りの結果に笑う。

「だって、皇帝になったら今より自由がなくなるでしょう？」

　とベアーテは言った。

「それは確実ですね」

　誰も否定できない事実なのでバルは首を縦に振る。

「絶対にいや」

　ベアーテは奇麗な笑顔で言い切った。

「他の人には聞かせられませんね」

　とバルはため息をつく。

　彼女は苦労を他の兄弟に押し付けようと思っているのだ。

　どうせそんなことだろうと彼も考えていたから驚きはない。

　侍女たちだってはっきり口にしてしまったことに焦っているだけで、ベアーテの真意に驚いている者はいなかった。

「だからお兄様の成功をお祈りしているのよ」

　ベアーテは本気で言う。
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「何とも正直で利己的な祈りですね」

　バルは苦笑する。

　美しい妹に健気に祈ってもらうと言えば聞こえはいい。

　だが本音を知ればアドリアンはどう反応するだろう。

「お兄様だってわたくしの気持ちはご存じよ」

　ベアーテはそう言って微笑む。

　単なる開き直りに聞こえないのも彼女の魅力だろう。

「わたくしは正直者だから」

「正直者と言えば聞こえはいいですが」

　バルは苦笑する。

　苦笑するしかないという気分だった。

「ところでバルトロメウス」

　ベアーテは笑みを引っ込める。

「何でしょう？」

　大事な話かと思って彼も真剣な顔になった。

「アカデミーの件だけど、どうせならドラゴンを呼んだりエルフを招いたりできないものかしら？」

　とベアーテは聞く。

「またすごいことを思いつかれましたね」

　バルは心から感心した。

　友好関係にあるエルフの国から指導者を招しよう聘へいするというのは彼も考えていたのだが、ドラゴンはまったく想定していなかった。

「え、そう？　使えるものは何でも使えって言葉があるそうじゃない？」

　ベアーテはきょとんとする。

　彼女は自分の考えが異質だとは思っていなかったのだろう。

「そこでドラゴンを入れられるのが、あなたの美点ですね」

　とバルは褒める。

「そこで褒めてくれるのがバルトロメウスくらいなのよね」

　ベアーテは笑顔で言った。

　自分の異質さに関しては、まったく自覚がないわけではないらしい。

（それでも育ったのはすごいな）

　とバルは感心する。

　みんながどうしてこうなったと頭を抱える性格だが、彼には悪いことばかりだとは思わない。

「殿下の進言として報告しておきましょうか」

　とバルは確認する。

「ええ。あなたが言ったほうがきっとみんな聞いてくれるわ」

　ベアーテはさらりと言う。

　根が深い問題なように思えるのだが、本人は気にしていないようだ。

　生きたいように生きている結果だと受け止めているのだろう。

「自覚があるならもう少し何とかなると思うのですが」

　バルは惜しくなってつい言ってしまった。

　ベアーテは自由奔放なだけで、気配りができないわけではないし、頭もよい。

　自分の能力を正しく活用すればさまざまなことができるし、彼女の立場を改善させることにもなるはずだった。

「んー、気持ちだけ受け取っておくわね」

　と彼女は微笑む。

「出過ぎたことを申し上げました」

　バルは謝った。

「いいのよ」

　ベアーテは気にしてないと首を振る。

「あなたは私の味方だと信じているから」

　彼女はうれしそうに微笑んだ。

「ご信頼に背かぬよう、これからも尽くします」

　皇族の信頼に勝る誉ほまれはない。

　そう信じるバルはていねいに礼をする。

「やめて、堅苦しいのは苦手だから」

　ベアーテは困った顔になった。

「失礼しました」

　バルは肩の力を抜く。

「うん、バルトロメウスのそういうところが好きよ」

　と彼女は笑う。

　皇女が気軽に異性に放っていい言葉ではないのだが、もはや今更だ。

　侍女たちがハラハラしているのも今更である。

「ありがとうございます」

　バルはさらりと受け流す。

　この反応が最も尾を引かないと彼は知っていた。

「そろそろ失礼しますね」

　バルはいつまでも皇女と歓談してはいられない。

　仕事があるのもそうだが、時間をかけすぎると「仕事」ではなく「逢おう瀬せ」ではないかと考える者が出るのだ。

　どんな英雄でも無責任な噂とは無縁ではいられないのが人間社会である。

　皇女の名誉を守るためにもほどほどで引き上げるべきだった。

「かなわないなぁ」

　バルが去った後、ベアーテは一人つぶやく。

　彼女はバルの見立て通り頭は悪くないので、自分が守られたということをきちんと理解したのだった。




　バルが皇女の庭園を後にしたところ、皇太子直属の侍従とばったり出くわす。

「おお、バルトロメウス様。お探し申し上げておりました」

　喜色を浮かべて話しかけられたので、

「何かあったのか？」

　とバルは応じる。

　皇太子直属の彼が自分を探すのはかなり珍しいことだった。

「ユルゲン様がたと殿下の会食のセッティングが済んだのですが、できればバルトロメウス様にもご参加いただきたく思います」

　彼はそう理由を話す。

　もちろん彼ではなく主人のアドリアンの意思だろう。

「なるほど。今日の夜なら参加できると思うが」

　とバルは答える。

　アドリアンの地盤固めというなら協力を惜しむつもりはなかった。

「ありがとうございます！」

　侍従は喜びを爆発させたいのをこらえている顔で礼を言う。

「礼には及ばない。私も皇太子殿下を守もり立たてていきたいと思っているから」

　バルの答えに彼は安堵する。

「それでは殿下に報告申し上げ、準備に取り掛かります」

　会食となると参加人数が一人変わるだけでも、いろいろと変わるのだろう。

　皇太子の会食の参加メンバーも喧けん伝でんする必要がある。

「ああ、それはいいが」

　とバルは踵きびすを返した侍従を呼び止める。

「はい？」

　まだ何かあるかと彼は不思議そうな顔をして振り向く。

「ヴィルヘミーナも呼んでみたらどうだ？」

「ヴィ、ヴィルヘミーナ様ですか」

　バルの提案に侍従は明らかに怯ひるんだ。

「箔はく付づけにはうってつけだろう」

　彼は気にせずに話を進める。

「それはそうですが……」

　侍従はうっすらと汗をかく。

　ミーナに対する畏い怖ふは簡単には消せない。

　ミーナ自身にそんなつもりはないのだからなおさらだろう。

「私だけが言っても意味はないな。殿下に確認してみてくれ」

　とバルは提案する。

　アドリアン本人にその気がないなら彼は諦めるつもりだ。

「わ、分かりました」

　侍従はこくこくとうなずいて早歩きで去っていく。

　彼は忠義の士だから、バルの提案をアドリアンの耳に入れるだろう。

「これでよしと」

　バルはつぶやく。

　アドリアンが新しく皇帝になるなら、ミーナと付き合っていくという大仕事が必要だ。

　もちろん彼の側近となる者たちも。

　彼が城の外に出たところでミーナが姿を見せる。

「迎えに来てくれたのか」

「はい」

　彼女は即答した。

「ちょうどいい」

　バルは不思議そうな顔をした彼女に、先ほどの侍従とのやりとりを伝える。

「殿下から招待されたら応じてくれ」

「それはかまいませんが、皇太子にそんな度胸はありますか？」

　ミーナは不思議そうに首をひねる。

　彼女の中の皇太子像は、父親よりもさらに情けない男で固まっている。

「断言はできない。招待が来なかったら参加しなくてもいい」

　バルが言うと、

「ええ。アドリアンに覚悟があるのかどうか」

　ミーナはうなずいた。

　彼女の懐疑的な態度もバルは否定できない。

　アドリアンは特に非があるわけでもないのだが、どことなく頼りない印象が強いのだった。

「陛下も宰さい相しようも不安だから、急いでいるのだろうな」

　とバルは予想を口にする。

　鍛えれば解決する問題なら、早めに実行しようというわけだ。

「そう言えば確認なのですが」

　ミーナは真顔で切り出す。

「皇位継承権を持っているのは他にはベアーテだけですか？」

　彼女の問いは皇族に詳しくないことを示すものだった。

「他にも皇子が一人、皇女が二人いらっしゃるよ」

　とバルは答える。

「ベアーテとの二択よりはマシでしょうか」

　ミーナは相変わらず辛しん辣らつだった。

「性格ではなく能力で言えばベアーテ殿下が一番上かもしれないが」

　彼はそんなことを言う。

「おや、バル様はそれだけあの娘を買っていらっしゃるのですね」

　ミーナは少し驚いて目を丸くする。

「性格的な適性を考慮しなければな」

　とバルは言ってから苦笑した。

「性格的な適性を考慮するなら、ベアーテ殿下が一番向いてないだろう」

「それは理解できます」

　ミーナは納得の光を瞳に浮かべる。

「いずれにせよ、今のままなら継承問題は再燃しないだろう」

　バルは確信しているようだった。

　ミーナは小さくうなずく。

　二人が並んで歩き出したところで、息を切らせて侍従が走ってくる。

「ヴィルヘミーナ様、こちらでしたか」

「何だ？」

　ミーナが聞くと、彼は言った。

「今夜の会食に参加していただきたく、皇太子殿下から招待状をあずかっております」

　そして一枚の紙を差し出す。

「分かった。受けよう」

　彼女はバルから話を聞いていたこともあって即答する。







第九話　会食




　日が暮れた頃、バルはミーナの魔術によって再び城を訪れる。

「今日は服の指定があるんだったな」

　とバルはため息をつく。

　皇太子が主催の会食だけに服にも規定がある。

　ミーナと二人でやってきて、それぞれ服を借りて更衣室で着替えさせてもらう。

　これが貴族なら会食に出るための服くらい自分で用意しなければならないし、服のセンスが評判に影響する。

　八神輝レーヴアテインはここでも特別扱いだった。

　バルが着たのは白シャツとパンツに紺色のジャケットである。

　それに対してミーナは露出が少ない緑色のワンピースドレスだった。

「男はこういう時楽でいいと思ってしまう」

　とバルは合流した彼女に言う。

「羨うらやましいです」

　ミーナは圧倒的な美貌を持ちながらも、ファッションに興味がない。

　彼に対する羨せん望ぼうは本物だった。

「ヴィルヘミーナ様は元がお美しいですから、服や宝石が引き立て役にもなりませんね」

　彼女についていた侍女がそっとため息をつく。

　その賛辞をミーナは聞き流す。

　当然と思っているのではなく、どうでもいいのだ。

「じゃあ行こうか。みなさんはお揃そろいかな？」

　とバルは自分についている侍従に聞く。

「皇太子殿下以外はお揃いです」

　若い侍従は緊張した面持ちで答える。

「殿下をお待たせするよりはマシか」

　バルは苦笑した。

　侍従と侍女に案内されて、彼とミーナは会食のために使われる「湖の間」へ移動する。

「湖の間」は水色を基調とした場所で、中にはユルゲンたち三人と給仕役を務める者たちがいた。

　ユルゲンたちは長方形のテーブルに横並びに座っている。

「遅かったな」

　と言ったユルゲンは怒っているのではなく、からかっている顔だ。

「年長者を待たせるとはけしからんな」

　そう言ったオルドヴィーンも同じ表情である。

「我々は現役なもので」

　バルは彼らに怯ひるむことなく言い返す。

「言いよるわ」

　ユルゲンはうれしそうに笑い声を立てる。

　弟子の立派な姿が彼にとっては好ましいのだ。

「頼もしいかぎり」

　とゼルギウスも賞賛する。

「恐れ入ります」

　バルは答えてユルゲンと向かい合う位置に腰を下ろす。

　それを見てからミーナが彼の右隣に座る。

「この女がヴィルヘミーナか」

　ゼルギウスとオルドヴィーンは興味津々で彼女を見た。

「不ぶ躾しつけだな」

　ミーナは鼻を鳴らす。

　年長者というだけで遠慮する彼女ではない。

「鼻っ柱の強い娘だな」

　とオルドヴィーンは笑う。

「それくらいがよい。八神輝レーヴアテインたる者、みだりにへりくだるのも、おもねるのもよくない」

　とゼルギウスは満足する。

　彼らの反応にミーナは若干意外そうに眉を動かす。

　もう少し反発があると思っていたのだ。

「この方たちはよく言えば柔軟、悪く言えば無軌道なんだよ。さすがにベアーテ殿下ほどじゃないが」

　彼女の内面を読んだバルが笑みを含みながら言う。

「なるほど」

　ミーナはそれで納得する。

　一方でユルゲンたちにも影響はあった。

「我らが引き合いに出るとは、ベアーテ皇女はうわさ通りということか」

　ユルゲンは興味深そうに話す。

　うわさを知っているあたり、彼らはやはりただ者ではない。

　そばに控えながら背景と化している、侍従たちは思った。

「一度お会いになりますか？」

　とバルは聞く。

「興味はあるが、老骨が押し掛けるのはな」

　ユルゲンは皇女に対する遠慮を口にする。

　彼らは皇族、そして貴婦人への礼節を知らないわけではないのだ。

「ベアーテ殿下は興味をお持ちでしたよ」

　バルは今日のことを彼らに打ち明ける。

「ほう？」

　ユルゲンは目を丸くし、ゼルギウスとオルドヴィーンは黙ってバルの瞳を見つめた。

　三者三様に興味を抱いたようだ。

「意外と皇女と上手うまくいっているのか」

　ユルゲンがバルに言う。

「皇女は変わり者ですから」

　バルは苦笑気味に答える。

　彼は最強と言われているが、あくまでも平民の出だ。

　一般的な皇族であれば貴族出身のクロードやシドーニエと交流し、頼りとすることを考えるだろう。

「たしかに変わり者だ」

　とゼルギウスが同意した。

「それはいいが、ほどほどにな」

　ユルゲンは笑みを引っ込めてバルに忠告する。

　ベアーテがやっていることは平民人気につながることだ。

　ほどほどにしておかないと声望が高まって、皇太子の対抗勢力に育ってしまうかもしれない。

　貴族出身のユルゲンはそれくらい想像ができる。

「ええ」

　バルは師匠の言いたいことを理解してうなずく。

「皇太子がバルトロメウス様と親しくなれば解決する問題ですが」

　ミーナが隣から口をはさむ。

　相手がユルゲンということで彼女は敬語を使った。

「まあそうだな」

　とユルゲンは微笑ほほえむ。

「だからお前たちが召集に応じたのはよかった」

「恐れ入ります」

　バルがそう言ったところでドアが開き、アドリアンが年の近い側近二名を従えて入ってくる。

「待たせてすまない」

　彼が詫わびたところで一同は立ち上がり、皇太子を出迎えた。

「いえいえ。お忙しいでしょうから」

　とバルがまずは言葉を返す。

「我ら老骨はヒマを持て余していた身。お気になさらず」

　次にユルゲンが答えた。

　最後にミーナとなるのが普通なのだが、彼女は沈黙を守る。

　辛しん辣らつな言葉を放たないだけマシだとアドリアンも知っていた。

　だから彼は気にせず指定席の上座に腰を下ろす。

　側近たちはついてこず、ドア付近で待機する。

　席に着いたアドリアンは改めて一同を見回して口を開く。

「今日は私のためにありがとう」

　ミーナを含めた全員が小さくうなずく。

「これからいろいろと力を借りたい。よろしく頼む」

　彼のあいさつは短かった。

　これでいいとバルは思い、

「こちらこそ」

　と答える。

「では今後の帝国の繁栄を祈って乾杯」

「乾杯」

　皇太子アドリアンの言葉にみなが応じて酒が入ったグラスを掲げた。

　今回はお互いのグラスを当てたりはせず、そのまま飲み干す。

「ユルゲンたちの顔を見るのは久しぶりだな」

　皇太子はなつかしそうに古参組三人を見る。

「お久しゅうございます」

　と言ったのはユルゲンで、残り二人はうなずいただけだ。

「隠居生活を送っていたのに呼び立ててすまないな」

　アドリアンは三人に詫びる。

「いえ」

「我らの力が必要でしたらいくらでも」

　三人はいやな顔を見せず、勇壮な顔で答えた。

「ウーヴェも呼び出す手はずが整っている」

　とアドリアンが言うと、三者三様に表情を動かした。

「それは思い切ったことをなさいましたな」

　ユルゲンが代表して言う。

「帝国は現状でも強いかもしれないが、無意識のうちに気のゆるみがあったことは否定できないように思う」

　アドリアンは渋面を作って話す。

「それを改善するためには、ウーヴェはうってつけだろう」

「御意」

　ユルゲンたちはいっせいにうなずく。

　ミーナはそれで興味を持つ。

「まあ方向性は違うがお前に近い人だよ」

　とバルが小声で彼女に話す。

「私とですか」

　ミーナは意外さを禁じ得ない顔で彼を見つめる。

「たしかに。ヴィルヘミーナの苛か烈れつさ、誰にでも厳しい態度は、ウーヴェを彷ほう彿ふつさせるな」

　ユルゲンは驚くどころか納得した。

「そのウーヴェはいつ来るんだ？」

　とオルドヴィーンが疑問を抱く。

「国境にいたらしくて、もう数日かかるとのことだよ」

　アドリアンが答える。

「国境ですか。あいつが意味なくそんなところにいるとは思えないですが」

　ユルゲンが探るように彼を見た。

「何もないはずだよ。少なくとも国は指示を出していない」

　と皇太子は答える。

「でしょうね。私もいま驚いていますし」

　バルが彼に賛同したことで、ユルゲンは疑問を引っ込めた。

「考えすぎか」

「国の現状を知らないと、効果的に動けない。ウーヴェといえど、そこは変わらない」

　とゼルギウスは言う。

「だな」

　オルドヴィーンもうなずく。

「ライヘンバッハはまだ現役だから、先代の主要な面メン子ツはウーヴェが到着すれば揃うわけだ」

　とアドリアンは言って魚料理を食べる。

「現役がふがいなくて申し訳ありません」

　バルは詫びた。

「そんなこと思ってないって顔になってるぞ？」

　とユルゲンが弟子をからかう。

「いやまあ、現役を育てたのは先代ですからね。現役がふがいないのは、先代の指導と育成に問題があったのでは？」

　バルはからかいを返す。

「一理ある」

　ゼルギウスは生き真ま面じ目めな顔で認める。

「面目ない」

　とオルドヴィーンは言った。

「八神輝レーヴアテインって強さ重視で、育成力や指導力は考慮されないからなぁ……その辺の弊害が出たってことかもしれないね」

　アドリアンは苦笑する。

「否定はできませんね」

　とバルは認めた。

「育成制度が整っておらず、勝手に育ってくるのを待つのだとすると、時代によって強さはバラバラになるのでは？　と思いますね」

　ミーナが彼に話しかける。

「もしかしたら、陛下の真の狙いはそれかもしれないな」

　バルははたと気づく。

「一定水準の力、八神輝レーヴアテインクラスの実力者を安定して育てられるように、ということか」

　ユルゲンがそう言って彼はうなずいた。

「むしろ宰さい相しようっぽいけどね」

　とアドリアンが言う。

「父上、陛下は必要以上の戦力は求めていないから」

「それはそうですね」

　バルは皇太子の見解に同意する。

　帝国は強大な軍事力と豊かな経済力を持った大国で、その気になればもっと領土を拡大したり、属国を増やすことができるだろう。

「力に溺おぼれず、濫らん用ようせず、立派な方です」

　とバルは言った。

「たしかに。その点は同感です」

　ミーナが同意する。

　彼女がバルの味方をするのはいつものことだが、皇帝を褒めるのは珍しかった。

　それを知るアドリアンは意外そうに彼女を見る。

　彼女は何も言わず鼻を鳴らす。

「殿下はその点どうお考えですかな？」

　とユルゲンが問いかける。

「私は父の路線を受け継ぐつもりだ」

　アドリアンは明言する。

「おや、言い切っていいのですか」

　バルも驚いた。

　皇太子の性格を考慮すれば、もっとあいまいな答えを返すと思っていたのだ。

「ああ」

　アドリアンは力強くうなずく。

「だいたい今より領土を拡大しても、維持するのは大変だろう。人手や資源は無限じゃないんだ」

「同感です」

　最初に賛成したのはユルゲンだった。

「先代はけっこう無む茶ちやだった」

　とため息をついたのはゼルギウスである。

　ユルゲンの名が轟とどろいたのは、先代の強硬的な路線のおかげだった。

「話を変えよう」

　まずい流れになりそうだと慌てたアドリアンは、次の話題を出す。

「バルトロメウスはベアーテとどうなんだい？」

　老人たちの視線もいっせいにバルに刺さる。

　バル自身は飲み物を吹き出しはしなかったが、一瞬硬直した。

「何もありませんよ」

　ごくりと喉を鳴らしてバルは答える。

「年も離れているし、身分も違いますしね」

「年齢はともかくお前は八神輝レーヴアテインだろう。皇女とつり合いはとれるはずだぞ」

　ユルゲンが遠慮のない指摘をした。

「その通りだね。前向きに検討してもらいたい」

　とアドリアンが言う。

　彼の狙いは単純で、バルを皇族に取り込みたいのだ。

　実現すればベアーテが力を持つ危険性を、大きく上回る利点がある。

「ええ」

　バルは彼の計算を読みながら言げん質ちを与えるのを避ける。

　検討してくれという頼みに返事をするだけでは何も変わらない。

　アドリアンもそのことに気づいているが、ここで踏み込まなかった。

（ヴィルヘミーナがどう出るかだな）

　と皇太子は思う。

　彼女とバルの関係性は謎が多い。

　気の合う相棒のようでもあり、主従のようでもあり、恋人のようでもある。

　はっきりとしていない以上、彼女に気を使う必要はないと判断して踏み込むのは危険だという予感はあった。

「バルトロメウス」

　ユルゲンが不意に呼びかける。

「いつまでもあやふやのままでいられると思うな」

「それは分かっているつもりです」

　バルが答えると、彼はうなずいた。

「今日のところはこれで勘弁してやる」

　ユルゲンの一言でこの話は終わる。

　ミーナがうっすらと不穏な空気を放っているのを、全員が気づいていた。

「親睦を深めるのかと思いきや、変な方向になったな」

　とオルドヴィーンが言う。

「まあかまわないだろう。前からの知り合いが多いんだから」

　ユルゲンはそう言った。

「入りづらい話題が多いのは困りものだな」

　とバルがミーナを見る。

「いえ、人柄を知るよい機会です」

　ミーナはにこりと答える。

（ほんとバルトロメウス相手だと別人格だな）

　アドリアンは思うが、声に出すのは踏みとどまった。

　とにかく扱いにくいミーナの心証を悪くする愚は犯せない。

　なごやかに食事は進んでいく。

「ヴィルヘミーナは強そうだな」

　とゼルギウスが不意に言う。

「突然なんですか？」

　ミーナは一応敬語を使う。

「何、あなたを見ていたら少しうずうずしてきただけだ」

　ゼルギウスは笑った。

　しわの多い顔が、さらにしわまみれになる。

「そう言えば我らの中でお前だけはまだ現役だったな」

　ユルゲンが思い出したように言う。

「まさか冒険者なんてやっているとは笑ったぞ？」

　オルドヴィーンも続く。

「冒険者はよい。いろんな場所に行っていろんな顔を見られる」

　ゼルギウスは気分を害さずしゃべる。

「分かります」

　賛成したのはバルだ。

「それがお前の選んだ道か」

　とユルゲンが言った。

「そうだ。育ちゆく若人わこうどを見守ることもできる」

　ゼルギウスは返す。

「見守るだけじゃ足りなかったという話になりそうだ」

　オルドヴィーンが嘆息する。

「仕方ない。いつの世も指導者の手は足りない」

　ゼルギウスの答えにユルゲンは小さくうなずいた。

「何か自然といい感じにまとまりましたね。お見事です」

　バルが彼を称たたえる。

　もちろん狙ってやったわけではないのだろう。

　だが、だからこそすごいと彼は思った。

「せっかくだから、ユルゲンたちに引退した後の話を聞いてみたかったんだが、上手うまくいかないな」

　アドリアンが運ばれてきたデザートに手を伸ばしながら苦笑する。

「聞いても面白いものはありませんぞ。ゼルギウス以外は隠居老人でしたからな」

　ユルゲンが笑って答えた。

「そうなんだが」

　皇太子は残念そうに言いよどむ。

「今はともかく、機会があればお話ししてはどうですか？」

　とバルが師匠に提案する。

「隠居したからこそ気づけたこともあるでしょう」

「……否定はできんな」

　ユルゲンは小さくうなずいた。

「そうか。ありがたい。感謝する」

　アドリアンはうれしそうに笑う。

「時間的余裕はあるからまあいいか」

　とオルドヴィーンも賛成する。

　そのまま会食は終わってしまった。

「この後、私は仕事に戻らないといけないのだが」

　皇太子は残念そうに言う。

「私も帰ります」

　とバルも言った。

「じゃあ私も」

　ミーナも彼に倣ならう。

「またいつでも会えるしな」

　ユルゲンは笑った。

「そうだな」

　オルドヴィーンは同意してぐいっと飲み物を飲み干す。

　老齢とは思えないほど豪快な飲みっぷりだ。

「ではまた相談があれば連絡する」

　最初にアドリアンが出ていき、その後にバルとミーナが続く。

　彼ら二名は借りた服を着替えて返して合流する。

「何とも凡ぼん庸ような集まりになってしまいましたね」

　とミーナが率直に感想を言った。

「いいことじゃないか」

　バルはそう返す。

「我々が平凡な集まりをするということは、それだけ平和である証だ」

「御意。私が浅慮でした」

　ミーナは目を伏せて言った。

「気にするな。さあ帰ろう」

　とバルは彼女の肩を抱く。







第十話　先代将軍ウーヴェ




　その日、一人の老人が帝都の門を通過して中に入った。

「私のご奉公はもう終わったと思っておったが……まだやることが残っていたとはな」

　白いあごひげをたくわえた老人が騎士団の駐屯所の前までやってきてつぶやく。

　しわだらけだがまだ背筋はしっかり伸びていて、足取りも確かであり、緑色の眼光は鋭く見た者に緊張を強しいる力がある。

　かつて将軍の座にあり、《鬼将軍》の異名をとったウーヴェその人だ。

　彼を見たかつての部下、現在要職にある騎士が背筋を伸ばし、緊張を隠し切れない顔で迎える。

「ヴァインベルガーはいるか？」

「はっ。こちらへどうぞ」

　相手が相手だけあって立ち番中の騎士も待たせるような真似まねはせず、そのまま通す。

　本当ならば誰かが走って知らせるべきなのだが、それを思いつく者は誰もいなかった。

　中にはウーヴェの顔を知らない若手もいて、不思議そうに先輩騎士にたずねる。

「あの方はいったいどなたなのですか？」

　老人の顔を知る誰もが緊張していることから、並大抵の人物ではないのだろうということは予想ができた。

　しかし、それだけだったのである。

「あのお方が先代将軍のウーヴェ様だ」

「げえっ」

　若手は思わず声を出し、慌てて両手で口を押さえた。

　正規騎士にあるまじき醜態だったが、先輩騎士は決して咎とがめようとしない。

「あの方があのウーヴェ将軍なのですね」

「そうだ。あのお方があのウーヴェ将軍だ」

　冬でもないのに寒そうな表情で騎士たちは言い合う。

　彼らは凄すさまじい嵐の到来を覚悟した市民のような顔つきへと変わっている。

　部下たちがそんな思いをしていたころ、ヴァインベルガーは将軍に宛あてがわれる部屋で静かに迷走していた。

　普段は城に勤めている彼がこちらにいるタイミングでウーヴェが来たのは偶然ではないからである。

　ノックとともに緊張した声が彼の耳に届く。

「将軍、失礼いたします。ただいまウーヴェ様がいらっしゃいました。将軍に会いたいとおっしゃっていますが」

「お通ししろ」

　失礼がないようにとヴァインベルガーはあえて言わない。

　彼に無礼を働けそうなのはヴィルヘミーナくらいしかいないからだ。

　そしてすぐにウーヴェはやってくる。

「久しぶりだな、ダヴィド」

　ファーストネームで呼びかけるウーヴェに、ヴァインベルガーはうやうやしい拝礼をもって応えた。

「お久しぶりにございます、ウーヴェ様」

　ヴァインベルガーにとってウーヴェは恩師に当たる。

「なかなか将軍としての働きぶりが様になっていると評判のようだな」

「恐れ入ります」

　彼がウーヴェに対して敬意を向けているのは、何も先代だからというだけではない。

「それで、ウーヴェ様からご覧になっていかがでしょうか？」

「悪くはないが結果論だな。騎士どもの意識はやや甘いのではないか？　私を見てすぐにお前のところへ駆け出す騎士がいなかったほどだ。そのような意識で、緊急時に戦えるのか？」

「……返す言葉もございません」

　ウーヴェの指摘をヴァインベルガーは恐縮して聞く。

　彼が《鬼将軍》と呼ばれるほど厳しかったのは、常に最悪の事態に備えるようにという意識が強かったからだ。

　ヴァインベルガーはそれを理解しているし、自分が恩師ほど徹底できていないという自覚もある。

「口先だけの謝罪か？」

　ウーヴェの眼光がさらに鋭くなり、ヴァインベルガーは思わず首をすくめたくなった。

　恩師は理不尽ではなかったが、適当な言い逃れは絶対に許さない厳格な性格である。

「可及的速やかに問題点を洗い出し、改善に努めます」

「月に一度はチェックしに来るから、そのつもりでいろ」

　というウーヴェの言葉にヴァインベルガーは驚かなかった。

　予想できていたからである。

　むしろ月一回ならば、昔よりも優しくなったと言えるほどだった。

「今日のところは見学だけさせてもらう」

「はい。誰かに案内させましょう」

「うむ」

　ウーヴェの再登場により、騎士団は緩んでいた空気が引き締まるだろうとヴァインベルガーは思う。

（ただそれだけではすまないだろうが）

　とも思わずにはいられなかった。

　ウーヴェはユルゲンと同世代で、彼が攻め取った領地の治安維持を任せられたことがある。

　移住した帝国民を特別扱いせず、亡国の民と公平に扱って厳しく取り締まったため、西方では人望が厚い。

　必ずや変化が生まれるだろう。

　そう予感したヴァインベルガーが昼の休みに騎士団の食堂にやってくると、ふらりとバルが姿を見せた。

　仮面で素顔を隠したいつもの出いで立たちに、みなの視線が彼に集まる。

「珍しいな、バルトロメウス」

　騎士団と八神輝レーヴアテインの接点は意外と少ない。

　用がなければ会わないどころか、日常で互いの姿を見かけない日のほうが多いくらいだった。

「何の用だ？　昼飯時は勘弁してほしいのだが」

　とヴァインベルガーは言う。

「当然だな」

　バルは苦笑する。

　せっかくの貴重な昼休みを邪魔されたくないという気持ちは、彼もよく分かった。

「だが、貴殿を確実に捕まえるためにはこの時間帯を狙うしかなかったのだ」

　と説明した。

「それだけのことか」

　ヴァインベルガーは少し考える。

　バルは話が分かり、配慮ができる男だ。

　ならば応じようと視線を移す。

「貴殿なら騎士団の食堂を利用できると思うが？」

　と彼にどうするのか聞いた。

　通常、騎士団の食堂を利用できるのは騎士団員だけだが、これは身元の問題である。

　バルなら誰だかはっきりしているので、特例で許可は出るだろう。

「将軍殿が保証してくれるならそうなんだろうな。だが、自分の分は持っている」

　彼はそう答えて、魔術具から白い布で包んだ四角の箱を取り出す。

「ヴィルヘミーナお手製か」

「そうだ」

　バルは照れずに即答する。

「少し待っていてくれ。調達してくる」

　ヴァインベルガーはそう言って、持ち運びしやすいパンに肉や野菜をはさんだものと、それを包んだ紙ごと持ってきた。

「では執務室へ行こう。あそこなら落ち着いて話ができるだろう」

　という提案にバルは従う。

　執務室は第一騎士団の建物の二階にある。

　着いたところで、

「ウーヴェ様の代から二階に移ったんだったな」

　とバルは言った。

「そうだ。いちいち上まで伝令が上がってくるのを待つのも、下の階に降りていくのも時間の無駄だとおっしゃってな」

　ヴァインベルガーはうなずく。

　伝令に関しては通信魔術で解決できるが、団長が下まで降りていく時間についてはどうしようもない。

　団長が騎士団の規則や、帝国の法律を破るわけにはいかないからだ。

「あの方らしいな」

　バルは笑ってあいている来客用の席に座る。

「そこだと話ができないからな。少し待っていろ」

　ヴァインベルガーは自分の昼食を机に置くと、部屋の執務椅子を掴つかんでバルのそばへと移動させた。

　どかっと腰を下ろして彼はバルに聞く。

「それで話とはなんだ？」

「ウーヴェ様の件だ」

　とバルは言った。

「どうだ、今のところは？」

　バルの問いにヴァインベルガーは困った顔で、

「顔見せの段階だからな。何とも言えない」

　と答える。

「みんなは戦々恐々としてるかと思ったが、意外とそうでもないんだな」

　バルの感想に彼は苦笑した。

「ウーヴェ様のことを知っている世代だけだ。若手は半信半疑だ」

「なるほど」

　バルは納得する。

　ウーヴェの数々の逸話を知らないということはさすがにないだろうが、誰かから聞いただけとなると、緊張感は持てないのだろう。

「若いことはいいことだ」

　とバルは言った。

「お互い、もうそんな年になったんだな」

　ヴァインベルガーが笑う。

「違いない」

　バルは答えてミーナが持たせてくれた箱のフタを開く。

「ほう、パンに野菜か。美味うまそうだな」

　とヴァインベルガーが興味深そうに言った。

「知らなかったのか？　ミーナは料理上手だぞ」

　バルは仮面を取って言い返す。

「知らなかったな。というか、ヴィルヘミーナの料理の腕を知っている者は、貴殿一人だけじゃないのか？」

　ヴァインベルガーはもっともな疑問を口にする。

「否定できないな」

　とバルは認めた。

　ミーナが彼以外のために料理を作るのか、彼だって謎である。

「気をつけないと惚のろ気けに聞こえるぞ、バルトロメウス」

　ヴァインベルガーはそう言って彼をからかった。

「なるほど、そういう見方もあるわけか」

　バルは純粋に感心したので、不発に終わってしまう。

「つまらんな」

　と言いつつヴァインベルガーは自分の食事に取り掛かる。

　彼のサンドイッチは肉が多く、パンと野菜は申し訳程度の量に見える。

「肉だらけだな」

　先ほどのお返しとばかりにバルが指摘した。

「毎日のように体を動かすからな」

　ヴァインベルガーは言い返す。

「将軍は書類仕事だらけのはずなんだが」

　バルは笑う。

「その通りだが、いざという時に体がなまりすぎていて役に立たない、ではすまない立場だからな」

　ヴァインベルガーの答えはもっともらしいものだ。

　しかし、バルは知っている。

　当代の将軍殿は単純に体を動かすことが好きで、書類仕事が好きではないのだと。

　職務に影響は出ていないので、とやかく言うことではないのだが。

「まあそうだな」

　とバルは引き下がった。

　軽口の応酬をしているだけで、相手をやり込めたいわけではないのだ。

　肉を飲み込んだヴァインベルガーがうかがうようにバルを見る。

「まさかと思うが、貴殿の用件は終わったのか？」

　その顔にはわざわざ来るほどかと書いてあった。

「もう少しあるよ」

　バルは答えてからパンを口に放り込む。

「そうか」

　ヴァインベルガーはそれだけ言って食事に戻る。

　もしかしたら単に親睦を図りたかっただけか、と彼はバルの意図を予想した。

　八神輝レーヴアテインと彼が統率する騎士団の仲は悪くないが、いいわけでもない。

　その点を見直して改善したいなら理解はできる。

「私としても、八神輝レーヴアテインとの関係を改善するというのは賛成だ」

　様子をうかがう意味でヴァインベルガーは発言した。

「私も異論はないよ」

　とバルは答える。

　その反応からヴァインベルガーは自分の予想が外れたと直感した。

　ではどんな理由だろうと彼が怪け訝げんに思うと、

「何だか考えすぎていないか？」

　とバルは苦笑する。

「……貴殿は自分の立場の認識が甘いようだ」

　ヴァインベルガーは眉間にしわを寄せた。

「八神輝レーヴアテイン筆頭と言われる貴殿が動くということは、それなりの事態だと考えるのは自然なのだぞ？」

　忠告を兼ねて彼はバルに言う。

「言われてみればそうだったか」

　バルはそう言ったが反省した様子はない。

　妙だなとヴァインベルガーは思う。

　彼が知るバルは己の非を素直に認められる男だ。

「……わざとか？」

　ヴァインベルガーは結論を出す。

「まあ気にしなくてもいいと判断したのはたしかだ」

　とバルは認める。

「貴殿ほどの男があえて気遣いをしないとは、本当に何事だ？」

　ヴァインベルガーは疑念を強くする。

「何、ウーヴェ様の指導を受けられたらよいと思っただけだ」

　さらりとバルは言った。

「……何だと？」

　ヴァインベルガーは頭が真っ白になる。

　目の前の男が何を言ったのか、理解するのに少しの時間が必要だった。

「貴殿がウーヴェ様に教えを乞うと言うのか？」

　ヴァインベルガーは聞き返す。

　それだけ彼は衝撃を受けたのだ。

「ああ」

「貴殿の師、ユルゲン様の許可は得ているのか？」

　ヴァインベルガーは問いを重ねる。

「教えを乞うと言っても、後進の指導についてだ。戦闘のことじゃない」

　バルは苦笑して答えた。

「それはそうか」

　ヴァインベルガーは驚きのあまり、自分が勘違いしていたことに気づく。

「そ、そうだな。貴殿がさらに強さを求める必要はないものな」

　これ以上強くなってどうするのだという思いが、無意識ににじみ出ている。

「さらに高みを目指すのは悪くないんだが」

　とバルは言ってにやりと笑う。

「今問題になっているのは、後進が育ってないことだからな。正直なところ、私もまったく自信がない」

　彼は苦笑気味に告白する。

「だろうな。貴殿の力は個性的すぎる」

　ヴァインベルガーは理解を示す。

「その点わが師ユルゲンは上手うまかったのだが……」

　とバルは言った。

「なるほど、あの方たちが召集された理由はそこにあるのだろうな」

　ヴァインベルガーは応じる。

　確認するような口ぶりだった。

　彼だって予想はできていたのだろうなとバルは思う。

「しかし貴殿が申し出れば、みなが驚くだろう」

　とヴァインベルガーは言った。

　予想のようだが、彼は確信しているらしい。

「かもしれないな」

　バルは他人ひと事ごとのような態度を見せる。

「もう少し真剣に考えたほうがよいのではないか？」

　ヴァインベルガーはちょっと困って言った。

　バルが自分の影響力を軽視するのは、帝国全体にとって好ましくない。

　その点を自覚してもらいたいという気持ちで彼を見る。

「気にしてばかりはいられないさ」

　バルは水を飲みながら答えた。

「私の言動に逐一揺れ動くようでは、民の安全を守る資格がいささか足りないと思わないか？」

　そしてヴァインベルガーに問いかける。

「なるほど、そういった見方もあるか」

　将軍としての彼は一分の理があると思ってしまう。

　もちろん騎士たちにとってはたまったものではないだろうが、少々のことでは動じない精神力というやつは、時として要求されるのだから仕方ない。

「根性で物事は解決しないが、根性がないと物事を解決できない。面倒なことだ」

　とヴァインベルガーはぼやく。

「そうだな」

　バルはやわらかく同意する。

「ところでヴィルヘミーナはどうする？」

　とヴァインベルガーは不意に聞いた。

「貴殿がそのように行動するなら、彼女もついてくるのではないか？」

「まだ彼女にたしかめていないな」

　バルは忘れていたという顔で答える。

「貴殿の考えは知っているんだな？」

　ヴァインベルガーが確認する。

「ああ。今日ここに来る前に伝えておいた」

　とバルは言った。

「ふむ」

　ヴァインベルガーとしては思案どころだ。

　ミーナの性格を考えるなら、バルについてきてもおかしくない。

　だが、それを彼に伝えないのはやはり彼女の性格的に変だ。

「ヴィルヘミーナは後進の指導には興味がないのか？」

「そう思っていたが、最近は違う。リリという才能ある少女を知って変わったと言えるかもしれない」

　とバルは話す。

　リリのことも、彼女がその気なら話は早かったのだ。

「あれほど実力ある魔術師が後進の育成に興味ないのは困るが、変わったのなら喜ばしいことだ」

　ヴァインベルガーは言う。

「ひとまずウーヴェ様の指導がはじまったら顔を出すからよろしくな」

「承知した」

　食事を終えたバルはそう言い残して将軍の執務室を後にした。







第十一話　調整




　夜、ミーナはいつものように自宅にやってきたので、バルは彼女に聞いてみることにする。

「突然だが、弟子取りに興味はないのか？」

「本当に突然ですね」

　ミーナは目を丸くしたが、すぐに答えた。

「今は興味ないですね」

「そうか」

　予想通りだったが、それだけにバルは悩む。

（どうしたものか）

　彼の反応に気づいたミーナは首をかしげる。

「どうかなさいましたか？　私が弟子を取らないと何か不都合でも？」

　彼のためなら善処すると言わんばかりだった。

「私じゃなくて、帝国がな」

　バルは率直に返事をする。

　ミーナにごまかしは通用しないからだ。

　それに正直にぶつかったほうが、真剣に応えてくれるだろう。

「八神輝レーヴアテインとして力を貸すが、国の問題には介入しないという契約を結んでいたりするか？」

　バルとしては最初に聞いておきたかった。

　彼女が八神輝レーヴアテインになった経緯に深くかかわっているが、契約内容については知らないのだ。

「力を貸すかどうか私の一存で決めると、皇帝は納得していますが」

　とミーナは答える。

　八神輝レーヴアテインにあるまじき契約内容と言えるが、それでも彼女の力は欲しかったのだろう。

（もっとも陛下のことだから、私を介せばたいがいの依頼は断られないと読んでいた可能性が高いが）

　とバルは直感する。

「興味がないのに弟子取りをやる意味はないだろうな。第一、弟子が気の毒だ」

　彼の言葉にミーナはうなずいた。

「そうでしょうね。バル様こそ弟子はおとりにならないのですか？」

　そして率直に聞く。

「私がか？」

　バルは意表を突かれて目を丸くした。

　立場的に彼が弟子取りするのはアリだろう。

　だが、彼自身がその選択肢を入れていなかったのには理由がある。

「私の力は異質すぎて、後継者は無理だ。魔力を使う点は同じでも、魔術と異能は別ものなんだろう？」

　ミーナはじっと彼を見つめた。

「帝国がその気になれば、異能持ちくらい探し出せるのでは？」

　彼女の発言は疑問と言うよりは提案だとバルは感じる。

「言われてみればそうだな」

　と彼は認めた。

「帝国の問題と言えば、異能持ちを積極的に探して集めようとしない点にあるかと愚考いたします」

　ミーナは主張する。

「異能持ちは数が少なく、体系化されていなくて、汎はん用よう性せいも低いからな」

　バルは自嘲気味に言った。

　彼と彼の師ユルゲンは幸い戦いに向いた異能だったので、八神輝レーヴアテインという地位を得て生活に困らなくなったが、そのような者たちばかりではないだろう。

「バル様の功績を考えれば要求しても過分にはならないと存じますが」

　とミーナは言う。

　心の底からの進言だろうから、バルとしても無下にはできず考えてしまう。

「そのほうが国内の救護院の支援も手厚くできる可能性があるか」

　メリットを挙げるならまずはこれだ。

　異能持ちを探し出して、国のために育てるなら救護院の子どもたちのためになる。

「ええ」

　とミーナはうなずく。

「たしかに悪くないアイデアだ」

　バルはどうして今まで思いつかなかったのかと少し悔しい。

「お役に立てて何よりです」

　ミーナは満足げに微笑ほほえむ。

「宰さい相しように相談してみるとしよう」

　とバルは言ってから、彼女に聞く。

「私はウーヴェ様の指導方法を学ぶつもりだが、お前はどうする？」

「バル様がですか？」

　ミーナは大きく目を見開き、息を飲む。

　彼の発言に相当な衝撃を受けたらしい。

「『闇の手』騒動がひと区切りついて、今なら余裕があるからな。それに私もそろそろ弟子取りを考えてもいい年になった」

「弟子取り……」

　バルの返答にミーナは何か感じることがあったようだ。

「お前もやるか？　ヴィルヘミーナが弟子取りを前向きに考えはじめたと知れば、みんなが喜ぶだろう」

　と彼は言う。

　ミーナは周辺国家最強の魔術師であるのは間違いない。

　そんな彼女に弟子入りしたい者はいくらでもいるだろう。

　長続きするのかという問題は、この際バルは目をつぶる。

「顔も知らない有う象ぞう無む象ぞうを喜ばせるつもりはありませんが」

　ミーナはきつい表現を用いて、譲れない一線を示す。

「それでもバル様が弟子取りをなさるなら、私も一人くらいはやってみてもいいかもしれません」

　同時にやる意思も見せる。

「動機がそれはどうなんだ？」

　とバルは疑問に思うが、すぐに自分で打ち消す。

「大切なのは動機よりも結果か」

「そうでしょう。崇高な志を持っていれば、何をしてもいいことにはならないですから」

　ミーナはしれっと言う。

「一応一緒に宰相に相談してみるか」

　とバルはつぶやく。

　ひょっとしたら宰相はミーナの弟子取りを反対するかもしれないからだ。

　理由については彼は思いつかなかったが。

「ところでバル様」

　とミーナが呼びかける。

「どうした？」

「クロードやシドーニエは弟子をとってなかったように思うのですが」

　ミーナは疑問を彼にぶつける。

「クロードはたしかいたはずだな。私も会ったことはないが」

「いたのですか？」

　バルの回答に彼女は驚く。

「ああ。シドーニエにはいないのはたしかだ」

　とバルは続けて答える。

「持ってない者のほうが多数ですね。その点に問題が表れていると言えそうです」

「否定はできないな」

　ミーナに言われて彼は苦笑した。

「八神輝レーヴアテインの中で弟子がいるのはクロードだけなんだから」

「簡単に弟子をとれる立場ではないのでしょうね」

　とミーナが言ったのは彼の援護のつもりだった。

「まあな。私なんて素性を隠しているしな」

　バルは応じたが、彼は自己弁護をするつもりはない。

「甘えがあったと言えばその通りだと思う」

　と言って表情を引き締める。

「弟子取りに興味がない者は無理だが、それ以外の者で考えてみたいな」

　バルは独りつぶやく。

　彼としては無理にミーナに協力してもらおうとは思わない。

　そこまで彼女の厚意に甘えるのが誰のためにもならないと考える。

「私としてはどうしてもダメというわけではないのですが」

　とミーナはおそるおそる言う。

「そうなのか？」

　バルの視線が彼女に向けられる。

「はい」

　彼に期待されない、頼られないのがいやだとは顔には出さず、いつものクールな表情で彼女は首を縦に振った。

「ただ、魔術師としての適性を充分にたしかめたいとは思います。私の魔術について、バル様はご存じでしょう？」

「そうだな」

　ミーナの言いたいことを察して、バルはうなずく。

　ミーナは魔術と精霊魔術に関してはすべての属性を極めていると言える。

　生なま半はん可かな才能で後継者になれるはずがない。

　幼いながら非凡な素質を見せているリリでも、現状では力不足だと断言できるほどだ。

「お前の後継者になれる才能か……私が生きているうちに巡り合えたらいいが」

　とバルは言う。

　彼はどれだけ強くてもただの人間であり、おそらく百年も生きることはできない。

　ミーナは何も言わずそっと目を伏せる。

　いつか来る別れの日から目をそらすように。

「まあいい。そういう気持ちがあるなら、あせることはないだろう。才能を見つけるだけでも時間がかかりそうだ」

　とバルは苦笑する。

「恐れ入ります」

　ワガママを聞いてもらったことにミーナは恐縮した。

「だが、魔術師として、精霊魔術師として分けて考えれば少しは可能性が生まれるんじゃないかな？」

　バルはたずねる。

　二つを極められる才能はもしかしたら二度と見つからないかもしれない。

　だが、魔術と精霊魔術を分けて考えればどうか。

　バルはその疑問をミーナに提示したのだ。

「その点は私も考えてみましたが……」

　どのみち確率が低いことに変わりはない。

　言外に彼女が伝えようとしたことをバルは理解する。

「まあいい。やってもいいと思っているなら、それでよしとしよう」

　バルは話を切り上げることにした。

　せっかくミーナが前向きになりかけているのだから、注文を付けて水を差さないほうがよい。

「はい」

　ミーナはうなずいてから彼に問いかける。

「ウーヴェという人物はそれほどに優れているのですか？　バル様にはユルゲン様がいらっしゃるのに」

　バルは微笑む。

「師匠の教えが一般的かどうかたしかめるために、他の人の教えを学びたいんだよ」

「なるほど、失礼しました」

　バルらしい慎重な判断だとミーナは納得し、同時に己の鈍感さを恥じる。

「気にするな」

　バルは優しくなぐさめた。

「連絡は明日でもいいだろう。宰相はきっと腰を抜かすな」

　と彼は言う。

　驚かせるのを楽しみにしているようだ。

「仲良しですものね」

　ミーナはそう言う。

　彼は子どもじみたことをする時は、相手を選んでいると彼女は知っている。

「まあな」

　バルもそれを理解しているので否定しなかった。

　食事を終えたところでミーナはいつものように帰る。

　意外に思う者がいるかもしれないが、彼女がバルの自宅に泊まったことはない。




　翌日、バルは宰相と対面していた。

　魔術具で連絡しても呼び出されることは確実だからだ。

「おぬしから来るとは珍しいな、バルトロメウス」

　と宰相は仕事をしながら言う。

　すぐに会ってもらえたことから信頼されているのはたしかだが、わずかに不安が両の瞳から読み取れる。

「直接会いたいとは何か急用か？」

　それを押し殺そうとした声でたずねた。

「急用というほどではないのですが、あなたの耳には早めに入れておいたほうがいいだろうと判断しましてね」

　とバルが言うと、

「何だろう？」

　宰相は手を止める。

　バルはミーナと自分の考えを告げた。

「おぬしがウーヴェ殿に学び、ヴィルヘミーナが弟子取りを検討し、異能の素養があるかどうかを、国単位で調べるだと……」

　宰相は強く頭を殴られたような顔でうめく。

　情報が情報だけに、彼の脳に大きな負荷がかかったようだ。

「まあ最後の異能持ちの調査はいきなりやれと言っても困難でしょうが」

　とバルは言う。

　彼にユルゲンと強力な異能持ちが二人も出ているのに、調査が進まなかったのには相応の理由がある。

「当たり前だ。できるなら苦労はない」

　宰相はため息をつく。

　異能について研究はおこなわれているが、進しん捗ちよくはさっぱりだ。

　いきなり何とかしろと言うほうが無理だろう。

「とは言え、何か手を打ったほうがよいというのには賛成だ。おそらく陛下も反対なさらないだろう」

　と宰相は言う。

「ライヘンバッハにでも相談したほうがいいですか？」

「そうだな」

　宰相はバルの言葉にうなずき、彼をじっと見る。

「それでおぬしがウーヴェ殿に師事したいという理由は？」

　宰相の問いは、彼にとっては当然のものだった。

　おそらく話を聞いた者は同じ問いを放つと思っている。

「そうですね」

　バルはミーナに言ったことをくり返す。

「なるほどな。言われてみれば道理だ」

　と宰相は納得する。

「ユルゲンはおぬししか弟子をとらなかったからな」

　他の者にとってどうなのか、真剣に考えていなかったと彼は認めた。

「改めて思えば、問題は増えても減っていない気がするぞ」

　そして苦笑する。

　元八神輝レーヴアテインを三人も呼び出したので負担は減ったと思いきや、彼らが新しい問題を増やしたとも言えた。

　気づいていなかった彼と皇帝が悪いのだが。

「ウーヴェ殿に何とかしてもらうか？」

　と宰相が言ったのはむろん冗談だった。

「ウーヴェ様なら何とかしてしまうでしょうけど、その場合宰相も一緒に一から鍛えなおされそうですね」

　バルはだから冗談で返す。

「あいつならやりかねないな」

　宰相は苦笑する。

　ウーヴェという男はそれほどの人物だとみなされていた。

「ともあれヴィルヘミーナが乗り気になってくれただけでよしとしよう」

　と宰相は結ぶ。

「やる気さえ出せばあいつは頼りになりますから」

　バルは言う。

「そうだな」

　宰相はもっとやる気を出してくれればと思いながら言わなかった。

　仕事に追われているので、これ以上彼との会話に時間を割けないのである。

「では失礼します」

「いや少し待ってくれ」

　立ち去ろうとしたバルを、宰相は呼び止める。

「陛下にも謁見してくれないか」

「陛下にですか？」

　バルは怪け訝げんそうに彼を見つめる。

　そういった話は何も聞いていなかったのだが。

「うむ。アカデミーの件だが、おぬしに頼みたいことがあるのだ」

　と宰相は言った。

　なぜ彼の口から教えられないのかと思ったが、バルはひとまず宰相の部屋を出る。

　そして皇帝の執務室のそばに行き、専属侍従に取り次ぎを頼む。

「バルトロメウス様!?」

　侍従は何事かと驚きながらも皇帝に取り次いでくれた。

「陛下がお会いになられるそうです」

　戻ってきた侍従は緊張で頬ほおを紅潮させながら報告する。

「ありがとう」

　バルは礼を言って中に入る。

「いえ！　お役に立てて幸いです！」

　まだ若いからか、侍従はたいそう力んで返答した。

　バルは微笑ましく思ったが、すぐに皇帝の姿が映ったので表情には出さない。

「陛下、私に頼みたいことがあると宰相にうかがいましたが」

　と声をかけると皇帝は手を止める。

「来てくれたか」

　顔をあげてうれしそうに笑う。

「実は大した用事ではないのだが、来ているならついでに足を運んでもらいたいと思ってな」

　皇帝はそう事情を話す。

　遠慮なく呼びつけられる地位にある者とは思えない言葉だ。

　よく言えば配慮ができる、ミーナに言わせれば無駄に臆病で必要以上に腰が低い男である。

「何のご用でしょう？」

　とバルが聞く。

「アカデミーだが、バルトロメウスには演武を頼みたい」

　皇帝は言う。

「演武ですか」

　演武とは多数の観衆の前で武芸を見み世せ物ものとして披露することだ。

「私一人で、ですか？」

　とバルはたずねた。

　彼一人では何をやっているのかわからない者が多いのではないかと懸念する。

　全員が帝国騎士のような精鋭ならいざ知らず、一般人には無理難題にもほどがある。

「いや、クロードかヴィルヘミーナを相手に考えている」

　皇帝は苦笑して首を振った。

「クロードはともかくミーナもですか」

　バルは少し驚く。

　クロードは民衆からの人気が高いので、選ぶならクロードだと彼は思うのだ。

　人気と知名度だけならミーナは負けていないが、この手のイベントに向いているかというと疑問が残る。

「そなたの頼みなら、ヴィルヘミーナも否いなとは言うまい」

　皇帝の言葉に彼はうなずく。

「私が出るとなると自分もとなるかもしれません」

　ミーナの性格からすると大いにあり得る。

「いっそのこと、わが師ユルゲンたちも入れてしまえばどうですか？」

　と彼は提案した。

　今の十代二十代は名前を知っている程度だろう。

　ユルゲンたちはもう昔の伝説なのである。

「彼らもか……」

　皇帝はあまり乗り気ではなかった。

「いけませんか？」

　バルは意外に思いながら聞く。

　臆病かつ慎重なようでいて、計算高い一面がある彼なら賛成すると思っていたのである。

「いや、あの三人とそなたが演武をやるとすると、万が一の時に抑えられる者がいなくなるだろう」

　皇帝が自分の懸念を明かす。

「あの三人は衰えたと言ってもいまだ八神輝レーヴアテイン並みの力を持っていると思うのだが、バルトロメウスから見てどうだ？」

　深刻な表情で問われ、バルは自分の印象を答える。

「わが師はイングウェイからシドーニエくらい、残りのお二人もまだヴィリーよりはお強そうですね」

　他人が聞けばとんでもない内容だろう。

　現職の八神輝レーヴアテインに匹敵する老人が三人もいるというのだから。

「やはり、な」

　皇帝の表情に影が落ちる。

「ではヴィルヘミーナにサポートに回ってもらい、シドーニエにも来てもらいましょうか。彼女たちがいれば安心でしょう」

　とバルが提案した。

「うむ。それしかないだろうな」

　皇帝は同意する。

「バルトロメウスからも頼んでくれるか」

　そして依頼をした。

「ええ」

　とバルはうなずく。

　やはり自分の口から言うのが一番だと彼も思うのだ。

「ところで陛下、一つお願いがあるのですが」

　バルはそう切り出す。

「どうした？」

「ウーヴェ様の件なのですが」

　バルは皇帝にも伝える。

「なるほどな。わかった。宰相と協議して、ウーヴェに伝えよう」

　彼は理解を示して答え、バルは一礼して辞去した。







第十二話　アカデミー第一期




　アカデミーの立ち上げは急だった。

　準備を念入りにしたい派と、まずは立ち上げて至らない点をその都度修正していけばいい派に分かれたのだが、後者が勝ったのだ。

　そしてアカデミーの第一期選抜試験でふるいにかけられた者たちが、帝国全土から帝都に集結する。

　ボニファーツとエルハイトもそうだ。

　ボニファーツは農家の次男坊に生まれ、他の同世代の子どもとは違って学問に興味を持つ。

　近くの町の店で奉公しながら学問に励み、その土地の代官に計算能力を認められて推挙され、見事合格通知を受け取った。

　エルハイトは小さな町の職人の末っ子として生まれ、徴兵されたところで戦士としての適性を見み出いだされ、第四騎士団「フィーアグラオ」に入る。

　そしてその中で頭角を現して、騎士団総長の推挙で試験に臨み合格を果たした。

　彼らは年が近そうなことからボニファーツから声をかけ、互いの経歴を打ち明けあい、意気投合したところである。

　彼ら三十名は城の前で指定された時間が来るのを待っていた。

「意外と平民出身もいるんだね。僕だけかと思っていたよ」

　ボニファーツが水色の瞳を丸くしながら言うと、エルハイトは大きくうなずく。

「そうなんだよ。皇帝陛下は平民も取り立てるお考えの持ち主なんだ。八神輝レーヴアテインですら平民出身がいるらしい。総長がそうおっしゃっていたよ」

「ああ、《光の戦せん神しん》バルトロメウス様と《紅こう雨う》のマヌエル様？」

　ボニファーツは即座にふたりの名前を口にする。

　このふたりは平民出身の八神輝レーヴアテインだと有名だった。

「ひとりで帝国騎士団丸ごとと戦えるって評判だけど、本当なのかい？　あ、気を悪くしたらごめんね」

　ボニファーツはそう言う。

　騎士団に所属している身であればあるいは不快に思うかもしれないと、口にしてから気づいたのだ。

　しかし、エルハイトは笑って首を横に振る。

「事実だから怒りようがないよ。バルトロメウス様なんか、帝国騎士団の全戦力より強いってうわさまであるくらいだから」

「うへえ……いくら何でもそれはないと思うけど」

　ボニファーツは顔をしかめた。

　帝国騎士団はエリートでなければ入団すらできない精鋭である。

　騎士団全ての戦力と言えば二万人くらいにはなるし、支給されている魔術具も計算に入るはずだ。

　たったひとりの人間がそれらを凌りよう駕がすると言われても、とてもではないが信じられるものではなかった。

　実はボニファーツのような反応はそこまで珍しくない。

　バルトロメウスが最強だという点を疑う者はほとんどいないが、「どれだけ強いのか」という点に関しては評価が分かれている。

　大半の者は「バルトロメウスは普段リミッターをつけている」ことを知らないせいでもあるのだが。

「八神輝レーヴアテインはそれくらいすごいってことは覚えておくべきだよ」

「う、うん」

　エルハイトの善意の忠告をボニファーツはかみしめる。

　平凡な人間に過ぎなかった彼にとって急には受け入れがたい。

　だが、現役騎士が言うことなのだから完全にデタラメというわけでもないはずだ。

　そう自分自身に言い聞かせる。

「騎士団の人は他にも来ているのかな？」

　ボニファーツの問いにエルハイトはうなずいて答えた。

「僕が見たところ七人くらいいるね。ほら、騎士に下か賜しされるこの銀色の剣を下げている人がそうだろう」

　彼はそう言って腰からぶら下げている銀色の鞘さやを軽く叩たたく。

　ボニファーツがこっそり観察してみると、確かに同じような鞘を腰から下げている若者が七名いる。

「顔見知りはいるのかい？」

　彼の問いにエルハイトは首を横に振る。

「残念ながらひとりもいないね。まだ下っ端だから、同じ『フィーアグラオ』にしか知り合いはいないんだ。上にいけば他の騎士団との交流も生まれるようだけど」

「選抜試験に合格したくらいなのに、下っ端なんだ」

　ボニファーツがついつい言ってしまうと、エルハイトは苦笑した。

「手柄を立てる機会はあまりないからね」

　と言う。

　手柄を立てる機会がない限り、彼のような若者が出世する可能性は、帝国騎士団においてまずありえない。

「連日の魔物襲撃事件も、結局僕らは出動しなかったし。まあ、僕らの出番なんてないほうがいいんだけどさ。平和の証あかしなんだから」

　いかにも騎士のお手本と言うべき発言だったが、彼の場合本心だとボニファーツには分かる。

（いい奴やつだな。こういう奴に出世してほしいものだが）

　やはり難しいのだろうなと思う。

　どれだけ人柄がよくて実力があっても、手柄を立てる機会がないのでは平民が昇進するのは難しい。

　帝国と言えど、例外ではないはずだ。

　あちらこちらから聞こえてきた雑談の声が不意にぴたりと止まる。

　理由はとても簡単で、城の門が開いて影が出てきたからだ。

　クロード、バル、ミーナ、シドーニエと続き、それからユルゲン、ゼルギウス、オルドヴィーンと続き、最後にウーヴェが姿を見せる。

　彼らの顔を知っている者は騎士団の者、そして貴族の者だ。

「クロード様！　バルトロメウス様！　それにヴィルヘミーナ様とシドーニエ様！」

　叫んだ者に多くの視線が集中したが、表情は誰も同じである。

　なぜ八神輝レーヴアテインが四人もここに？　という疑問でいっぱいなのだ。

　みんなが困惑し、誰も彼らに声をかけない。

　彼らは全員ユルゲンたち先代の顔は知らないのだから、なおさら声をかけられなかった。

　続いて皇太子アドリアンと宰さい相しようが出て来て、先の八人は左右に分かれる。

「皇太子殿下！」

　貴族の者や騎士団の者は見たことがある顔に、先ほど以上の叫びをあげてあわてて跪ひざまずく。

　彼らの反応に仰天しつつ、残りの者もあわてて両膝をついた。

　八神輝レーヴアテインと皇太子の身分差が表れた形である。

「よくぞ集まってくれた。わが国の将来を担う者たちよ」

　と声をかけたのは宰相だった。

　一同は跪いたまま彼の言葉に耳を傾けている。

「これよりアカデミープロジェクトの責任者である、アドリアン殿下よりお言葉を賜たまわる。謹つつしんで聞くがいい」

　宰相の言葉遣いはバルたちに向けられるものとは違い、やや高圧的だった。

　宰相は帝国における文官のトップで、八神輝レーヴアテインと並ぶ顕職である。

　威厳を必要とされることもあるのだった。

「皇太子アドリアンだ」

　宰相が一歩下がってアドリアンが一歩前に出る。

　そして跪いたままの者たちに言った。

「まずは顔を上げてくれ」

　許しを得たので第一期生たちは全員顔をあげる。

　こうして近くで皇族の顔を見るという名誉を彼らは手にしたのだ。

「君たちは帝国の未来を背負う逸材だと期待している。よく学び、よく競い、励んでくれ」

　言葉少なに話し終えた彼は一歩下がる。

　ミーナに言わせれば「皇族の出し惜しみ」になるが、それもまた権威を守るのに必要なことだ。

「では段取りについてだが」

　宰相が言ったところで官僚たちが出てくる。

「まずは移動して、いくつかのグループに分かれてもらおう。各おの々おの得意分野が違うからな。分かれてそれぞれ担当者に指導を受けるほうが効率的だろう」

　と宰相は言った。

　剣が得意な者が剣を学び、計算が得意な者が計算を学ぶ。

　アカデミーの第一期生たちはそう解釈し、納得もした。

「ではついてきてくれ」

　宰相たちが案内したのは城の外のエリアの中でも、広い庭である。

　知っている者は少ないが、近この衛え騎士が有事の際に防衛戦をおこなうことを想定しているポイントの一つだ。

　アカデミー第一期生が三十名ほどいてもまだまだ収容できる。

「なぜ庭に……」

　当然の疑問を文官志望者がつぶやく。

「まさか」

　と言ったのは騎士のエルハイトである。

　彼は八神輝レーヴアテインのことを見聞きしていたし、騎士団の気風も知っていたから予想ができた。

「いきなり堅苦しい話ばかりでも退屈だろう」

　宰相は彼らを見てにやりと笑う。

「八神輝レーヴアテインのバルトロメウスたちが演武をやってくれることになった」

　彼はそこで一言区切り、いきなり話を聞かされた者たちの反応を見る。

　興奮を隠しきれない者と、話の展開について来られていない者に分かれていた。

　騎士や武官は前者が多く、文官志望は後者だ。

「文官志望者が多いな。彼らはついてこられるのか？」

　とバルが疑問を口にする。

「武官志望者なら理解できるというのはさすがに過大評価ではないかな」

　ユルゲンが笑いながら弟子に答えた。

　八神輝レーヴアテインの演武など、おそらく現役の騎士でもついてこられまい。

　それでも何かが彼らの中に残ると期待して、彼らは集まったのだ。

「派手さとわかりやすさを重視するならヴィルヘミーナがいいと思うんだが」

　とクロードが言うが、これは提案ではなくぼやきのようなものだ。

「周囲に被害を出さないようにできるのは私くらいだからな」

　ミーナはちらっと彼を見ながら答える。

「それはたしかに」

　答えた宰相は同時に苦笑した。

「演武だが宰相殿、一番手は私に譲ってもらいたい」

　とウーヴェが申し出る。

「いきなり貴殿か。ウーヴェ殿」

　宰相が言うとアカデミー第一期生たちがざわめいた。

「ウーヴェ？　まさか先代将軍のウーヴェ様？」

　彼らの中にも《鬼将軍》の名は轟とどろいていたようだ。

「うむ。そして相手はクロードを指名したい」

　ウーヴェのこの言葉にクロードが驚いて彼を見る。

「ああ。剣を抜け、クロード。世界最強の《剣聖》と言われるまでに至った今のお前の力を見せてみよ」

　とウーヴェは剣を抜いて広いエリアに移動する。

「世界最強かは定かではありません。何しろ私は他の大陸に行ったことがないもので」

　クロードは彼の後に続きながら同じく剣を抜く。

　誰かと戦うことになると予想はしていたので、クロードの切り替えは早い。

「理屈が増えたな、クロード。まさか私よりも老いぼれたとは言うまい」

　とウーヴェは辛しん辣らつな言葉を吐く。

　彼はクロードよりも二十歳近く年長だ。

　そんな人間に老いぼれ呼ばわりされると、さすがにクロードもムッとする。

「ではお覚悟を、師よ」

「馬鹿め。お前のほうが今は強いことくらい、私はよく知っている」

　ウーヴェは冷静に応じてゆっくりと剣をかまえる。

　相変わらずまったく隙がない美しい動作だ、とクロードは思う。

　このウーヴェに師事しなければ、はたして自分は《剣聖》と呼ばれる境地に到達できただろうかとも。

「行くぞ」

　ウーヴェが言うと同時に、二人は地面を蹴って剣を交わす。

　クロードの剣は雷のように速く強烈な一いつ閃せんで、ウーヴェの剣は流水のようになめらかで美しい線を描く。

　力でも速さでもクロードのほうが上だ。

　しかし、ウーヴェは自らのものよりも速くて強烈な斬撃をたくみに受け流す熟練の技巧がある。

　十合、二十合と切り結び、二人の剣士は少しでも有利な位置取りを試みた。

「相変わらずとんでもないお方ですな」

　クロードは感嘆の言葉を漏らす。

　剣の達人同士ともなれば、相手よりも有利な状況を作り出せるかどうかが勝利の鍵だ。

　ウーヴェはクロードを相手にしてそれをさせてくれないのである。

　クロードがどうしたいのか、すべてを見透かすような動きでクロードの狙いを封殺してしまう。

　ウーヴェが屈指の達人だという証左である。

「相変わらず読みやすいな、クロード。好敵手はバルトロメウスとヴィルヘミーナくらいだと、慢心していたか？」

　とウーヴェは言った。

「…………」

　クロードは痛いところを突かれて言葉に詰まる。

　本人に自覚はなかったものの、改めて考えてみれば否定できないところだった。

　バルトロメウスは最強である。

　ヴィルヘミーナも反則的に強い。

　この両名を意識するなというほうが無理だろう。

「見たところマヌエル、シドーニエもなかなかやる。将来は明るいな」

「ありがとうございます」

　クロードは礼を言った。

　ここでいやみや皮肉を言うウーヴェではないと、彼は知っている。

　彼らは会話をしながら、三十合、四十合と打ち合う。

　展開はまったくの互角で、クロードとしては戦慄せざるを得ない。

　ウーヴェは実力的には八神輝レーヴアテインとなれるはずなのに、それを蹴って将軍の座を守ったということは知っていたはずだが。

「ここまで衰えぬとは、いやある意味昔よりもお強い？」

　まさかと思いながらクロードがつぶやく。

　彼の記憶にあるウーヴェの強さより、今のほうが進歩している。

「日々修行である。お前たちに言っていること、私が実践していないとでも思ったか？」

　ウーヴェの答えの意味を、クロードは理解した。

　日々たゆまぬ鍛錬を続け、心に隙を作ってはならないというのがウーヴェの言葉である。

　つまりウーヴェは引退したあともずっと鍛錬を続け、己の力を磨き続けていたということだ。

「クロード様相手にあそこまで戦えるだなんて」

「信じられない」

　アカデミー第一期生たちは愕がく然ぜんとしている。

《剣聖》クロードの名は彼らもよく知っているし、だからこそ目の前のウーヴェの戦いぶりが驚異だった。

「見事なものですね」

　基本辛辣なミーナが珍しく評価する。

　人間という種族は、加齢から来る衰えはエルフよりもずっとひどい。

　それに抗あらがうために費やされた努力は生なま半はん可かなものではないはずだ。

「私も驚いた」

　と彼女の隣に立つバルも言う。

「ウーヴェ様のことだから全盛期の力を維持しているのはありうると思っていたんだがな」

　まさか今のほうが強いとは。

　バルの声なき言葉をミーナは理解する。

「私も見習うべきだな」

　彼はウーヴェの賞賛を込めて言った。

「ところでそろそろ止めたほうがいいのではないか。これは演武であって対決じゃないからな」

　とバルが言ったのでミーナが動く。

　ウーヴェとクロードの間に入り、両者の剣をそれぞれ片手で止めたのだ。

「何!?」

　さすがのウーヴェもこれには驚きよう愕がくし、体を硬直させる。

「ヴィルヘミーナか」

　彼女の実力を知るクロードに驚きはほとんどない。

「はあ!?」

「うそだろ!?」

「信じられない」

「あの二人の剣を素手で止めるなんて」

「ヴィルヘミーナ様は魔術師なんだろう？」

　最も驚いたのはやはりアカデミー第一期生たちだろう。

　剣豪として名高いクロード、その彼と互角の戦いを見せたウーヴェの剣を素手で止めてしまったのだから。

　しかもミーナは魔術師である。

「君は魔術師だと聞いていたが」

　ただ、ウーヴェも似た思いだったらしく、剣をおさめながら言った。

「それがどうかしたか？」

　ミーナは冷徹に切り返す。

　愛想よくふるまう必要を感じていないのでこの態度だ。

「いや……世界は広く、帝国の層は厚いのだと知った」

　ウーヴェはあきらめ頭かぶりを振る。

「私が慢心なんてできるはずがないと、お分かりいただけましたか」

　同じく剣をおさめたクロードが彼に話しかけた。

「ああ。バルトロメウスだけではないのだな。規格外の怪物は」

　ウーヴェはしみじみとつぶやく。

「演武の続き、必要か？」

　とユルゲンが言う。

「周囲に配慮しながらだと、ヴィルヘミーナ以上のインパクトは無理だろう」

　オルドヴィーンが仕方ない奴だという顔で話す。

「私も同意見だな」

　バルが言ったところで、ミーナがさすがに彼に詫わびる。

「せっかくのお時間を台無しにしてしまい、申し訳ありません」

　彼以外に謝っているつもりはないと、アカデミー第一期生ですら何となく察した。

「本来の目的は達成できたからいいんじゃないか」

　バルは笑って許す。

「儂わしらはどうするかな」

　ユルゲンは苦笑する。

「あなたたちはこれから忙しいから、無駄な時間が減ってよかったのでは？」

　とミーナは言い返した。

　人によっては少しきつく聞こえたが、ユルゲンは気にしない。

「では八神輝レーヴアテインは一度下がってくれ」

　と宰相が言った。

　彼らが今日来たのは演武のためなので、それがないなら用済みである。

　城に引っ込んだところでシドーニエがため息をつく。

「わたくし遠慮すればよかったわね」

　人前だからと自重していたが、八神輝レーヴアテインしかいないなら抑える必要はない。

「すまないな」

　ミーナが少しも反省してない口ぶりで言い、シドーニエを驚かせる。

「あなたが素直に謝るだなんて、明日は大雨かしら」

「はっ」

　ミーナは鼻で笑い飛ばす。

「仲いいのか悪いのかわからんな」

　クロードが小声で言うと、

「仲いいんだよ」

　とバルが答える。

「そうなのか？」

　クロードの問いにバルはうなずいて、

「仲悪ければミーナは返事も会話もしない」

　と説明する。

「なるほど」

　クロードは大いに納得した。

　会話すらしないミーナの姿が彼は簡単に思い浮かべることができる。

「相変わらずと言いたいところですけれど、少しは変わったようでしてよ、ヴィルヘミーナは」

　とシドーニエが指摘した。

「私も同感だな」

　バルが賛成する。

「うーむ、そうなのか？」

　クロードは分からないとつぶやく。

「鈍感だからな、貴様は」

　ミーナは彼に容赦ない言葉を浴びせる。

　変わったという意見を肯定しているのだと彼女は気づいていた。

「まあいずれにせよ。アカデミーははじまった。今後の彼らに期待だな」

　とバルが締めくくる。

　三者三様にうなずいて彼らは別れた。







第十三話　大過ない日々




「まずは基礎体力作りからだ」

　とウーヴェは指導して、ランニングからはじまった。

　騎士団は目標に向けて疾走することがあるので、当然鎧よろいなどをつけたままである。

　城の周囲を二十周ほど走り、最初にゴールしたのは騎士たちと同じ鎧をつけたバルだった。

「さすがと言うべきか、バルトロメウス。基礎体力もずば抜けているな」

　監督として立っていたウーヴェが感心する。

「すげえ」

「し、信じられない」

　バルの強みは異能を活かした攻撃力と速さだと思っていた騎士たちが、彼の基礎体力に驚きよう愕がくしていた。

「速さと攻撃で押し切れない相手と遭遇した時に備え、体力はつけてあるんだ」

　全員がゴールした時、バルはみんなに話す。

「お、恐れ入りました」

　みんなは肩で息をしながら答える。

「次は敵の攻撃を凌しのぐ訓練。同時に守りを固めた敵を崩す訓練だ」

　とウーヴェは指示を出す。

　二人一組に分かれて実行される中、バルは一人見守ることになる。

　奇数だから一人余ってしまうし、その場合彼と組む者がいないのはやむを得ない。

「ウーヴェ様、私と組んでいただけますか？」

　一応バルは聞いたが、ウーヴェは苦笑とともに首を横に振る。

「お前の相手をしたら、とても若手の訓練どころではなくなってしまうだろう。やりたいならヴィルヘミーナでも連れてこい」

「捕まればいいのですが」

　バルは笑いながら返す。

　今日は珍しくミーナは彼のそばにいない。

　そのことをウーヴェがたずねる。

「今日はどうした？　いつもお前のそばにいると聞いた覚えがあるのだが」

「あいつなりに思うところがあったようで、弟子取りに前向きなのですよ。今は準備期間とでも言いましょうか」

　バルが事情を明かす。

「ほう？　いいことだ。継承できる者がいるかどうかは別にして、知識や技術を伝えていくことは大切だからな」

　ウーヴェは満足そうに言った。

「もっとも私の場合は見つかるかどうかという懸念がありますが」

　バルは一抹の不安を口にする。

「そればかりは仕方ない。希少性のあるものはどうしても、失伝の危機がつきまとうものだ」

　ウーヴェの返答には諦観があった。

「とは言え、二代続いて輩出できたのだから、探せば意外と見つかるかもしれないという気もするのだが、どうなんだ？」

　彼は気を取りなおしてたずねる。

「宰さい相しようとライヘンバッハと調整中ですね。魔力を使う点は同じなので、魔力の素養がある者を精査する方向に落ち着きそうですが」

　バルは彼に現状を伝えた。

「まあ一歩ずつやっていくしかあるまい。急いで作ったものはたいてい、ほころびだらけですぐに崩れる」

「ええ」

　バルはまったく同感だとうなずく。

「それで？　私の指導を見て、何か参考になりそうか？」

　とウーヴェは聞いた。

「はい。わが師とは全然違いますね」

「だろうな。そもそも個人を育てるのと、集団を育成するのとでは違っていて当然だ。そのことに気づけたなら、きっと意味がある」

　バルの答えにウーヴェはそう返す。

「意味があるようにしたいものです。私次第でしょう」

「そうだ」

　バルの言葉をウーヴェは肯定する。

「ありがとうございます。私はこれにて失礼します」

「うん」

　礼を言って頭を下げてバルは場所を後にした。

　彼が向かったのは魔術省のライヘンバッハのところである。

　彼の部屋には部下と弟子、さらにミーナもいた。

　ミーナは弟子取りの参考にと、ライヘンバッハの仕事ぶりを見学しているのだ。

　彼の部下の多くは弟子を兼ねているので、何か得るものがあればと期待したのである。

「どうだ、ミーナは？」

　とバルはライヘンバッハに問いかける。

「実に優秀だな。弟子としても部下としても、私の手に負えない領域だ」

　彼は答えてため息をついた。

「私より魔術省の長官としてふさわしいのではと言いたくなる」

　どうやらミーナは高い能力をいかんなく発揮したらしい。

　ミーナが当然という顔をしているそばで、他の面メン子ツは悔しそうにしている。

「手を抜かずにやったらしいな」

「ええ。こちらも学ぶ以上、対価を払いました」

　バルが声をかけるとミーナはこくりとうなずく。

　ライヘンバッハはそんな彼女に恨めしそうな視線を向ける。

「どうせならもっと早くやる気になってくれればよかったものを」

「甘えるな」

　ミーナは冷たくぴしゃりと言う。

「私をその気にさせられなかったのは、貴様らの器量不足が原因だろう？」

　彼女の発言にライヘンバッハは黙る。

　バルの言うことしか聞かないくせに、と思っても言わない分別が彼にはあった。

「たしかにバルトロメウスはちゃんとやる気を引き出しているわけか」

　ライヘンバッハが認めると、

「バルトロメウス様の言うことであれば、何でも無条件に従うというのは貴様らの誤解だぞ？」

　とミーナは彼の心理を見透かした発言をする。

「ぐむ」

　図星を突かれて窮するライヘンバッハに、バルが助け船を出す。

「それくらいにしておけ」

　彼に制止されたミーナはうなずいた。

「できれば彼女を連れて行きたいんだが、かまわないか？」

　とバルがライヘンバッハに聞く。

「ああ。充分すぎるほど力になってもらった。その分の対価を払えたのならいいのだが」

　老魔術師は気を取り直して答える。

「いろいろと参考になった。礼を言っておこう」

　ミーナはいつもの表情ながら、彼女なりに礼をライヘンバッハに言う。

　言われた本人は黙って受け取ったが、周りの弟子や部下たちは少なからず驚いたようである。

　部屋を出たところで彼女がバルに問いかけた。

「どちらに向かわれますか？」

「そうだな。どこかで飯を食べながら、近況報告するのはどうだ？」

　とバルが提案すると、

「いいですね。店に行くか、私の家に行きますか？」

　ミーナは笑顔で乗り気になる。

「店でいいだろう」

　バルは即決した。

　いつも彼女に世話になっているし、今から料理を用意してもらうのも悪い。

　そういう意識からである。

「かしこまりました。一等エリアですませますか？」

　とミーナは聞く。

「そうだな」

　バルは同意する。

　城にも実は食堂があって彼ら八神輝レーヴアテインなら使えるのだが、仮面で素顔を隠している彼には使いづらい。

　自分には縁がない場所だと彼は思っていた。

　二人は連れ立って歩き、一等エリアにある一つの店を選ぶ。

「ここにしよう」

　とバルがミーナに言う。

　白い屋根と灰色のレンガ造りの地味な印象の店だ。

　もちろん帝都の一等エリアにかまえているのだから、見かけ通りの店ではない。

　店内に入ってみてミーナはすべての席が個室になっていると気づく。

「クロードに教わってな。何回か来たことがあるんだ」

「なるほど」

　バルが明かした事情にミーナは納得する。

　彼に一等エリアの店を教える者がいるとすれば、クロード、シドーニエ、ヴィリーの三人だろうと思ったのだが、彼女の勘は正しかった。

　二人を見ても女性店員は何も言わず、あいている個室に案内してくれる。

「先に注文をすませてしまおう」

「はい」

　料理が運ばれた後なら話もしやすいので、バルの言葉にミーナは賛成した。

　鶏とり肉にくのステーキとサラダを彼らは頼み、料理が届くまでは益やく体たいもない雑談に終始する。

　料理が人数分届いたところで、ミーナが問いかける。

「お話は何でしょうか？」

「ライヘンバッハと過ごしてどうだった？」

　バルは単刀直入に切り出す。

「本人にも言いましたが、いろいろと役に立ちそうですね。思っていたより使える男でした。見通しも立ちましたし」

　ミーナは淡々として答える。

　バルはサラダを食べ、飲み込んでから聞く。

「何の見通しか聞いてもいいか？」

「ええ。異能を持つ者の調査ですよ」

　ミーナは何食わぬ顔で答える。

「異能持ちの調査だって？」

　バルは思わず手を止めた。

「ええ。バルトロメウス様のお役に立てますし、帝国だって人材の層を厚くできるというメリットがあるでしょう」

　説明を聞いた彼は彼女が最初からそのつもりだったと察する。

「弟子を取るというのも、もしかして異能持ちを？」

　とバルは問いかけた。

「そこまではまだ考えていません」

　ミーナはゆっくり首を横に振って否定する。

「深読みだったか」

　バルは苦笑した。

　彼女の性格からそこまでやりかねないと思ったのだが。

「ただ、選択肢の一つではありますね。魔力の扱い方を教えるという点では、魔術と違いはないのですから」

　ミーナの口ぶりからかなり前向きだと彼は感じる。

　あくまでもミーナだから言えることなのだろうが、彼は指摘して水を差したりはしなかった。

「しかし魔術と同じとは言っても、実際は異能持ちを探すのは難しかっただろう。何か工夫でもあるのか？」

　かわりにバルは疑問を口にする。

　参考になったと言うくらいだからかまわないだろうという判断だ。

「ええ。バルトロメウス様とユルゲン様の気配を覚えられたのが理由です」

　とミーナは答える。

「あとはこの感覚を魔術具に変換する作業をするだけです」

　彼女はさらりとすごいことを言っているとバルは思う。

「感覚の問題か」

　感覚の言語化はとても難しいと彼は知っている。

　できればもう少し説明が欲しかったのだが、やめておく。

「実験作でよければ、一緒に使ってみますか？」

　とミーナが聞いた。

「ああ、立ち会ってみたいな」

　彼女の配慮に感謝してバルは答える。

「かしこまりました。すぐには作れないと思うので、数日はお待ちいただくことになるかと存じます」

「それくらいかまわない。むしろ数日でいいのか」

　バルは時間の少なさに目を丸くした。

「あくまでも試作品ですから」

　とミーナは答える。

「それでも大したものだ」

　バルは改めて彼女を褒めた。

「恐れ入ります」

　彼女はうれしさ半分、恐縮半分といった面持ちで答える。

「ご期待に添えるものならいいのですが」

　それから最後に自信なさそうに一言つけ加えた。

「意外だな」

　ミーナの反応にバルはつぶやく。

　いつもはもっと堂々としているのが彼女なのに。

（それだけ難しいということか）

　と考えた。

　彼のみならず、ユルゲンという一時代を築いた英雄がいるのに、なかなか実現されなかったことだ。

　簡単にできるはずがないという意識を持つくらいでちょうどいいのかもしれない。

「気にするな。いきなりゼロから一万を生み出すのは容易じゃない。少しずつ取り組んでいけばいいんだ」

　とバルは優しく声をかける。

「御意」

　ミーナは少しだけ緊張がほぐれたような顔になった。

「バルトロメウス様のほうはいかがですか？　ウーヴェの下もとで一緒にトレーニングをこなしていらっしゃるという話が聞こえてまいりましたが」

　彼女は彼の近況をたずねる。

「そっちでも話題になっていたか」

　バルは笑って打ち明けた。

「参考になることばかりだった。わが師はもっと乱暴で感覚的だった」

　つまりウーヴェは厳しいが論理的だったらしい。

「それはようございました」

　ミーナはひとまず彼が得たものを喜ぶ。

「とは言え、いきなり実践は難しいだろう。誰かにつき合ってもらうのが一番だと思うが」

　彼が言葉を区切ったのは、彼女の反応を予想したからだ。

「私でよければお付き合いいたしますが」

　ミーナが言ったのは読み通りの内容だった。

「気持ちはうれしいが、力のない者を一から育てるのが目的だからな。お前ならたいがいのメニューは普通にこなせるだろう」

　とバルは指摘する。

　ミーナは魔術師だが、近接戦闘も基礎体力も並の騎士では相手にならないほどだ。

「申し訳ありません」

　彼女は残念そうに謝り、主張を取り下げる。

「一歩ずつ進もうという段階だからあせる必要はないんだが、できるだけ失敗は減らしたいと思うんだ。他人の人生をあずかるのだから」

　とバルは語り、ミーナは小さくうなずく。

「まずは異能の適性持ちを探すことからはじめてはいかがでしょうか？　一人一人性格や適性が違う点も考慮なさったほうがよいかと存じます」

　そして彼女は指摘する。

「そうだな。どうやら少し先走りすぎていたようだ」

　バルは気づいて苦笑した。

「それだけ想おもいがあふれていらっしゃるのでしょう」

　ミーナは擁よう護ごする。

「そういうことにしておこう」

　バルはそう結ぶ。

　食事がすんで店を出て、彼はミーナに魔術で飛ばしてもらった。




　数日後、ミーナはいつものように彼の自宅にやってきたが、右手に緑色の石に金のチェーンがついた装飾品を持っていた。

「宝石……じゃないな。魔術具か？」

　魔力を感じたバルが問いかけると、彼女はうなずく。

「これが試作品です。装飾品に見立てれば、比較的使いやすいと思ってこの外見にしました」

　とミーナは説明する。

「これを使えば素養がある者を見つけることはできるでしょう。感知圏内にいればですが」

　彼女の言葉にバルはうなずいた。

「もちろん見つからない前提でいるべきだ」

　と彼は言ってから提案する。

「ないだろうが帝都の子どもたちから探してみたらどうだろう」

「ええ」

　二人はそう言って転移で一等エリアに移動した。

「ところでその魔術具の有効範囲はどれくらいなんだ？」

「直径一キロくらいですね」

　バルに聞かれてミーナは答える。

「かなり広いな」

　多くの調査型の魔術具の有効距離は、それの一割から二割程度だ。

「効率を重んじて距離を伸ばしたので、精度には難があると思います」

「なるほどな」

　帝国の広大な領地を量産のできない魔術具で探すとなると、有効距離はたしかに重要だ。

「後日、魔術省に回して複製を造らせることは可能か？」

「魔術省の技術力次第かと」

　次の問いにはミーナは淡々と答える。

「難しそうだな」

　彼女は魔術具を作る技術も高いと知っているので、バルはそっとため息をつく。

「バルトロメウス様がお望みなら指導もいたしますが」

　とミーナが言ったのは彼女なりの譲歩だろう。

「頼んでいいか」

「かしこまりました」

　二人はそうやって会話をこなしながら歩いている。

「……バルトロメウス様、反応がありました」

　とミーナが石の部分が光っている様子を彼に見せた。

「まさかいきなり反応するとは」

　バルは足を止めて驚く。

「誰に反応しているのか、分かるか？」

「はい」

　ミーナはうなずいて宝石をかざし、やがて一人の少女を指さす。

「あの子ですね。おや？」

　彼女が驚きの声を放った理由を、バルはすぐに理解する。

　彼女の指の先にいたのは姉と一緒にいるリリだったからだ。

「バルトロメウス様、まさかこの展開を予想なさっていたのですか？」

　ミーナが思わず問いかけたのも無理ない偶然だった。

「そんなはずがないだろう。私の異能は便利じゃない」

　バルは苦笑して答える。

「もちろんこの魔術具の精度の問題だという可能性もありますが」

　とミーナは自分で作った魔術具を見つめた。

「まあいい。知らない相手じゃないのだから、事情を話すのも容易だろう」

　バルはそう言って姉妹の前に立つ。

「バルトロメウス様？　それにヴィルヘミーナ様」

　アリアとリリは不思議そうな顔で出迎える。

「何かご用でしょうか？」

　と問いかけたアリアが緊張しているのは無理もない。

　この二人が一緒にいるのは珍しくないにせよ、同時に用があるというのはかなり珍しい。

　少なくともアリアはそう認識している。

「君の妹のリリだが、異能の適性があるかもしれない。あくまでも可能性の段階だが」

「異能と言うと、バルトロメウス様と同じ……？」

　アリアが半信半疑という面持ちで聞く。

「最初、ヴィルヘミーナに後見を任せ、シドーニエの弟子にしてもらうつもりだったんだが、この可能性が浮かんできた以上、私がみたいのだが」

　バルは率直に打ち明ける。

「それは……」

　アリアはためらう。

　リリにとっていい話だろうということは理解できるが、漠然とした不安が彼女の決断をにぶらせる。

「わたし、やりたい」

　とリリが前に出てバルを見上げる。

「わたしがおねえちゃんをまもるから」

「その意気だ」

　バルは笑って幼い決意を受け止め、アリアに言う。

「大丈夫だ。無む茶ちやはしない」

「はい。よろしくお願いします」

　アリアは頭を下げた。

「では後で迎えにこよう。邪魔したな」

　バルは踵きびすを返し、ミーナもそれに倣ならう。

　新しい時代のはじまりを予感しているのは、まだこの二人だけだった。
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あとがき






　戦せん神しん７巻を手に取っていただきまして、まことにありがとうございます。

　さすがに７巻をまとめ買いした猛も者さはいらっしゃらないと思いますが、もしもいらっしゃった場合に備えて……。

　真の勇者ですね、ありがとうございます。

　今回の話はいわば前巻の後日談に近いものです。

　今巻を出せたのはひとえに応援してくださった皆様のおかげです。

　本当にありがとうございます。

　これを書いている時はとうとう冬が来た……というタイミングになりますが、皆様はいかがお過ごしでしょうか。

　私は無理がきかない歳としになってしまったようだなとすこしずつ自覚しはじめたところです。

　皆様も体にはじゅうぶんお気をつけください。

　今年はなかなか外を出歩けない情勢ですね。私は外を歩けなくても平気な性た質ちだと思っていたのですが、残念ながら外れていました。

　気軽に乗り物に乗れないというのは、意外とストレスがたまる。

　人と会えないのはそんなに苦にならないのですが……今ならネットが通っていれば連絡手段はいろいろありますし。

　いずれにせよ、この歳になって自分の新しい一面を発見したことに驚きです。

　最後になりましたが謝辞になります。

　担当のＫ様、本企画の立ち上げからお力添えいただきましてありがとうございました。

　イラストレーターの桑くわ島しま黎音れいん様、最後まで美麗なイラストをありがとうございました。

　校正様、スニーカー文庫編集部の皆様、大変お世話になりました。

　そして読者の皆様には改めて厚く御おん礼れい申し上げます。

　またの機会にお目にかかれましたらこの上ない喜びです。





二〇二〇年一二月吉日




相あい野の　仁じん　





















日にち常じようではさえないただのおっさん、本ほん当とうは地ち上じよう最さい強きようの戦せん神しん7








相あい野の 仁じん
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